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　国内貴族のほとんどの子息息女が通う、王立レスティリア学園。

　文武に秀ひいでた者を、あるいは素す晴ばらしい淑しゆく女じよを世に送り出す、歴史の古い学まなび舎やだ。

　そこに現在、腫はれ物のように扱あつかわれる生徒が二名在ざい籍せきしていた。

　一人は特待生として市井しせいから入学してきた少女、ルーティエ。

　優ゆう秀しゆうな成績を収め難関の特待生枠わくを摑つかんだ秀才なのだが、いかんせん貴族ばかりの学園においては浮ういてしまう存在だった。

　彼女自身の人ひと懐なつっこさによる目に余る行動のためでもあるが、最近は学園内の校規に則した振ふる舞まいをするようになったと専もつぱらの評判だ。

　もう一人の問題児は、ローザリア・セルトフェル。陰かげで『極ごく悪あく令れい嬢じよう』などと囁ささやかれている、侯こう爵しやく家令嬢。

　セルトフェル邸ていから一歩も出ることなく生しよう涯がいを終えるはずだった『薔ば薇ら姫ひめ』という存在であるのに、自らの意志と行動により学園への編入を果たした。

　周囲の生徒達からすればいい迷めい惑わくといったところだが、本人は遠巻きにされることさえ全く気にせず学園生活を謳おう歌かしている。

　本日の授業も無事に終しゆう了りようし、放課後。

　ルーティエが、ローザリアの席に近付いてきた。

「ローザリアさん、もう行ける？　あ、間ま違ちがえた。ローザリア様、もう行けますか？」

「ルーティエさん……」

　普ふ段だんはくだけた口調の彼女も、教室内ではつたないながらも敬語で話す。

　完かん璧ぺきには程ほど遠とおいけれど、公おおやけの場で最低限の振る舞いができるようになっただけでも目覚ましい進歩だった。

「学園内では身分の上下を問わないとはいえ、目下の者から話しかけるのは礼れい儀ぎ知しらずな行いだといつも言っておりますでしょう」

「うぅ。ごめんなさ……じゃなくって大変失礼しました」

「うっかりが多すぎますわよ」

「はい、すみません」

　子犬のような風ふ情ぜいで落ち込むルーティエに、ローザリアは嘆たん息そくした。

　人の目がある場所では、互たがいに本音で話せない。

　それは、貴族令嬢として育ったローザリアにとって当たり前のことだったはずなのに、今は少し歯は痒がゆく感じる。

「残念ですが、少々所用がございますの。先に向かっていてくださる？」

　今日はこのあと、お茶会の約束があるのだ。

　はじめの質問に答えると、ルーティエは寂さびしそうにしながらも素す直なおに頷うなずいた。

「分かりました。先に行ってますね」

「えぇ。くれぐれも、アレイシスを連れていくことを忘れないように」

「目的地が同じなのに、忘れるわけないですよ。ローザリア様ったら心配性しようですね」

　最後には笑え顔がおになり、彼女は離はなれていった。

　そのまま義弟おとうとであるアレイシスに歩み寄り、何やら楽しそうに話している。

　彼は問題児のように見えてかなりしっかりしているし、来年度の執しつ行こう部ぶ入りは確実とされている。アレイシスがついているなら安心だ。

　それを見届けてから、ローザリアも鞄かばんを手に席を立った。

　周囲の怯おびえが混じった視線をものともせず一人廊ろう下かを進んでいく。

　目的地は、北校舎裏。

　呼び出しとしては馬ば鹿か馬鹿しいほどありきたりで、その分相手の程度も知れるというもの。

　校舎自体の角度のためか、放課後の校舎裏にはほとんど日が差さない。そのせいもあって、生徒があまり近寄らない場所の一つだった。

　遠目から指定された場所を観察してみると、目を尖とがらせた女生徒が三人、威い圧あつ感かん満まん載さいで待ちわびていた。

　──ああいった手合いは、徒党を組むのがお好きなのかしら。物好きな。

　顔を見れば、家名も家格も分かる。彼女達は新興貴族の令嬢だ。

　新興貴族は、事業に成功した商人が爵位を買うなどして地位を得ている場合が多い。元々平民であったからこそ、天てん真しん爛らん漫まんに振る舞うルーティエが余計目め障ざわりなのだろうか。

　貴族としての誇ほこりが歪ゆがんだために、品位の欠片かけらもないいじめへと発展している。

　警けい戒かいする価値さえないと判断したローザリアは、さっさと片付けてしまうことにした。

「ごきげんよう」

　故意にゆっくりと言葉を紡つむぐ。

　少女達は、予想外の人物の登場にギョッとしている。

「な……何であんた、いえ、ローザリア様が……」

「見ず知らずの方々に名前を口にされるなんて不快ですわ。どうぞわたくしのことは、家名でお呼びくださいませ」

　冷たい笑みに、女生徒達はみるみる青ざめていく。

「ルーティエ様はどうしても外せない大切なご予定があるそうなので、わたくしが代わりに参りましたの。わざわざ彼女を呼び立てるほど重要な用件がございましたら、無視をしては失礼にあたるかと思いまして」

　ローザリアはことさら勿もつ体たいぶり、けれど決して歩みを止めることなく近付いていく。

　それはまるで、蛙かえるを捕ほ食しよくする蛇へびのような。

「──それで？　一体どれほど大切なことをお聞かせいただけるのかしら？」

　白々しく訊たずねると、女生徒達はますます顔色が悪くなる。

『極悪令嬢』が登場した時点で戦意を喪そう失しつしていた彼女達は、離り脱だつもまた素す早ばやかった。

「たっ、大変失礼いたしました……！」

　まだ話はついていないというのに、身を翻ひるがえして駆かけていく女生徒達。

　振り返った時には既すでに背中が遠ざかっていた。

「全く、骨のないこと」

　二度とこんな呼び出しをしないよう釘くぎを刺さし損そこねたが、ああも怯えていたならもう手出しをしてくることはないだろう。

　ローザリアは、未いまだルーティエを蔑べつ視しする輩やからから彼女を守っていた。

　それほど多くはないが、何日かに一度手紙で呼び出されていたルーティエ。

　彼女がそのたび落ち込むために、気取られぬようこっそり代わってやるようになっていた。

　人助けのため、友情のため、という殊しゆ勝しような気持ちからではない。

　全すべてはこのあとのお茶会を心から楽しむためだ。

　どうせレンヴィルドにからかわれるであろう言いわけを頭の中で並べていると、鞄で揺ゆれる組み紐ひも飾かざりが目に留まった。

　それは、親しくするようになってしばらく経たった頃ころ、手先の器用なルーティエから受け取った手作りの贈おくりもの。

　お揃そろいになっていて、ローザリアは薔薇をかたどったものを、彼女は桜という花をかたどったものをそれぞれ鞄に下げていた。

　照れくさく思いながらも素直に受け取った時の、ルーティエの嬉うれしそうな笑顔。

　思い出すと自然とローザリアの口角も上がっていた。

　軽い足取りで談話室に向かうと、既に全員が集まり各おの々おの談だん笑しようしていた。

　ルーティエは、アレイシスと公爵家子息であるフォルセ・メレッツェン、次期宰さい相しよう候補との呼び声高いジラルド・アルバに囲まれ、賑にぎやかに紅茶の準備をしていた。

　ソファに身を預けてくつろいでいるのは、王おう弟ていであるレンヴィルド・ヴァールヘルム・レスティリア。

　そして彼のすぐ後ろに控ひかえているのは、王立騎き士し団の中でも花形である近この衛え騎士団に所属している、カディオ・グラントだった。

「ごきげんよう。レンヴィルド様、カディオ様」

「やあ、ローザリア嬢。今日は早かったようだね」

　王弟殿でん下かからの言外の指し摘てきに、ローザリアはすぐさま鉄てつ壁ぺきの笑みを返した。
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「レンヴィルド様こそ、今日は執行部の仕事を押し付けられなかったようで何よりですわね」

「押し付けられた分を予定までに終わらせるのが、できる男というものだよ」

「できる男性はそもそも仕事を押し付けられないと思いますけれど」

　こんな嫌いやみの応おう酬しゆうができるのも、確実に仲ちゆう裁さいしてくれる人間がいるからこそだ。

　予想通り、慌あわてた様子で割って入ったのは気の優やさしいカディオだった。

「お二人とも、今日はその辺にしておいてください」

「まぁ、カディオ様がそこまでおっしゃるなら」

　コロリと態度を豹ひよう変へんさせるとレンヴィルドがもの言いたげにしたが、ローザリアは気にせずテーブルに並ぶクッキーに手を伸のばした。

　今日のクッキーは素そ朴ぼくなバタークッキーだが、ルーティエの手作りだ。男性陣じんによる熾し烈れつな取り合いになるのは必至だった。

「それにしてもレンヴィルド様、最近押し付けられる仕事量が尋じん常じようではございませんわよ？」

　以前から手伝うことはあったが、こんなに頻ひん繁ぱんでも大量でもなかったはずだ。

　レンヴィルドも疲つかれたように首を振ふった。

「私もそれには同感だよ。これでは執行部の役員とほぼ変わらないのではないかとね」

「苦情をお伝えするべきでは？」

「選挙やら卒業式やら、忙いそがしすぎて手が回らないと泣き付かれてしまえば、無下にできるはずないだろう？」

「わたくしならばできますけれど」

「まぁ、あなたはね……」

　執行部の役員を決める選挙は、現執行部員二名からの推すい薦せんを受けた数名が、票を争う仕組みとなっている。

　新年度に変わって一ヶ月ほどで告示されるので、最近の学園内は少しずつ近付く一大行事の話題で持ちきりだった。

　全く無関係であるローザリアは、冬の最中だというのに気が早いと呆あきれるしかない。

　枯かれきったため息をつく二人の許もとに、ルーティエがやって来た。

「ローザリアさん、レンヴィルド様。今話してたんだけど、最近街にオープンしたばかりの複合型施し設せつ、ドルーヴにみんなで行ってみない？」

「ドルーヴ？」

　首を傾かしげるローザリアと異なり、カディオは明るい顔で頷いた。

「あぁ、ドルーヴなら俺も聞いたことがあります。確か、以前遊びに行ったショコラ店も支店を出しているそうですよ」

「そうなのですか」

　何でも、色々な店てん舗ぽが一カ所に集まった大規模な複合型商業施設らしい。

　食事店や甘味店、衣料品店など出店店舗の種類は多た岐きにわたり、目新しいもの好きの間で話題になっているという。

　確かに、様々な店を一カ所にまとめるというのは今までになかった発想だ。そこに行くだけで欲しいもの全てが手に入るということか。

「カディオ様はもう行かれたのですか？」

「ものすごく混こんでるので、残念ながら一度も。最新の甘味や外国の果物なんかも売られてるらしいから、興味はありますけどね」

　ローザリアと同じくかなり甘党なので気になるのだろう。

　──他ほかの方々はそれほど甘いものが得意ではありませんし、あわよくば二人きりで……なんてことも不可能ではないかしら。

　今まで大人数で出かけたことはあったが、デートの経験はない。

　ローザリアは、ようやくカディオへの想おもいを自覚したばかりだ。

　そして自覚したからには何とか策を弄ろうして攻せめ落としたいと、恋こいする乙女おとめとしてはかなり不ふ穏おんな考えを持つようになっていた。

「それでね、ローザリアさん」

　物思いに沈しずんでいたローザリアは、ルーティエの声にハッと我に返った。デートの前に、まずは全員で遊びに行く予定を話していたのだった。

　彼女はしばらくモジモジしていたが、やがて何かを決意したかのようにしっかり目を合わせてから口を開いた。

「あのね、その……もし可愛かわいい小物とかあったら、お揃いでどうかなって……。もちろん、ローザリアさんのお眼鏡めがねに適かなうものを庶しよ民みんの私が買えるか分からないんだけど！」

　直球を投げ込まれ、ローザリアは面めん食くらった。

　ルーティエのこういった素す直なおなところは、見習わなければと思うほどの美点だ。

　とはいえ親しくなったばかりだからか、毎日どぎまぎさせられっぱなしなのだが。

　ニヤニヤするレンヴィルドをあえて無視しながら、ローザリアはことさら顎あごを反らした。

「わたくし、高価であるほど素す晴ばらしいなどと考える、底の浅い人間ではありませんわ」

「？　つまり……？」

「……わたくしも、嬉しいです」

　なぜここまで言わねば分からないのかと八つ当たり気味に考えるも、輝かがやくような笑え顔がおを見れば文句が出てこない。

　ローザリアは僅わずかに頰ほおを染めながら、誤ご魔ま化かすようにチョコレートを取った。

「やはり疲れている時は、チョコレートよね」

　彼女の甘すぎる真っ直すぐさは、心臓に悪い。

　校舎裏への呼び出し以上にローザリアの感情を揺らすのだ。

　ルーティエが、心配そうに顔を曇くもらせた。

「ローザリアさん、疲れてるの？」

「えぇ、一仕事して参りましたので」

「仕事？」

「そうね。──『極ごく悪あく令れい嬢じよう』の嗜たしなみ、といったところかしら？」

　ローザリアは彼女を安心させるよう微笑ほほえみ、オレンジピールのチョコレートを口に含ふくむ。

　ビターチョコレートの控えめな甘みが口内に広がると、あとからオレンジの果皮のほろ苦さと鼻に抜ぬける爽さわやかな香かおりが追いかけてくる。

　その甘かん美びさを知ってしまえば、もう一度手を伸ばさずにいられないのだから。

　甘いものとは何とも罪深い。
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　冬が深まると、レスティリア王国の王都は純白に包まれる。

　結けつ露ろに覆おおわれる窓の向こうでは今も静かに雪が降り続いていた。

　枯れ木の物もの寂さびしさや重苦しく立ち込める暗い雲、外がい壁へきのレンガさえ色を鈍にぶらせているのに、冷たい雪だけが白い。

　まるで穢けがれを知らないような、孤こ高こうの華はな。

　寮りようの自室で登校準備をしていたローザリアは、曇り硝子ガラスの向こうにしばし見み惚とれていた。

「ローズ様？」

　長いシルバーブロンドを梳くしけずっていた専属侍じ女じよのミリアが、不思議そうに愛あい称しようを呼ぶ。

　ローザリアは夢から覚めるように目を瞬またたかせた。髪かみと同色の長い睫まつ毛げが、蝶ちようの羽ばたきのように儚はかなく揺ゆれる。

「ごめんなさい、途と中ちゆうだったわね。続けて」

「もしや、お疲れなのではございませんか？　今日はお休みにいたしましょうか」

　心配げに顔を曇らせるミリアに、ローザリアは笑顔を返した。

「平気よ、少しぼんやりしていただけ。いつまで経たっても心配性しようね、あなたは」

「ローズ様が無む茶ちやばかりするからですよ」

「嫌だわ、わたくし勝算のない賭かけに手を出した覚えはないわよ？」

「そもそも普ふ通つうの令嬢は賭けなどいたしませんし、賭けねばならないほど追い込まれることもありません」

　軽口を見事な正論で打ち返されては、黙だまる他なかった。最近、専属侍女の舌ぜつ鋒ぽうの鋭するどさが留とどまるところを知らない。

　行動を共にすることが多い従者の影えい響きように違ちがいないと、ローザリアは外がい套とうの準備をしていたグレディオールを見み遣やる。

　黒髪に神秘的な金緑の瞳ひとみを持つ青年は、主あるじを冷たく一いち瞥べつした。

「何を考えておられるのか私には分かりかねますが、『使用人は主に似る』という格言を聞いた覚えがあります」

「あなたのその尊大さは生まれつきでしょう？」

「滅めつ相そうもございません、我が主」

　こういう時ばかり慇いん懃ぎんな態度になる従者に、主への敬意など欠片かけらも見当たらない。

　いつものことなので怒いかりすら湧わかず、ローザリアはミリアへと再び話を促うながした。

「それで？　確か、街の流行の話だったかしら？」

「はい。王都民の間で話題になっている複合型施設の中に、北方のローザンランド王国出身の料理人が出店しております。この国では珍めずらしい、色々な種類のチョコレートやケーキが食べられるそうですよ」

「複合型施設……あぁ、確かドルーヴというところよね。それなら、ルーティエさんから少し聞いているわ」

　先日の賑にぎやかなお茶会を思い出しながら、ローザリアはふと笑みを漏もらした。

「ミリアよりも彼女の方が情報が早いなんて、何だかおかしいわね」

　さすがルーティエというか、やはり街で暮らしていただけのことはある。

　クスクス笑い声をこぼしていると、髪を整え終えたミリアが微笑ましげに目を細めた。

「よかったですね、ローズ様。ルーティエさんとお友達になれて」

　長年の付き合いであるミリアにとって感かん慨がい深いものがあるのだろうが、『初めてのお友達』を褒ほめられると何ともこそばゆい気持ちになる。

　ローザリアは微び妙みような気持ちになって黙り込んだ。

「そういえば、昨夜遅おそくシャンタン国の船が我が国の港に到とう着ちやくしたという話は、もうお聞きになりましたか？」

「シャンタン国？　そんな話、レンヴィルド様から聞いていないけれど」

　シャンタン国とは貿易も行われていないし、何より深夜の入港というのが意味深だ。レンヴィルドはこのことを知っているのだろうか。

「それと先日、カラヴァリエ伯はく爵しやくが領地にて鉱山を発見したと公表いたしました。発見されたのは三ヶ月ほど前のことだそうです」

「カラヴァリエ伯爵……確か男系継けい承しようの家いえ柄がらだけれど、現在は例外的に女性が爵位を継ついでいるのだったかしら。それにしても三ヶ月とは、公表するまでずいぶん間があったのね。採さい掘くつされた鉱物の分ぶん析せきに時間がかかったのかしら？」

「さぁ、そこまでは。ただ確かに、何が採れるかは公表していないので少し不自然ですよね。気になるようでしたら調べましょうか？」

「──いいえ。今はまだ、いいわ」

　こうして身み嗜だしなみを整えながら、ミリアがあらゆる伝つ手てを駆く使しして集めた情報を聞くのが、ローザリアの毎朝の日課だった。

　元々は、鳥とり籠かごの生活を余よ儀ぎなくされていた頃ころに始めたことだ。

　屋や敷しきで大人しくしていてさえ敵が多かったローザリアにとって、どんな些さ細さいな噂うわさ話ばなしも重要な武器となる。ミリアは逸いつ材ざいで、何度か情報収集を頼たのんでいる内にその才能を開花させた。

　街から上ってくるまことしやかな噂話や、貴族の間で囁ささやかれている秘ひめ事など内容は多た岐きにわたり、彼女の情じよう報ほう網もうには本当に恐おそれ入る。

　制服もシワなく整え、登校準備は万ばん端たんだ。

　今日も完かん璧ぺきな仕上がりに満足の笑えみを浮うかべると、ミリアは最後にと付け加えた。

「では、もう一つだけ。最近、街に不ふ審しん人物がたびたび現れるという噂を聞きました」

　それは、ルーティエからも聞いたことのない噂。

　広くて活気のある王都。治安はいいが、小こ競ぜり合い程度ならばそれなりに起こる。

　それをミリアがわざわざ報告するということは、ローザリアに関係があるということだ。

「街に？」

「はい。しかも街と言っても王都ではないのです」

　ローザリアに関かかわりがあり、かつ、王都ではない場所。それはつまり──。

「貧民街、ということ？」

「その通りです。しかも噂の出所は、何とあのゴロツキ達なのですよ」

「まぁ……」

　以前に誘ゆう拐かい未み遂すい事件で知り合ったゴロツキ達は、ローザリアの采さい配はいによって比ひ較かく的てき軽い処しよ罰ばつで済んだものの、これまで通り暮らしているわけではない。

　労ろう役えき刑けいが科せられた者達は、刑期を終えるまで労役所で寝ね起おきをする決まりとなっている。

　とはいえ家族との面会は許されているので、ミリアはそこからゴロツキ達が得た情報を又また聞ぎきしたのだろう。彼女は寮生活で頻ひん繁ぱんに顔を出せないローザリアに代わり、労役所へ足を運ぶことがある。

　けれど不審者が貧民街に出しゆつ没ぼつする、というのは奇き妙みような話だった。

　正確には、その噂を貧民街の住人から聞くのは。

　彼らは着古した服を着ているし、ろくにひげも剃そらない。汚よごれていても平気で歩き回っているため、王都民には恐ろしい不審者と映ることもあるだろう。

　だがそれは、王都民から見ればの話。

　同じ貧民街に住まう者同士、よほどでなければ不審者と騒さわぎ立てるはずもない。

　──だとすれば、実際に不審者が出没しているということだわ。けれど目的は何？　貧民街で窃せつ盗とう被ひ害がいがあったなどという話は滅めつ多たに聞かないけれど。

　貧民街に暮らすのは、毎日食べるのがやっとの苦しい生活をしている者ばかり。

　潜せん在ざい的な犯罪者や柄がらの悪い者は多いかもしれないが、貧しさゆえ支え合わねば生きていけない。そのため互たがいの財産を潰つぶし合うような愚ぐ行こうは犯おかさないのだ。

　そもそも仮に実行したとして、王都民を襲おそった方が旨うまみもあるというもの。そう考える犯罪者が多いからこそ、治安がいいはずの王都でスリや強ごう盗とうが根絶しないのだろうし。

　王都民と貧民街の住民の間に深い溝みぞがあるのもそのためだ。

　何とかしようにも、差別については一いつ朝ちよう一いつ夕せきで解決する問題ではないから、今は一いつ旦たん置いておくことにして。

「それは何とも、奇妙な噂ね……」

　ローザリアは独りごちるように呟つぶやいた。
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　ミリア達に見送られながら寮を出ると、まだ少し時間が早いようで人ひと影かげが全くなかった。

　ローザリアは、不審者に関する噂を思い返しながら石いし畳だたみの上をゆっくりと進む。

　しばらく歩いていると石の感かん触しよくが靴くつ底ぞこから伝わってきて、忍しのび込む冷気にふるりと震ふるえた。まるで素す足あしで石畳を踏ふんでいるようだ。

　ふと、顔を上げる。

　冬の朝の空気とは、何と鮮せん烈れつで厳おごそかなのか。

　胸を揺ゆさぶるような静せい寂じやくに、立ち止まって大きく深呼吸をする。

　すると、突とつ然ぜん背後から声がかかった。

「……何をしているんだい？」

　ローザリアが振ふり向くと、そこにはよく見知った組み合わせが立っていた。

「おはようございます。レンヴィルド様、カディオ様。今日はずいぶんお早いですね」

　金きん髪ぱつと、王家にのみ顕あらわれる鮮あざやかな緑の瞳。

　穏おだやかな美び貌ぼうの王おう弟ていレンヴィルドは、初めて会った頃よりどことなく大人びた顔に、困こん惑わくを浮かべている。

「おはよう、ローザリア嬢じよう。それより、後ろから見ているとまるで不審人物のようだったけれど、早朝からどうしたんだい？」

　会って早々に皮肉をぶつけられるのも、もはや慣れたものだ。

　普ふ段だんならばこの峻しゆん厳げんな冬にも負けない冷れい笑しようを浮かべてみせるところだが、ローザリアはあえて弱々しい表情を作った。

「冬の石畳とは、靴を履はいていてさえこれほど冷たいのかと、驚おどろいておりました。……初めてだったものですから」

「ローザリア嬢……」

　儚はかない風ふ情ぜいに、途と端たんレンヴィルドは戸と惑まどい始める。

　根が優やさしいので良心をつつかれると弱いのだ。

「レンヴィルド様。あまり人が好よすぎるのも、隙すきととられますわよ？」

　ローザリアが白い息をくゆらせながらあからさまに嘆たん息そくすると、彼は目を見開いた。

「……演技だったのかい？」

「お心こころ遣づかい痛み入りますわ、殿でん下か。セルトフェル邸ていの敷しき地ち内に石畳など存在しないと、本気で憐あわれんでくださったようで」

　痛つう烈れつな嫌いやみに邪じや気きだらけの笑みを添そえる。

　するとレンヴィルドは、疲つかれたように肩かたを落とした。

　心底呆あきれていると見せかけて本気で安あん堵どもしているから、こうして彼は悪い人間に翻ほん弄ろうされてしまうのだろう。

「あなたの冗じよう談だんは悪質だね……」

「先に嫌みをおっしゃったのはどちらかしら？」

　気が置けないやり取りを遮さえぎったのは、情けないカディオの声だった。

「お二人共、寒いですしこんな場所で言い合いはやめましょうよ……」

　燃えるような赤毛に金色の瞳ひとみという暖かな色しき彩さいの騎き士しは、冷気にぶるりと体を震わせる。どうやら寒さが苦手らしい。

　彼はローザリアと目が合うと、ふと頰ほおを緩ゆるめて続けた。

「でも、ローザリア様を『極ごく悪あく令嬢』と呼んでる人達って、絶対損してますよね。偏へん見けんを捨ててみれば、あなたがこんなふうに冗談を言うほど明るくて面おも白しろい方だって分かるのに」

「あ、明るくて、面白い……」

　自分への評価として、今まで一度も耳にしたことのない単語。

　これを素すで言うのだから質たちが悪い。柔やわらかな笑顔と相まって狼狽うろたえずにいられなかった。

　──この人はまた不意打ちで……。

　悪評に事欠かないローザリアを、当たり前のように普通の女の子として扱あつかってくれる。噂に耳を貸さずありのままを受け入れてくれるから、彼の前では『極悪令嬢』として振る舞まえなくなってしまうのだ。

　動どう揺ようするローザリアを見てレンヴィルドが忍び笑うけれど、余よ裕ゆうがなさすぎて皮肉を返すこともできそうになかった。

「そうだね、カディオ。確かに彼女は明るく面白い、素す晴ばらしい女性だよね」

「えっと、あれ？　俺、変なこと言いましたか？」

「いいや。さぁ、そろそろ行こうか」

　レンヴィルドが、きょとんとするカディオを促うながし歩き出す。

　ローザリアは羞しゆう恥ち心しんを静めるように、深々と息を吐はき出した。

　腹立たしいし心が乱れもするけれど、三人でいると不思議と寒さが気にならない。

　ふわりと温ぬくもりを得たような心ここ地ちで、ローザリアは彼らのあとを追うのだった。
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　その日の放課後。ローザリアは談話室を訪おとずれていた。

　お茶会などの予定が入っていなくても、最近はこうして自然と足が向く。

　直行直帰が基本だった以前に比べると、それは格段の変化だった。

　談話室にはまず大きな広間があり、その奥の通路を進むと大小様々な個室に繫つながっている。

　広間は誰だれでも出入り自由。個室は許可さえ得れば、お茶会をしたりじっくり読書に耽ふけったりと様々な利用ができる。

　ローザリアが入り口に立つと、広間で思い思いに過ごしていた生徒がざわついた。

　動向を見張られるのはいつものことなので、特に気にしない。いつまで経たっても化け物扱いをされているだけだ。

　──あら？　ここは女性として、もっと気にした方がいいのかしら……。

　この可愛かわいいげのなさが恐おそれられている原因ならば、少しは弱さや親しみやすさを演じてみてもいいかもしれない。

　どこまでも可愛いげから程ほど遠とおいことを考えていると、目の前に立ちはだかる者がいた。

「ここに一体何の用だ？　今日は特に予定はなかったはずだが？」

　偉えらそうにしているのは、鳶とび色いろの髪かみに同色の瞳の少年、ジラルド・アルバだった。

　居い丈たけ高だかに腕うでを組んでいるものの、まだ全体的に細身なため威い圧あつ感かんが足りていない。

「あらごきげんよう、ジラルド様。あなたこそなぜこちらに？」

　あくまで笑え顔がおで問い返すと、一つ年下の少年は目に見えて狼狽えた。

「ぼ、僕はここにある、卒業生が残していかれた貴重な日誌や書しよ籍せきに目を通そうと思ったまでだ！　決してお前のように寂さびしいからではないぞ！」

「あら、わたくし寂しいだなんて一言も申しておりませんけれど？」

「うぬぅ……！」

　どうやら彼も寂しさと暇ひまを持て余して談話室にやって来た口らしい。

　相変わらず分かりやすく赤面するジラルドに、ローザリアは嘲あざけりでない笑みを浮うかべた。

　周囲は化け物扱いだというのに、よく真正面から立ち向かう気になる。

　吠ほえられ何かと嚙かみ付かれながらも彼に好感を抱いだくのは、その真っ直すぐな性しよう根ねが眩まぶしく感じられるからかもしれない。

　とはいえ、この論争はローザリア側とて間ま違ちがいなく図星なのだから、これ以上は泥どろ沼ぬま化かする恐れがある。

　ぼっち属性が強く、誇ほこり高さゆえ周囲におもねることもできない。人付き合いがうまくない自覚があるからこそ、いかにもそれらしくて笑えなかった。

　ローザリアはすぐに話題を変える。

「ところでジラルド様。ご予定がおありでないのなら、ご一いつ緒しよいたしませんか？　さすがに二人きりにはなれないので、こちらの広間で紅茶をいただくことになりますけれど」

「だから僕は貴重な資料に目を通す必要が……まぁ、付き合ってやってもいいが」

「ありがとうございます」

　ローザリアに向けられる好こう奇きの眼まな差ざしにジラルドまで巻き込み、煩わずらわしい思いをさせるわけにはいかない。二人はなるべくひと気の少ない場所を探し、さらに奥へと進んだ。

　日当たりの悪い北側は、暖だん炉ろからも遠いため閑かん散さんとしている。さすがに視線を遮ることはできないけれど声が届く心配はないだろう。

　そうして腰こしを落ち着けかけたところで、またも思いがけない人物に行き合った。

「レンヴィルド様？」

　分厚い書類の束に埋うもれているのは、間違いなくレンヴィルドだった。

　カディオは休きゆう憩けい中なのか、警護をしているのは寡か黙もくなイーライだけだ。

「レンヴィルド様、どうしてこちらに？」

「奥の個室を借りようとしたのだけれど、今日は生あい憎にく満室だったのでね。寮りように戻もどるのも億おつ劫くうだから、ひと気の少ないこの一角ならばと」

「まぁ、そうでしたの。わたくしとしたことが危あやうく、ジラルド様と同じく寂しかったからではと誤解してしまうところでしたわ」

「おいっ！　殿下に失礼だし、何より僕を巻き込んでの嫌みはやめろ！」

　保身にわめく子犬とは異なり、レンヴィルドは素す直なおに頷うなずいた。

「寂しくないと言えば噓うそになるかな。書類仕事をしている時といえば、いつもあなた達が周りにいたからね。一人黙もく々もくとこなすのも、何だか物足りなくなってしまった」

「…………」

　あっさり認められてしまうと、先ほどまで醜みにくい意地の張り合いを繰くり広げていた両者としては一歩先んじられたようで気に食わない。

　まるで人間性の違いを見せ付けられているようではないか。

「素す敵てきですこと。レンヴィルド様におかれましては、ずいぶん余裕がおありになるようで」

「さすが殿下でいらっしゃる」

「……本心を言ったまでなのに、なぜ私は皮肉をぶつけられているのかな？」

　おそれ多いとどこか遠えん慮りよぎみだったジラルドにまで攻こう撃げきされ、レンヴィルドの優ゆう雅がな笑みが引きつっている。

　そこに、明るく弾はずんだ声が響ひびいた。

「あ、ローザリアさん！　それにレンヴィルド様、ジラルド君も！」

　駆かけ出しそうになるのをアレイシスに止められているのは、ルーティエだった。

「まぁ、続々と集まっておりますわね」

　ローザリアは思わず苦く笑しようをこぼした。

　どうやら考えることはみんな同じらしい。

　こうなってくると、フォルセだけがいないことに違い和わ感かんがある。

　選挙を前に執しつ行こう部ぶは忙いそがしいのだと、書記を務める本人から聞いてはいるけれど。

「確かアレイシスは、来期の会計候補だったかしら？」

「あ？　何だよいきなり。まぁそうだけど」

　ようやく追い付いてきた義弟おとうとに問いかけると、首しゆ肯こうが返ってきた。

「そんで慣例で言えば王族が会長になるもんなんだけど、殿でん下かは現職を差し置いて先頭に立つことをよしとしていない。このままいけば現書記のフォルセ義兄あに上うえ……じゃなかった、フォルセ先せん輩ぱいが副会長。現会計のデュラリオン先輩が会長になるところ、なんだけど」

　続けながら、アレイシスの視線がチラリとレンヴィルドの方へと向けられた。

「そのデュラリオン先輩自身が、どうにか殿下を会長に押し上げたいみたいで」

「それでああして、日々書類にまみれているのね」

　機密事じ項こうもあるため人目に触ふれる場所で王宮から届く書類は広げないだろうと思っていたが、案の定執行部に押し付けられた雑務らしい。

　──最近、本当に多いわね……。

　思考に沈しずもうとするローザリアを引き止めるように、ルーティエがストロベリーブロンドを揺ゆらしながら目の前に現れた。

「ここなら誰にも聞かれないし、普ふ通つうに話してもいいよね。ねぇローザリアさん、前に話したドルーヴってとこ、早さつ速そく今週のお休みに行こうよ！」

　先日の約束を、とても楽しみにしているらしい。

　期待に輝かがやく翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみを見ていればローザリアまで嬉うれしくなるけれど、早急に調べなければならないことがある。

「お誘さそいありがとうございます。けれど、週末にはどうしても外せない用事があるの。また、次のお休みに行きましょう？」

　断りの文句を口にすると、どこから聞いていたのかレンヴィルドが問いかけてきた。

「外せない用事って、家の関係かい？」

「いいえ。労ろう役えき所に行くつもりなのです」

「労役所に、わざわざ？　最近はあまり頻ひん繁ぱんに行っていなかったように思うけれど」

　そう。ローザリアが直接労役所に赴おもむくのは実に久々だった。

　ゴロツキ達への労役は、シャンタン国の建築様式を学び、土つち壁かべを作る確かな技術をものにすること。その指導はローザリアに任されていた。

　けれど実際に指導したのは、ほんの数回程度。

　ローザリアは技術やノウハウを知らないため、既すでに教えられることがなくなっていたのだ。

「久しぶりに彼らの様子を見ておきたいのと、直接会って訊ききたいことがございまして」

「訊きたいこと？」

「えぇ、その……」

　深夜に入港した船の話といい、友人とはいえ気軽に共有できない情報は多い。

　けれどローザリアは逡しゆん巡じゆんののち、ミリアから報告のあった不ふ審しん者の存在を話すことにした。

　レンヴィルドがその事実を把は握あくしているのか、反応を確かめるためでもある。

　彼は話を聞いていく内に、どんどん深刻な顔付きに変化していった。

「それは、私も同行して構わないかな？」

「構いませんけれど……」

「えっ、それなら私も行きたい！」

　横から割り込んできたのはルーティエだった。

　アレイシスとジラルドが慌あわてた様子で咎とがめる。

「駄だ目めだ！　軽犯罪者とはいえ荒あらくれ者の集まりなんだぞ。そんなところに行かせられない」

「そうです！　ルーティエ先輩のようなか弱い女性の行くところではありません！」

「……」

　か弱い女性でないなら自分は何なのか、というローザリアの不満に気付かず必死に反対する二人を、ルーティエが恨うらめしげに睨にらんだ。

「だって、それでも行きたいもん……駄目？」

「うっ……」

　彼女が睨んでみたところで全く迫はく力りよくはなく、むしろ潤うるんだ瞳での上うわ目め遣づかいは彼らから毅き然ぜんとした態度を取り払はらった。

「その、危険だけど、まぁ、俺達がいれば……」

「ルーティエ先輩がどうしてもと言うのなら……」

「──許可はできません」

　狼狽うろたえるばかりの駄目男達に代わり、厳しい声を発したのはローザリアだ。

「あなたやわたくしを襲おそった者もいるのよ。あんなに震ふるえていたことを、もう忘れてしまったの？　わざわざ恐おそろしい思いをする必要はないわ」

「でも、怖こわい思いをしたのはローザリアさんも一緒でしょ？」

　彼女がなおも食い下がろうとしたので、ローザリアはアイスブルーの瞳に力を込めた。

「あなたがもし、過去の恐きよう怖ふを乗り越こえるためにどうしても彼らと向き合いたいと言うのならお止めしません。けれどただの好こう奇き心しんから軽けい率そつな発言をしているのだとしたら、あなたが僅わずかにも成長していないことに、わたくしは失望いたします」

　鋭するどい刃やいばで切り付けるような言葉に、全員が黙だまり込んだ。

　ルーティエはサッと青ざめ、強こわばった唇くちびるを懸けん命めいに動かしながら謝罪する。

「すみませんでした……」

「お、おい。何もそこまで責めることはないだろう？」

　小刻みに震える彼女をジラルドが庇かばった。

　彼も常にないローザリアの苛か烈れつさに、どこか困こん惑わくした表情だ。

　ローザリアは揺らぐことなく、アレイシスとジラルドに視線を移した。

「ジラルド様にアレイシス、あなた方にも問題はあるわ。学園に馴な染じむ努力をする彼女を、助けていくと決めたのではなくて？　甘やかすだけが優やさしさではないのよ」

　痛いところを衝つかれたようで、彼らは揃そろって気まずげに目を伏ふせた。

　ギクシャクとした空気が流れる中、沈ちん黙もくを破ったのはレンヴィルドだった。

「……ローザリア嬢じようの言葉は正しすぎて、時に冷たく感じるものだね」

　穏おだやかな彼の声は、凍こおった空気を溶とかしていくようだった。ルーティエもアレイシスも、無意識に強ばっていた肩かたから力を抜ぬく。

　ローザリアはあくまで毅然と答えた。

「わたくしは事実を述べたまでですが」

「それは表面的な理由だろう？　本当はあなたも、ルーティエ嬢を心配しているだけなのに」

　いたずらっぽく笑いかけられ、ばつが悪くなる。

　何も全員がいる前で明かさなくてもいいのに、本当にいい性格をしている。

「……え？　本当に？」

　ルーティエが、限界まで涙なみだの溜たまった瞳でローザリアを見つめる。

　認めるのは気き恥はずかしかったけれど、不安に曇くもる顔にこれ以上耐たえきれなくて、つい優しい言葉を探してしまう。

　結局、駄目な彼らと変わらないのだ。

「……あなたが傷付くところは、見たくないの」

　途と端たん、彼女の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

「よかった……私、嫌きらわれちゃったと思って」

「この程度のことで嫌いになっていたら、とっくに愛あい想そうを尽つかしておりますわ」

「ひどい！」

　嫌いやみを言うと、こぼれかけていたルーティエの涙はすぐに引っ込んだ。

　天てん真しん爛らん漫まんな彼女にはやはり笑え顔がおが似合う。

　礼を込めてレンヴィルドを見つめると、彼は何てことなさそうに肩をすくめる。

　こういうところは本当に敵かなわない。

　ローザリアはほんの少しの悔くやしさと、どこかくすぐったいような温かい気持ちを嚙かみ締しめながら頰ほおを緩ゆるめた。
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　結局、レンヴィルドのみが同行することとなった労役所行き、その当日。

　朝からひどく冷え込んでいたので、ローザリアの防寒は完かん璧ぺきだった。

　厚地織りのドレスの下には毛織りのタイツ、天鵞絨ビロードの帽ぼう子しと合わせた黒のケープもなめらかなファーで温かい。

　労役所は王都の郊こう外がいにある。

　ローザリアは、ミリアとグレディオールと共に馬車に揺られていた。

　レンヴィルドとは別行動、労役所の前で落ち合う予定になっている。週末は大たい抵てい彼が王宮に帰省しているためだ。

　馬車がゆっくりと停止し、ステップを下りる。

　労役所は王都の北に広がる森に隣りん接せつしており、昼だというのに薄うす暗ぐらい。

　堅けん固ごな建物は高い壁かべにぐるりと囲われ、その上には逃とう亡ぼう防止の有ゆう刺し鉄てつ線せんがおどろおどろしく張り巡めぐらされていた。

　近くにカラスの巣でもあるのか、黒い鳥が群れをなしている。訪おとずれるのは初めてではないのに、どうにも陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きが拭ぬぐえなかった。

「わたくしは十五年間、ずいぶん環かん境きようのいい牢ろう獄ごくで過ごせていたのね」

「そういう皮肉は本気で笑えませんから」

　感かん慨がい深く呟つぶやくも、ミリアに窘たしなめられてしまった。

「ローズ様、レンヴィルド殿でん下かが既にご到とう着ちやくになっているようです」

　彼女に従い、見張りが立つ門前へと向かう。

　そこには待ち合わせ相手であるレンヴィルドと、護衛のカディオが立っている。

　そして、彼らの後ろに隠かくれるようにして立つ少年に気付き、ローザリアは絶句した。

　レンヴィルドの胸むな元もとに届かないほどの身長に、子ども特有の華きや奢しやな体つき。利発そうな顔立ちはどこか彼と似通っている。

　黄みの強い金きん髪ぱつは長く、後ろできっちりと結ばれていた。そして何より特筆すべきは──王家特有の澄すんだ緑眼。

「初めまして。ヘイシュベル・フロイス・レスティリアと申します。叔お父じ上うえが労ろう役えき所に行かれるということで、我が儘ままをおして同行させていただきました。よく見て、よく聞いて、たくさんのことを学びたいと思っております。ご迷めい惑わくにならないよう努めますので、本日はどうぞよろしくお願いいたします」

　十二歳という年のわりに、しっかりとした挨あい拶さつ。

　ヘイシュベル・フロイス・レスティリア。レンヴィルドの甥おいにあたる第一王子、順当にいけば──次期国王陛下。

　とんでもない大物の登場に半ば呆ぼう然ぜんとしていたが、上位の者に話しかけられているのに何も返さないわけにはいかない。

　ローザリアは動どう揺ようを完璧に隠すと、流れるような所作でお辞じ儀ぎをした。

「お初にお目にかかります、ローザリア・セルトフェルと申します。ヘイシュベル殿下にお会いできて光栄ですわ」

　微笑ほほえみに、彼は丸みを帯びた頰を赤くさせた。

「こちらこそ、叔父上から話を聞いてずっとお会いしたいと思ってました！　城下街に関するローザリア様の政策、本当に素す晴ばらしかったです！　それにこれほどお美しい方だなんて！」

「まぁ……」

　キラキラと尊敬に輝かがやく眼まな差ざしを向けられ、ローザリアは少なからず困惑した。

　情報でのみ知っていた第一王子は、権けん謀ぼう術数渦うず巻まく王宮育ちとは思えないほど純じゆん粋すいで真っ直すぐな少年らしい。

「……まだローザリア嬢の表面しか見えていないのだから、ある意味幸せかもしれないね」

　二人のやり取りを見守っていたレンヴィルドがボソリと呟く。

「レンヴィルド様、どういう意味でしょうか？」

「くれぐれもヘイシュベルの憧あこがれを打ち砕くだかないでほしいと言ったまでだよ」

　いつもの皮肉の応おう酬しゆうだが、声に若じやつ干かん本音が混じって聞こえる。レンヴィルドは、甥を大切に思っているのだろう。

「突とつ然ぜん甥を連れてきてしまって、迷惑をかけるね。真ま面じ目めで勉強熱心なのはいいことなのだけれど、せっかくの休日を労役所で過ごそうなんて少々変わった子なんだ」

「あら、それはわたくしに対する皮肉も含ふくまれております？　お忙いそがしい殿下方のお手を煩わずらわせてしまい、大変申し訳ございませんわ」

「ハハハ。構わないよ、ある意味気分転てん換かんになる」

「ウフフ。今は執しつ行こう部ぶのお仕事まで任されて、とても大変ですものね」

　胡う散さん臭くさく笑い合うと、傍ぼう観かんしていたカディオがブルリと背筋を震ふるわせた。

　軽い挨拶も済んだので、建物内へと向かう。

　労役所は国の管かん轄かつにあるため、レンヴィルドとヘイシュベルがいるだけで面めん倒どうな手続きに煩わされず通してもらえた。

　仲のよい兄弟にしか見えない王族達を前方に、カディオと並んで歩く。

「彼ら、叔父と甥というより、兄弟みたいですよね。年ねん齢れいも近いし、造作もよく似てる」

　金色の瞳ひとみを細めながらカディオが呟く。

　近この衛え騎き士し団の精せい鋭えいであるはずなのに、無む邪じや気きな表情は大型犬を彷ほう彿ふつとさせる。

　こっそり笑みをこぼしながら、ローザリアも同意を示した。

「えぇ、本当に。王宮でも、お二人はさぞ仲なか睦むつまじいのでしょうね」

「そうですね。昨日も、夕食を一いつ緒しよに食べてました。ヘイシュベル殿下は、一いつ生しよう懸けん命めいその日に学んだことを話したりして」

　カディオの口くち振ぶりから王宮に随ずい行こうしていたことを察したローザリアは、彼は帰省をするのかふと気になった。

　王宮内に騎士寮りようが存在することは知っている。

　四六時中王族を警護する近衛騎士団に所属していれば寮住まいも当然だろう。とはいえ、何年も実家に顔を出さない者は稀まれに思える。

　一方彼は、転生者だ。

　社交界に浮うき名を流していた『カディオ・グラント』とは異なる人格が肉体に宿っている。

　別の世界で生きていたところ事故に遭あい、目覚めた時にはなぜか『カディオ・グラント』になっていたと本人から打ち明けられていた。

　天然で甘い言葉を垂れ流す質たちの悪さはあるけれど、ただれた噂うわさはパタリと途と絶だえ今や大型犬のような風ふ情ぜいとなっているため、信しん憑ぴよう性せいは高いと思っている。

　同じく転生者であるというルーティエは、これを『憑ひよう依い系転生』と称しようしていた。

　転生以前の『ルーティエ』の記き憶おくがないため、家族や友人との接し方に彼女も苦労したという。違い和わ感かんを抱いだいた友人は気味悪がって離はなれていったりもしたとか。

　──とはいえルーティエさんは、既すでに転生して数年。こちらにもすっかり馴な染じんでいるわ。

　比べて、転生してまだ日の浅いカディオはどうだろうか。

　彼はグラント男だん爵しやく家でどのように振ふる舞まっているのだろう。本当に別人格であるなら、家族との付き合い方など一いつ切さい記憶にないはずだ。

　──他人の家庭の事情に、踏ふみ込むのはよくないかもしれないけれど……。

「ローザリア様、どうかしましたか？」

　心配そうに顔を覗のぞき込まれ、ローザリアは目を瞬またたかせた。

　ミリアやグレディオールが相手ならばまだしも、他人といてここまで気を抜ぬくなんて今までの自分からは考えられないことだ。

「すみません。会話の途と中ちゆうで考えごとなんて、わたくし失礼なことを……」

　カディオは柔やわらかく首を振ると、どこまでも朗ほがらかに破顔した。

「いいえ。不思議なんですが、あなたとなら沈ちん黙もくも全く気にならないので」

「──」

　不意打ちに、思わず足が止まった。

　ルーティエといい彼といい、純粋な好意を惜おしみなく与あたえてくれる人種に、ローザリアはとことん弱いらしい。

　真顔を保つのに精いっぱいで、頰が赤くなっていないか心配になる。

　第一王子との突然の邂かい逅こうにも平静を貫つらぬくことができたのに、これでは全く様にならない。

　内心羞しゆう恥ちにのたうち回っていると、いつの間にか足音が止やんでいることに気付いた。

　レンヴィルドとヘイシュベルと目が合う。

　何とも言えない生なま温ぬるい目付きの友人と、曇くもりなき瞳に純粋な疑問を浮かべる少年。

「叔父上。ローザリア様とカディオ様は、そういうご関係なのでしょうか？」

「さぁ、私の口からは何とも」

　交かわされる恥はずかしすぎる会話を丸ごと聞かなかったことにして、ローザリアはそそくさと彼らを追い抜いた。

　聞き続けていたらきっと心がへし折れる。

　──わたくしは外の世界を知って、強くなったのかしら？　弱くなったのかしら？

　以前から、たびたび考えることがあった。

　セルトフェル邸ていで過ごす代わり映ばえのない日々は、単調だけれど平へい穏おんそのものだった。

　愛いとおしくも退たい屈くつな毎日。それは、ローザリアの心に鋼はがねの強さをもたらした。

　外の世界は、真新しいもので溢あふれている。

　楽しいことばかりでなく悪意にさらされる場合もままあるけれど、ローザリアの強い精神はそれすら楽しんでいる節があった。

　なのに、カディオといるとなぜこうも心が揺ゆれるのか。

　思えば彼に対しては、初めて会った時からそんなことばかりだった気がする。

　──これは、弱さなのかしら。

　カディオの屈くつ託たくのない笑え顔がおが、不意打ちの言葉が、頭の中をグルグルと駆かけ巡めぐっている。

「ローザリア様？　あまりお一人で先に行かれると危ないですよ？　せめてグレディオール殿どのをお連れになった方が──……」

　彼ののんきな忠告が追いかけてくる。

　ローザリアは鼓こ動どうの速さに気付かれまいと、振り切るようにして歩く速度を上げた。

　そのままゴロツキ達が収容されている牢ろうにたどり着けば、住人達は様々な反応を見せた。

　ほとんどはローザリアに……というよりその背後に控ひかえるグレディオールに、畏い怖ふの視線を向けている。

　当然だ。彼らは以前、従者の恐おそるべき力を見せ付けられている。

　よく見れば端たん整せいな顔立ちをしているけれど、なぜかぼやけた印象の青年。多くを語らず主人の側そばに控え続ける従者。

　その正体は、レスティリア王国の礎いしずえになっていると言われる、伝説のドラゴンなのだ。

　ゴロツキ達には『とても強い従者』とごり押しの説明を貫き通しているが、ドラゴンの力を目まの当たりにしたからには恐れおののくのが人間の本能というものだろう。

「ごきげんよう、皆みなさま」

　シルバーブロンドを背中へと流しながら、ローザリアが進み出る。

　すっかり恐きよう怖ふを植え付けられたゴロツキのリーダー格、ジャコブがその分後退した。

「久しぶりだというのに、その反応ですか」

「そういう態度を取らざるを得ないようにしたのは、どこのどいつだよ」

「誘ゆう拐かい未み遂すいという大それた事件を起こした、ご自分達の責任ではないかしら？」

「──そんな大罪人に、どうか断罪の鉄てつ槌ついを！」

　嫌いやみの応酬をにこやかに交わしていると、勢いよく割り込んでくる者がいた。

「あぁお嬢じようさん、会いたかった！　ずっとあなたが待ち遠しかった！」

　がたいのよさと風ふう貌ぼうの恐ろしさからは考えられないほどキラキラした眼まな差ざしを向けられ、ローザリアはつい後あと退ずさってしまう。

「あなたも相変わらずね、ザルグ……」

「お、お嬢さんが俺の名前を覚えててくれた！　これで美しいおみ足が檻おりなんかものともせずに踏み付けてくれたら、俺は今日死んでもいい！」

　熱苦しく迫せまってくる丸まる刈がりには、ローザリアですら圧を感じる。

　けれど何より恐ろしいのは、ピタリと背中に張り付いている従者の存在だった。

　他ほかのゴロツキ達もグレディオールから発せられるただならぬ殺気に気付いたようだ。鉄てつ格ごう子しを摑つかむザルグを必死に引き剝はがしにかかっている。

「やべぇ！　さっさとこいつ黙だまらせろ！」

「馬ば鹿かか！　このままじゃお前、本当に人生強制終しゆう了りようだぞ！」

「何でこいつこんなに空気読めねぇの!?」

「駄だ目めだ鉄の檻に守られてるはずなのに、なぜか危険な予感しかしねぇ！」

「てめぇら放せ！　俺はもう目覚めちまったんだよ！　誰だれにも止められねぇんだー！」

　なぜかザルグは初対面の頃ころから、やけにローザリアに心しん酔すいしていた。グレディオールの迫力などものともせず、ただ一心にこちらを見つめている。

　ローザリアは虚うつろな表情になった。

「あなたが何に目覚めたかなんて知りたくもないけれど、そろそろ本当に消されるわよ」

「どうせ消えるなら俺はお嬢さんに消されたい！」

　背後の怒ど気きがさらに膨ふくれ上がるのを感じながら、ローザリアは乾かわいた笑みを漏もらした。

「……殿でん下か方がた。お見苦しいものをお見せして、大変失礼いたしました」

「いいや。労ろう役えき所での食事や衛生面、人道的な扱あつかいが徹てつ底ていされていると分かったのだから、こちらとしても助かったよ」

　確かに今の彼らは、労役所に入る前と大差ない。

　土つち壁かべの技術修得以外にも労働を科せられているはずだが、むしろ栄養状態がよくなっているようにすら見えた。

　ジャコブはレンヴィルド相手でも態度を変えることなく、億おつ劫くうそうに欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「俺らは今までろくに働いてなかったし、適当に生きてたからな。ここでは規則正しい生活が徹底されるし、労働時間もきっちり守られてる。貧民街にいるよりずっと過ごしやすくて、ありがたいくらいだぜ。こうしてお嬢さんも何かと気にかけてくれるし」

「労役所の方が暮らしやすいだなんて、我々の立場としては身につまされる意見だけれどね」

　苦いため息をつくレンヴィルドを、ヘイシュベルが神しん妙みような表情で見上げた。

「彼らは貧民街の出身ゆえに、今まで苦労をしてきたのですね……」

「そうだね。犯罪者の中には、やむにやまれぬ事情がある者もいるということさ」

「なるほど、実際現場に行かねば分からないことがあるのですね！」

　微笑ほほえましいやり取りではあるものの、ゴロツキ達は白けた顔になった。

「おいあんたら、俺らを社会見学のだしにすんなよ。不ふ愉ゆ快かいだ」

　ジャコブが吐はき捨てると、ヘイシュベルは恥じ入るように俯うつむいた。

「す、すみません。配はい慮りよが足りませんでした」

　相手は明らかに高貴な身分であり、まして少女と見み紛まがうほど可か憐れんな容姿をした少年だ。

　即そく座ざに謝られ気が削そがれたのか罪悪感があったのか、ジャコブは後味悪そうに黙り込む。

　ローザリアはドレスの裾すそをさばくと、少年と目線を合わせるように腰こしを屈かがめた。

「恐れながら、殿下。あなたはいずれ国を統すべる尊き身なのですから、安易に頭を下げることは許されません。これがもし外交の場であったなら、他国の公使につけ入る隙すきを与えてしまうことになりかねません」

「すみません……」

「けれど、自らの非を認めることができるというのは、誇ほこるべき長所です」

　ヘイシュベルがおずおずと顔を上げる。

　レンヴィルドより僅わずかに青みを帯びた瞳ひとみは、まるで緑玉のように透すき通っていた。

「ご覧ください。彼らの目から明らかに敵意が失われておりますでしょう？　謙けん虚きよな心を忘れなければ、それはきっとあなただけの武器となる。いずれ、民たみの声に真しん摯しに耳を傾かたむけることのできる、よき君主となるでしょう」

　ローザリアが示した先で、ジャコブはばつが悪そうに鼻の頭を搔かいている。

　頼たよりなげに肩かたを縮めているヘイシュベルの心が少しでも解ほぐれるように、ローザリアはいたずらっぽく片目をつむった。

「これも、立派な人心掌しよう握あく術の一つですわ」

「おいおい！　子どもに何つー物ぶつ騒そうなこと教え込んでんだ、お嬢さん！」

　ジャコブが間かん髪はつを容いれずに怒ど鳴なるが、あくまで笑顔のままかわしきった。

　学習意い欲よくが旺おう盛せいな子どもに知ち恵えを授さずけて、何の文句があるのか。

　ヘイシュベルはなぜか、これまで以上の憧どう憬けいをローザリアに向けるようになっていた。

　頰ほおを紅潮させ、興奮ぎみにこぶしを握にぎっている。

「やはりローザリア様は、思い描えがいていた通りの素す晴ばらしい方でした！　強さと知性、貴族としての品格、全すべてが僕の理想です！」

「それは、何とも末すえ恐おそろしい理想だね……」

「レンヴィルド様、どういう意味でしょうか？」

　ローザリアの問いすら届かず、レンヴィルドは本心から苦く悩のうしているようだ。

「これまでのローザリア嬢の悪あく辣らつぶりを、今こそ説くべきなのか？　けれど夢を打ち砕くだくのも可哀かわい想そうだし、かといってさらに強い憧あこがれへと昇しよう華かされれば目も当てられない……」

「ですからそれは、どういう意味でしょうか？」

　甥おいの理想像に危機感を募つのらせているようだが、その失礼極きわまりない悩なやみはローザリアに聞かせて大だい丈じよう夫ぶなものだろうか。

　彼は思い詰つめた表情のままヘイシュベルの両肩に手を置いた。

「確かに彼女の政治手しゆ腕わんや豊富な知識には、目を見張るものがある。学ぶ点も多いだろう。とはいえヘイシュベル、どうかその優やさしさだけは、決して失わないでほしいんだ」

「レンヴィルド様、そろそろわたくしあなたを、侮ぶ辱じよく罪で訴うつたえようかと思いますの」

　さすがに無視され続けるのも業ごう腹はらだ。

　その時、仲間達の拘こう束そくを無理やり振ふりほどいたザルグがローザリアに迫った。

「お嬢さん、そのあり余る怒いかりをぜひ俺に！」

　興奮のあまり周りが見えていないのか、鉄格子の隙すき間まから彼の太い腕うでが飛び出す。

　まず咄とつ嗟さに思い至ったのは、己おのれの従者を制せい御ぎよすることだった。

　グレディオールの力は強すぎる。

　その上今の彼は気が立っていて、常よりも冷静さを欠いていた。相手を死なせないよう手加減できるか微び妙みようなところだ。

　グレディオールを視線で押し止とどめ、固く目をつむる。

　耐たえるより他何もできなかった。

「──っ！」

　けれど、なかなか衝しよう撃げきは襲おそってこない。ローザリアは恐おそる恐る顔を上げる。

「大丈夫ですか、ローザリア様？」

「は、はい……」

　問いを発したのは、カディオだった。

　ずっとレンヴィルドの側そばに控ひかえていたはずが、ザルグの太い腕を軽々と受け止めている。

　カディオはそのまま大男の腕を折り畳たたむと、格こう子しの向こうへ押し返した。ゴロツキ達も想定外の剛ごう腕わんに目を白黒させている。

　一いつ瞬しゆんでその場を鎮しずめてみせた彼は、手て柄がらを誇ることなくレンヴィルドの方へと戻もどっていく。

「あの、カディオ様。助けていただき、ありがとうございます」

　呆ぼう然ぜんとしていたローザリアだったが、何とかお礼を絞しぼり出す。

　カディオは歩みを止めることなく、柔やわらかく瞳を細める仕草だけで応こたえた。そしてすうっと気配を消し、再び任務に戻っていく。

　──す、凄すさまじく格好いいのですけれど。危あやうく叫さけぶところでしたわ……。

　鼓こ動どうを高鳴らせるローザリアだったが、ジャコブのため息で我に返った。

「あー。悪かったな、うちの馬鹿が迷めい惑わくかけて。そんで、あんたら結局何しに来たんだよ？　俺らもうすぐ清せい掃そう活動に行かなきゃなんねぇし手短に頼たのむわ」

「あぁ……そうでしたわね」

　カディオがさりげなく格好よすぎて、すっかり本来の目的を忘れかけていた。

　ローザリアは不ふ審しん者について、改めて詳しよう細さいな説明を求めた。

「あぁ、やっぱその件か。前にお嬢じようさんとこの侍じ女じよさんに話したもんな」

　ジャコブは得心しつつ話し出した。

「不審者は顔を隠かくしてる時もあるらしいが、体格からおそらく男だろうって話だ。至るところに出しゆつ没ぼつしてるらしいが、頻ひん繁ぱんに現れるのは貧民街だと。何が恐ろしいって、フラフラしてたかと思えば、なぜか壁かべに話しかけてるんだとよ。聞き取れないような声でブツブツとな」

「まぁ……。それは、やはり面会にくる者から聞いた話なのね？」

「あぁ。だから俺も詳くわしく知ってるわけじゃねぇ。けどよ、わざわざこんなところまで来て噓うそをつくってのも妙みようだろ？」

　傷付けられたり金品を奪うばわれたりといった被ひ害がいは一いつ切さい出ていないが、とにかく目的が分からないため不気味ということらしい。

　ジャコブが語る話には噓がないように思えた。

　同じく事情を聞いていたレンヴィルドも、表情を険しくしていた。
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　久しぶりにゴロツキ達との面会を済ませた翌日。

　ローザリアは、学園ではただの学生に戻る。

　一方レンヴィルドは、やはり書類仕事に忙ぼう殺さつされているようだった。

「あなたという方は、またそんなにもくだらない雑用を引き受けて……」

　放課後になっても片付かない書類の山に囲まれている王おう弟てい殿でん下かを、ローザリアは冷めた目で見下ろしていた。

　今日はいつもの面子めんつでお茶会の予定だった。

　ところが、レンヴィルドがいつまで経たっても姿を現さない。捜さがしに来てみれば予想を裏切らずこの有り様というわけだ。

「大方こんなことだろうと思っておりましたけれど。確か『押し付けられた仕事を予定までに終わらせるのができる男』と、おっしゃっていたかしら？」

「このまま押し切られるかたちで、来期の執しつ行こう部ぶ入りが決まりそうだよ」

「つまり自らの希望すら貫つらぬけずじまい、と」

　追い打ちをかけてしまったようで、レンヴィルドはガックリと机に倒たおれ込んだ。

　王宮から舞まい込む執しつ務むとの兼かね合いもあって執行部への勧かん誘ゆうをずっと辞退していたというのに、お人ひと好よしな彼は結局断りきれないらしい。

　度たび重かさなる増ぞう援えん要よう請せいを毅き然ぜんと拒きよ否ひできなかった時点で自じ業ごう自じ得とくだ。

「ヘイシュベル殿下には、決して見習わずに育ってほしいものですわ」

「こればかりは否定できないね……」

　力なく同意を示す主あるじを気き遣づかいながら、カディオが口を挟はさんだ。

「だけど、デュラリオン様はなぜ殿下に仕事を押し付けるんでしょうね？」

　デュラリオン・カラヴァリエ。

　選挙が近付いてきたこの頃ごろになり、よく聞くようになった名前だ。

　ローザリアはまだ挨あい拶さつを交かわしたことすらないけれど、次期会長に推おされるほど人望に厚い傑けつ物ぶつというのは有名な話。

　そのデュラリオン自身が、レンヴィルドを次の会長に据すえたいと考えているらしい。

「それはやはり、レンヴィルド様を会長に押し上げるための策略なのでは？」

　現に引き受けざるを得ないところまで追い込まれてしまっているのだから、彼の作戦勝ちといったところか。

　けれどカディオは納なつ得とくしかねると首をひねった。

「だとしても、あまりに任せすぎな気がします。俺は貴族に疎うといから的外れかもしれないですけど、伯はく爵しやく家の方なら殿下が政務に携たずさわっていることくらい知っていそうなものですが」

　転生前の彼は、平和な世界で一いつ般ぱん的な平民として生きていたらしい。貴族や身分制度について語る時はいつも自信なげだ。

　だが、言われてみれば一理あるような気もする。

「確かに、まだ正式に会長就任が決まったわけでもないのに、過重労働を強しいられているように思えますわね」

　おかげで最近はお茶会の誘さそいも辞退されることが多く、ローザリアとしては非常に不満だ。

「レンヴィルド様。次のお休み、ルーティエさん達と例の複合型施し設せつに行く約束、お忘れになってはおりませんよね？」

「もちろんだよ。私だってぜひ行ってみたいと思っているのだから、その日だけは必ず時間を空けておく。約束する」

　仕事にかまけ家族との時間を削けずる父親が、むくれる娘むすめのご機き嫌げんをとるような安やす請うけ合い。

　ぞんざいな扱あつかいに腹が立つけれど、彼自身も楽しみにしていると知れたローザリアは、書類仕事に戻っていくレンヴィルドを見下ろしながらこっそり笑えみをこぼした。
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　週末の空は、冬には珍めずらしく晴れ渡わたっていた。

　澄すみきった空の青と太陽を見ているだけで不思議と気分が高こう揚ようする。

　誰だれもが同じような気持ちなのか、今日はいつも以上に街が賑にぎわっている気がした。

　暗い色調の服で埋うめ尽つくされている中央通り沿いの噴ふん水すい広場も、道行く人々の明るい表情が彩いろどりを添そえているようだ。

　以前は軒のきを連ねている屋台を巡めぐり食事や買い物を楽しんだけれど、今回はここで待ち合わせをして複合型施設に向かう。

　遅おくれてくる者がいれば見て回るくらいは楽しめたかもしれないが、多た忙ぼうを極きわめるレンヴィルドも時間通りにやって来た。

　彼の護衛としてカディオとイーライがしっかり張り付いているが、あまり厳げん戒かいな警備態勢は敷しかれていない。

　それは、レンヴィルドが『薔ば薇ら姫ひめ』にまつわる真実を知ったから。

　ローザリアには『極ごく悪あく令嬢』の他ほかに、『薔薇姫』という異名がある。

　時折セルトフェル侯こう爵しやく家に生まれる女児にのみ与あたえられる、特別な呼こ称しよう。

　それは貴族間では広く知れ渡ったもので、侯爵家の祖先がドラゴンと何らかの契けい約やくをしたのが始まりといわれている。

　血液がまるで薔薇のような芳ほう香こうを放つことから、『薔薇姫』。

　そのあまりの芳かぐわしさに、王国の礎いしずえとされているドラゴンが目を覚ますという伝説があり、ローザリアは外出すら禁じられて十六歳まで育った。

　けれどこの伝聞、ほとんどが事実無根。

　何よりの証明がローザリアに仕えるグレディオールだった。

　ドラゴンである彼が、人の世に交じって暮らしている。その事実を目まの当たりにしたレンヴィルドは驚きよう愕がくしたものの、『薔薇姫』の外出を以前にも増して推すい奨しようするようになったのだ。

　彼が王族として、何より一人の友人としてローザリアの自由を認めてくれることは、純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

「ごきげんよう、レンヴィルド様。無事執務を終えられたようで喜ばしい限りですわ」

「ごきげんよう、ローザリア嬢。あなたに喜んでいただけるのなら、こちらも頑がん張ばった甲か斐いがあるというものだ」

　いつものように胡う散さん臭くさい笑みで挨拶を交わすのも、感謝の表れだ。

　そしてローザリアは、カディオと向き合った。

「ごきげんよう、カディオ様」

「こんにちは、ローザリア様。今日は雲一つない、いい天気ですね」

「えぇ。雪が降らなくて一安心です」

「……熟年夫ふう婦ふみたいな会話」

　ほのぼのした会話を引き裂さくように、レンヴィルドがボソッと呟つぶやく。

　ピキリと青筋を立てるローザリアと異なる反応を見せたのは、カディオだった。

「ふっ、夫婦だなんて殿下、そんな……」

　必死に首を振ふる彼の瞳ひとみは純情な乙女おとめのように潤うるんでいる。

　驚おどろくべきはレンヴィルドの皮肉の斜ななめ上をいく解かい釈しやくか、彼の純情ぶりか。どちらにせよ、ローザリアの心はたちまち浄じよう化かされた。

「嫌いやですわ、カディオ様。わたくしまで恥はずかしくなってしまいます」

「ああっ！　そうですよね、失礼しました！」

　レンヴィルドの白い目などものともせず笑い合っていると、ルーティエと取り巻き軍団がぞろぞろとやって来た。

「こんにちは、ローザリアさん！　レンヴィルド様とカディオさんも！」

　噴水広場を待ち合わせ場所としたのに、それより以前に落ち合っていたらしい。

　ルーティエは平民だ。

　馬車を持たない彼女を王都まで乗せてきたのだろうが、誰かと二人きりでは抜ぬけ駆がけの可能性があるため全員が同乗したといったところか。本当に分かりやすく張り合っているものだ。

「ごめんなさい。待たせちゃった？」

「いいえ。わたくし達も今到とう着ちやくしたところよ」

　申し訳なさそうなルーティエに、ローザリアは笑って首を振る。

　出がけになってアレイシスらが揉もめ出す光景が目に浮うかぶようだ。彼女に非はない。

「フフ、楽しみすぎて昨日はあんまり眠れなかったよ。もう『乙女おとめゲーム』なんて関係ないからローザリアさんの新しい婚こん約やく者もできないだろうし、きっとこれからいっぱい遊べるね」

「新しい婚約者？」

「ローザリア様の、ですか？」

　なぜかローザリアだけでなく、後ろを歩くカディオまで反応する。互いが転生者であることを明かしていないため、ルーティエは『乙女ゲーム』という怪しい単語を慌あわてて誤ご魔ま化かした。

「た、たとえばの話ですよ！　貴族だからすぐ次の候補を見つけちゃうのかなって話で！」

　気転の利きく彼女は、歩き出しながら即座に話を変える。

「それよりカディオさん、イーライさん。休日までお仕事させてしまってすみません」

　ルーティエが頭を下げると、寡か黙もくなイーライは気にしなくていいと頷うなずいた。怪け訝げんそうだったカディオも何とか笑えみを浮うかべる。

「いえ。護衛の仕事は基本的に休みなんてないようなものですし、そもそも休日といっても大してすることはありませんから」

「そういえば、いつも休みなく働いてますもんね」

「殿でん下かを守るのが使命ですから、苦になりません」

　ルーティエはふと立ち止まり、カディオを真っ直すぐに見上げた。

「やっぱりそういうお仕事だと、実家に顔を出すのも難しいんですか？」

「えっと……」

　純粋な疑問を湛たたえる翡ひ翠すいの瞳に、カディオが少したじろいだ気がした。

　ローザリアもグラント男爵家での彼の立場が気になっていたが、踏ふみ込めずにいた。

　転生者であることを知っているからだ。

　ルーティエはカディオの事情を知らないからこそ他意なく訊きけたのだろう。

「──実家といえば、ルーティエさんのご実家を訪ねたことはなかったわね」

「えぇ!?　ローザリアさんが、うちに遊びに来てくれるの!?」

　ルーティエは、ローザリアの呟きにあっさりと食い付いた。

　そのまま彼女は楽しそうに、実家のパン屋について話し始める。クッキーなど料理が上手なのは手伝いの賜たま物ものらしい。転生先での家族仲は良好なのだろう。

　チラリとカディオに視線を送る。

　顔色が悪いというほどではないけれど、その表情はどことなく硬かたい。

　彼が前世を思い出してから、確かまだほんの一年足らず。

　やはり『カディオ・グラント』として、どう家族と接しているのか気にかかった。

　ドルーヴはかなり大きな施設らしく、小さな商店がひしめき合っている表通りではなく郊こう外がい寄りにあるらしい。

　とはいえ十五分ほど歩けば到着する距きよ離りなので、王都のほど近くに広大な土地を確保できたオーナーの財力には目を見張るものがある。

　細い裏道に入ると、路面に布を敷いて商売をする者が見られるようになった。

　扱あつかう商品も怪あやしげなものが多い。

　干ひからびた鶏にわとりの足、壊こわれた人形や古びた宝石箱、何かの部品などが雑然と置かれている。

　長針のない置き時計につい気を取られていると、そっと肩かたを叩たたかれた。

「ローザリア様、はぐれてしまいますよ」

　優やさしく微笑ほほえむのはカディオだった。

　裏通りとはいえ、ドルーヴに繫つながっているためか交通量が多い。

　確かに油断したらはぐれてしまいそうだ。

「ありがとうございます、カディオ様。レンヴィルド様の護衛ですのに、わたくしのことまで気にかけてくださって」

「いいえ。人を助けるのも騎き士しの務めですから」

　カディオはそこで、フワリと相好を崩くずした。

「というより、ローザリア様に関することだと、騎士だとかそういうの抜きで勝手に体が動いてしまうんですよね」

　赤い髪かみを搔かきながら困ったように笑うから、ローザリアは狼狽うろたえてしまった。

　何てことを平然と言うのか。天然なのか。

　ローザリアは顔を俯うつむけた。

「あれ、ローザリア様？　もしかしてどこか具合でも悪いんですか？」

　カディオの見けん当とう違ちがいな優しさも、今だけは聞こえないふりを許してほしい。

　頰ほおが赤くなっていることに気付かれたくないのだ。

　そうして意識を逸そらしている内に、いつしか本格的にはぐれてしまっていた。雑ざつ踏とうの中に目立つ集団は見付からない。

　ローザリア達は、混雑ぶりを考えれば合流するのは難しいかもしれないと話し合い、ドルーヴで落ち合うのが無難だろうという結論に落ち着いた。

「すみません、カディオ様。わたくしが足を止めてしまったばかりに」

「気にしないでください。それより殿下方が心配してるかもしれませんし、行きましょうか」

　歩き出すも、またすぐ足を止めることとなった。

　前方に一人の少女が立ち塞ふさがったのだ。

　彼女は敵意を剝むき出しにして、こちらを──というかローザリアを睨にらんでいる。

　まだ学園入学前だろう、小こ柄がらで華きや奢しやな少女だ。

　時間をかけて整えられたと分かる栗くり色いろのくせ毛と、印象的で大きな琥こ珀はく色いろの瞳。鼻の頭にはうっすらとそばかすが散っていて、それがきつい表情にかろうじて愛あい嬌きようを添そえている。

　少女は開口一番、罵ば声せいを飛ばした。

「カディオ様の本命は、あなたじゃないんだから！」

「……はい？」

　思わずカディオと顔を見合わせると、彼女はさらに火が付いたように怒いかりを露あらわにする。

「あなたもそりゃ綺き麗れいだけど、全然全く相手にされてないんだから！　カディオ様に遊ばれているだけだと分からないなんて、憐あわれな人！」

　必死に嫌みを言っているようだが、全く教養を感じられないため微み塵じんも刺ささらない。

　学園生ではないようなので名前を思い出すのに時間がかかったけれど、この年とし頃ごろで厳しい教育を受けていない令れい嬢じようなど限られている。

「──あぁ。確かスーリエ家には、両親と年の離はなれた兄二人に甘やかされて育った末すえ娘むすめがいると聞いたことがあるわね」

「どういう覚え方よ、失礼ね！　当たってるけど！」

　言い分から察するに、カディオの隣となりにローザリアがいる状じよう況きようが気に食わないのだろう。

　たまたまレンヴィルド達とはぐれてしまっただけなのだが、確かに二人きりで出かけているように映るはずだ。

「カディオ様にはねぇ、綺麗なだけじゃなく格好よくて、凜りんとした方が似合うのよ！　あなたごときが邪じや魔まをしないで！」

　スーリエ家の令嬢は頰を紅潮させて怒ど鳴なり続けているけれど、やはり迫はく力りよくに欠けた。

　毒どく舌ぜつや皮肉というのは、日々たゆまず磨みがき続けることで鋭するどくなるもの。

　そんなことすら知らない無知で純じゆん粋すいそうな少女に、見本くらい示してみてもいいだろう。

「……礼を失しているのはどちらの方かしら？　人に指を向けてはいけないとか、親しい間柄でもないのに突とつ然ぜん話しかけるのは不ぶ躾しつけだとか言いたいことはたくさんあるけれど、まず何よりしっかり名乗るのが礼れい儀ぎではなくて？」

「な、何よ！　頭がいいことを自じ慢まんしたいのか知らないけど、嫌いやみな言い方しちゃって！」

　真っ赤になってキャンキャン吠ほえる姿は誰だれかを彷ほう彿ふつとさせる。

　分かりやすく小物だ。

「それで何のご用かしら、お嬢さん？　まさかご自分こそがこの方の本命だと？」

「お、お嬢さん!?　これでも私来年はデビュタントだし、学園に入学する年ねん齢れいですけど!?」

　チラリと窺うかがうと、カディオはもはや蒼そう白はくだった。

　それもそうだろう。過去の『カディオ・グラント』が、もしかしたらデビュタント前の幼い少女を口説いていたのかもしれないのだ。

　しかも転生後の彼がどれだけ記き憶おくを探さぐっても、真実など知りようがない。驚きよう愕がくを通り越こしてもはや恐きよう怖ふだろう。

　レスティリア王国では、十五歳になる令嬢達が年始めに国王妃ひ殿でん下かの下もとに集つどい、一いつ斉せいに社交デビューする習わしがある。

　初うい々ういしい少女達をエスコートするのは妃殿下が選び抜ぬいた近この衛えの精せい鋭えい達で、これをきっかけに騎士との繫がりを持つ令嬢も多い。

　けれど目の前にいる少女は来年デビュタントだと言っているので、縁えん戚せき関係でない限り『カディオ・グラント』との接点はないはずだ。

　いくら社交界で浮うき名を流してきた遊び人とはいえ、騎士らしくか弱い女性を守る一面もあったと聞く。あらゆる世代の女性から慕したわれていたとも。

　噂うわさの登場人物が女性ばかりであることは気になるが、さすがに十四歳の少女は口説いていないだろう。と、信じたい。

　気の強そうな少女は焦あせりを見せながらも、つんと顎あごを反らした。

「わ、私が言いたいのはね、あなたなんかあの方に遠く及およばないってことなの！　あの方ほど素す敵てきな方はいないわ！　旦だん那な様が数年前に他界し、辛つらい境きよう遇ぐうにもかかわらず遺のこされた領地を毅き然ぜんと守り続ける、とても素す晴ばらしい方なんだから！」

「……なるほど。お相手は寡か婦ふというわけですか」

　再びカディオを見み遣やると、今度は顔を赤くして狼狽えていた。男という生きものはなぜこうも、背徳的な響ひびきを好むのか。

「相手が寡婦でよかったですわね、カディオ様。貴族の婚こん外がい恋れん愛あいは暗あん黙もくの了りよう解かいとされておりますので、まだ理解もできますわ」

「できれば理解しないでほしいです……」

　ひんやり囁ささやくと、彼は情けなく肩を落とした。

　とはいえ、身持ちの堅かたい未婚の令嬢に言い寄っていなかったようで本当に何よりだ。

　彼女の怒りも嫉しつ妬とに起因しているのでなく、思し慕ぼと憧あこがれを抱いだく女性以外をカディオの隣から排はい除じよしなければという使命感に近いものらしい。

　ローザリアは改めて少女に向き直った。

「一連の暴言は、あなたが敬愛なさっている方からの差し金かしら？」

「そんなわけないじゃない！　あの方はどんなに悲しくたって、絶対弱音を吐はかないのよ！」

「ではあなたがなさっていることは、むしろその方の名めい誉よを傷付けることとわきまえなさい」

　反論をぴしゃりと撥はねのけると、強気な少女はグッと押し黙だまった。

「自らを慕う者の気持ちを利用して、侯こう爵しやく家の令嬢を罵ば倒とうさせる。あなたの尊敬する方が、そのような軽けい挙きよ妄もう動どうに出られる短たん慮りよな人間だと勘かん違ちがいされても仕方のない状況ですわよ」

　ローザリアはことさらゆっくり少女に歩み寄った。

　嘲あざけるように、獲え物ものをなぶるように。

　そしてアイスブルーの瞳ひとみを細めながら、『極ごく悪あく令嬢』に相応ふさわしい冷れい酷こくな笑えみを浮かべる。

「わたくしに面と向かって暴言を吐く度胸は認めるけれど──理解できたのなら大人しく帰りなさい、お嬢さん？」

　壮そう絶ぜつな迫力と反はん駁ばくを許さぬ正論に、少女はサッと顔色を失った。

　けれど完全に屈くつしたわけではないようで、怖おじ気づいてこそこそ逃にげていくかと思えば去り際ぎわの一睨みを忘れない。

　本当に、なかなか気骨のある少女だ。

　またはその女性を心の底から尊敬しているか。

　渦か中ちゆうにいるにもかかわらず、終始狼狽うろたえるばかりだったカディオを振ふり返る。

「以前のあなた様は、ずいぶん女性に優やさしかったようですわね？」

「うう、すみません」

　チクリと嫌みを言うと、彼は萎い縮しゆくするように肩かたをすくめる。

　ローザリアの知る『カディオ・グラント』は、素す直なおで飾かざり気のない優しさを持つ男性だ。女性の心を弄もてあそぶような性格ではない。

　そもそも彼は転生者なのだから、過去の所業とは無関係だとも分かっている。

　なのにどうしても、もやもやした感情を振り払はらえない。

　真っ直すぐな性しよう根ねの少女が全力で慕い、庇かばおうとする女性がいる。そんな女性がカディオの本命だったのだと。

　それが、抜けない棘とげのように胸を引っ搔かくのかもしれない。

　気まずいまま黙もく々もくと足を動かせば、ローザリア達は何とかドルーヴにたどり着いた。

　かなり巨きよ大だいで全体像を見み渡わたすことはできない。

　黄みを帯びたレンガ造りの建物、上品さを演出する華はなやかな彫ちよう刻こく。窓まど枠わくすら緻ち密みつな彫ほりが施ほどこされ、芸術的な銅像や石せつ膏こう像が外周を飾っていた。

　硝子ガラス細工の花で彩いろどられたエントランスは冬とは思えないほどの鮮あざやかさだ。

　装そう飾しよく過多な貴族の邸てい宅たくのようだが、異なる点がただ一つ。それは、おびただしい数の人で埋うめ尽つくされていることだった。

　夜会でもまずないほどの人の多さで、ローザリアは呆あつ気けにとられてしまった。

　この中に突とつ入にゆうするなんて、もはや無む謀ぼうに思える。

　けれど後ろにも列ができつつあり、留とどまることなど不可能に近い。

　ローザリア達は波に押し流されるように、ドルーヴのエントランスへと近付いていく。

「すみません。はぐれないように」

　カディオがひどく申し訳なさそうに、ローザリアの手を握にぎった。

　やむを得ずだと分かっているのにどうしても緊きん張ちようしてしまう。

　大きくて、ゴツゴツと節くれだった指。彼の体温となめらかな肌はだ。指先は乾かん燥そうのためか、ほんの少し荒あれていた。

　握り返したら、はしたないだろうか。はぐれないためだと解かい釈しやくしてくれるだろうか。

　──それとも、カディオ様もわたくしのように意識してくれる？

　先ほどまでの気まずさも手伝って、彼の気き遣づかいに礼を返すことさえできない。

　そうして迷っている内に、エントランスをくぐり抜けていた。

　中も混こんでいるけれど、狭せまい路地に比べて開放的なホールで迷子の心配はない。

　するりと離はなれていく手に込み上げる寂さびしさを、ローザリアは見ないふりをした。

「細い道を進み続ける閉へい塞そく感かんを解消することによって生まれる解放感。これも全すべて計算の内だとしたら、経営者はかなりの敏びん腕わんである可能性が……」

「ローザリアさん？　どうしたの？」

　思考に没ぼつ頭とうしていれば気が紛まぎれるだろうと考えたのだが、近付いてきたルーティエに普ふ通つうに心配されてしまった。

　彼女達とは簡単に合流することができた。

　揃そろいの制服に身を包んだ男達に囲まれていたため、否いや応おうなく目立っていたのだ。
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「あのね、ここでローザリアさん達を待ってたら、オーナーさんって人がレンヴィルド様に気付いちゃって。せっかくだし案内したいって言ってるんだ。予定と違って自由に見て回れなくなっちゃうけど、いい？」

「なるほど。それでこの一角だけ混雑が緩かん和わされているのね」

　仰ぎよう々ぎようしい男達の壁かべは、店側が差し向けた警備員というわけか。

　ローザリアは、レンヴィルドに話しかける壮そう年ねんの男性に視線を移した。

　それなりに上質な衣い装しようを身に付けた男性だ。

　領地運営だけでは税収が芳かんばしくない貴族は、副業をしている者も多い。彼もおそらくその口で、この複合型施し設せつを誕生させたのだろう。

　それなりに出歩いているレンヴィルドをわざわざ特別扱あつかいする王都民は、意外にも少ない。

　私的に楽しんでいるところに水を差すのは野や暮ぼだと知っているからだ。

　なので、彼が爵位持ちであることは想像にかたくない。記き憶おくが確かならば、おそらく子爵。

　出で迎むかえられれば無下にはできなかった。

　残念だが今回は、視察じみた通り一いつ遍ぺんの見学になりそうだ。

「楽しみにしてたのになぁ……。何か、ごめんね」

「あなたが謝る必要はないわ。きっかけはわたくし達がはぐれてしまったからなのだし」

「でも、お揃いの何か、探したかった」

　ルーティエはどこか拗すねた口調で、ローザリアは微笑ほほえましくなってしまった。もやもやした気分も、彼女と話していると浮ふ上じようしていく。

「こうして一いつ緒しよにいられる時間を楽しみましょう。もし遊び足りないのなら、また二人で来ればいいのだし」

「……うんっ！」

　ローザリアが笑いかけると、ルーティエは子どものように満面の笑えみを浮かべた。

　それを不満に思うのが、まだまだ幼よう稚ちで余よ裕ゆうのないジラルドだ。

「何さりげなく二人きりで遊ぶ約束をしているんだ!?　不公平だと思わないのか！」

　いまいち迫はく力りよくに欠ける姿は、やはり先ほどの令れい嬢じようと似たところがある。子犬のようで、ついほっこりしてしまう。

「思いません。ご不満に感じるのでしたら、ご自身もお誘さそいになったらよろしいでしょう？」

「いちいち文句を付けてくるのが約二名いるせいで、二人きりなんて程ほど遠とおいんだ！」

　ジラルドの嘆なげきに、当てこすられた約二名も異議を申し立てる。

「それはお互たがい様じゃないのか？　俺だって、お前に何度邪じや魔まされたか分かんねぇし」

「正当性を主張したいのなら、ジラルド君は潔白であるべきだったよね」

　アレイシスとフォルセ、双方から肩に手を置かれ、ジラルドは冷や汗あせを搔いている。この三人、何だかんだいい関係が成り立っているようだ。

　ところ構わず口くち喧げん嘩かを始めてしまいそうな彼らを、ルーティエが一いつ喝かつした。

「ちょっと、みんな！　喧嘩するなら今度のお出かけの話、なしになるからね！」

　三人は慌あわてて口を閉じた。

　なるほど。ルーティエが頂点に君臨しているからこそ、良好な関係が保てているらしい。

　ローザリアははっきりと力関係を見た気がした。

　時機を見計らっていたのか、きりのいいところでレンヴィルドから声がかかる。

「君達、そろそろ行こうか。子し爵しやくが裏側も案内してくださるそうだよ」

　まだ表も回っていないのに、経営側を見学することに何の意味があるのか。

　そういった不満は貴族らしく吞のみ込んで、ローザリア達は誘ゆう導どうされるがままに歩き出した。

　その際、子爵と目が合う。

　レンヴィルドに向けていたにこやかさとは比べものにならない、嫌けん悪おに満ちた表情。

　一目で、『薔ば薇ら姫ひめ』への侮ぶ蔑べつだと分かった。危険な存在が自由に歩き回ることへの不満を募つのらせているのだと。

　たとえ王族に認められても、未いまだ根深く残る『薔薇姫』への偏へん見けんと反発は多い。

　目に見えるかたちで証明すれば話は早いのだろうが、その努力をローザリア自身が放ほう棄きしているので仕方のないことだった。

　自らの自由のためにグレディオールの存在を明かすつもりはない。なので、躍やつ起きになって彼らからの賛同を得るつもりもなかった。

　施設内は、どこを見渡しても豪ごう奢しやな造りだった。

　螺ら旋せん階段の手すりは金色だし、巨大なシャンデリアには優美な硝子の白鳥が留まっている。

　蔓つる草くさ模様の金細工が施された壺つぼは鮮やかな瑠る璃り色いろで、壁へき面めんを埋める絵画は赤や黄色やら原色で構成されている。

　華か美びがすぎて段々目がチカチカしてきた。

「一階は飲食店でまとめ、二階には衣料品店、宝ほう飾しよく店が入っております。宝飾店には紹しよう介かいのない者は入れない仕組みになっており、警備も厳重です」

　二階は高級な品物を扱う店てん舗ぽが多いようで、一階に比べると閑かん散さんとしている。

　子爵は説明を省いたが、おそらく平民向けの服飾店も一階にあるのだろう。

　貴族と平民の扱いに明確な差を付けている。

　防犯上間ま違ちがっているわけではないが、彼自身から平民を見下す下げ劣れつな感情が伝わってきて不ふ愉ゆ快かいになった。こちらにルーティエがいることを微み塵じんも考こう慮りよしていない。

　やはり、子爵抜ぬきでもう一度遊びに来た方がよさそうだ。

　あれほど楽しみにしていたルーティエが、これではあまりに不ふ憫びんだった。

「……あら？」

　ローザリアはふと、レスティリア学園の制服を着た青年が歩いてくることに気付いた。休日なのでやたらと目立つ。

　落ち着いた栗くり色いろの髪かみに、青色の瞳ひとみ。背が高く体格もしっかりしていて、意志の強そうな眉まゆが特とく徴ちよう的な青年だった。

「デュラリオン」

　フォルセが彼に声をかける。

　現執しつ行こう部ぶ員いん同士の気安さを感じる、親しみのこもった声こわ音ねだった。

　──あれが、デュラリオン・カラヴァリエ。執行部の現会計で、レンヴィルド様を会長に担かつぎ上げようとしている……。

　デュラリオンはレンヴィルドに礼をとってから、フォルセに向き合った。

「こんなところで会うなんて、珍めずらしいな」

「それはこちらの台詞せりふだよ。君こそ一人で一体何をしているんだい？」

「俺は、少々買いたいものがあったのでね」

　むっつりとした表情だが、不ふ機き嫌げんというわけではないらしい。口調も動作もきびきびしていて非常に生き真ま面じ目めそうだ。

　作さく為い的なものだと理解しているが、彼があの量の仕事をレンヴィルドに押し付けているなんて、にわかには信じられないくらいに。

「楽しむのもいいが、殿でん下かがいらっしゃることを、くれぐれも忘れるなよ」

「分かっているよ。君は心配性しようだな」

「当然だろう。王族をお守りするのは、我々貴族の務め──……」

　デュラリオンの言葉を遮さえぎるような怒ど号ごうが響ひびいたのは、一階からだった。

　続けて硝子ガラスが割れる音が聞こえ、ローザリア達は階下を確かく認にんする。

　どうやら王都民同士が諍いさかいを起こしているようで、胸むなぐらを摑つかみ合う姿が見えた。

　両者だけの問題で済めばまだいいが、施設内は非常に混こみ合っている。先ほどの硝子で怪け我がをした者はいないだろうか。

「皆みなさん、そこから決して動かないでください！　イーライ、頼たのんだ！」

　呆ぼう然ぜんとするローザリアの隣となりを風のようにすり抜ぬけていったのは、カディオだった。

「カディオ様！」

　引き留める声にも耳を貸さず、カディオが階下へと駆かけ下りていく。

　腰こしに携たずさえた剣けんには手を伸のばさない。

　以前彼は、人を傷付けることが恐おそろしいと言っていた。抜ばつ刀とうするつもりがないのだ。

　喧嘩に巻き込まれ、万が一怪我でもしたら。

　ローザリアはすかさずイーライを振ふり返った。

「わたくし達に構わず、あなたも鎮ちん圧あつを！　こちらはグレディオールがいれば十分です！」

　レンヴィルドの専属であるにもかかわらず、今までの彼は何だかんだでローザリアの命令も実行してきた。

　けれど今回は、微び動どうだにしない。

「イーライ様！」

「問題ありません、ローザリア様」

　イーライは、静かな表情のまま眼下の騒さわぎを静観している。

　思わずローザリアも視線の先を追った。

　騒ぎの中心にたどり着いたカディオは、殴なぐり合いに発展していた男達の間へと割り込む。

　気が昂たかぶっている男達は、邪魔をする彼に狙ねらいを定めたようだ。

　振り上げられたこぶしがカディオに迫せまる。

　いかにも喧嘩慣れしていそうな男の一発はかなり重そうだ。息を吞むローザリアだったが、カディオがあっさり避よけたために目を覆おおう暇ひまもなかった。

「…………え？」

　そのまま彼は相手の背後に回り込むと、素す早ばやく腕うでをひねり上げる。呆あつ気けなく拘こう束そくされた男は堪たまらず悲鳴を上げた。

　その時、もう一人の男が足元に転がる商品を振り投げた。金属製のゴブレットだ。

　うなりを上げて飛来する金属を、カディオはその場にあった燭しよく台だいで咄とつ嗟さに弾はじき飛ばす。

　壁かべと同じレンガで造られた階段に、ゴブレットが思いきりめり込んだ。

　冷静に人がいない区画を選んで打ち返したのだろう。誰だれかに当たれば最悪の場合、致ち命めい傷しようになるところだった。

　隙すきと見たのか、今度はカディオの背後からこぶしが繰くり出される。

　さすがにかわしきれないと思われたが、彼はまるで後ろに目があるかのように回し蹴げりで返り討うちにしてしまう。

　完全に手加減された一いち撃げきであっても、もろに食くらった男はよろけた。だがその先には硝子の破は片へんが散らばっている。

　このままでは大怪我をする。倒たおれゆく男の無む惨ざんな結末を思い、誰かが悲鳴を上げたその時。

　カディオが長い腕を伸ばして、男の襟えり首くびを何とか引き寄せた。

　かろうじて引っかかっているのは中指一本。

　喉のどを締しめ付けられた男は苦痛にうめくが、今まさに転がろうとしていた地面に視線を向けると一いつ瞬しゆんで青ざめた。

　カディオは、安心させるように男へと笑いかける。

「よかった。ギリギリでしたね」

　子どものようにいなされ、その上庇かばわれてからの笑え顔がおに、一体何を感じたか。

　男は情けない顔で両手を前に突つき出し、あっさり降参の意を示した。

　もう一人の男も既に同じ体勢だ。

　成り行きを周囲で見守っていた客達は、華か麗れいに解決してみせた騎き士しに喝かつ采さいを上げた。

　カディオは恐きよう縮しゆくしつつ、破片で怪我人が出ないよう彼らを慌あわてて宥なだめている。

　あっという間に片が付き、イーライが真顔で振り返った。

「街の無法者ごときに、我々近この衛え騎士が負けるはずがありません」

「そ、のようですわね……」

　普ふ段だんのカディオを見ていると忘れがちだが、彼は近衛騎士団の中でも指折りの精せい鋭えいなのだ。

　安あん堵どと共に、肩かたから力が抜けていく。

「カディオ様……」

「クソッ。店内で暴れるなど、凶きよう暴ぼうな輩やからめ」

　歩み寄ろうとしたローザリアの横を、子し爵しやくが小声で悪態をつきながら通り過ぎていく。

　けれど彼は、すぐに取り繕つくろった笑みを作った。

「さすがでございますな、騎士殿どの！　争いを一瞬で収めてしまう手しゆ腕わん、お見事でした！」

　ドルーヴのオーナーが出てきたことで、さらに客達が興奮する。

　もはやお祭りのような騒ぎだ。

　──それが狙いなのかしら。

　争いに恐きよう怖ふを感じていた者には非日常のちょっとした刺し激げきという印象にすり替かわるし、いい思い出になれば評判も高まる。

　先ほどの呟つぶやきを聞く限り客のためとはとても思えないが、悪くない対応だろう。

「ただ一つ、問題が」

「？　イーライ様？」

　ローザリアは、珍しく口数の多いイーライに向かって首を傾かしげる。続きを引き取ったのは、乾かわいた笑みを浮うかべるレンヴィルドだった。

「もうすぐ憲兵がやって来る頃ころだ。ここまでしっかり関かかわってしまったからには、カディオ共々事情聴ちよう取しゆは免まぬかれないだろうね」

「まぁ……」

　見計らったかのように、エントランスから通報を受けた憲兵団がなだれ込んでくる。

　ローザリアは頰ほおが引きつるのを感じた。

　ただでさえ、休みが潰つぶれたようなものだったのに。

　長い一日はまだ終わりそうにない。
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　憲兵から一人一人事情聴取を受け、現場検証を終えた頃。

　外はすっかり暗くなっていた。

　全員が時間を合わせて帰るのは大変なので、従者達がそれぞれの馬車を手配し各自寮りようへ戻もどることになっていた。馬車のないルーティエはローザリアと同乗する予定だ。

　ドルーヴも閉店間ま際ぎわ。今日は本当に、踏ふんだり蹴ったりだった気がする。

　すっかり口数の減った二人は、疲つかれた足取りで階下へと向かう。

　一階の飲食店から漂ただよう食欲をそそる匂においに空腹が刺激される。余り物でいいから何か分けてもらえないだろうか。

　その時、階段で、モゾリと動く物体を見つけた。

　人と知りながら物体と称しようさざるを得なかったのは、うずくまり布の塊かたまりと化していたからだ。

　謎なぞの布は、諍いでゴブレットが命中した辺りを這はいずっていた。ボロボロの布で全身を覆っているためなかなか不気味だ。

　そして、口中で何か呟いている。

「な、何あれ……」

　ルーティエは怯おびえているが、不ふ審しんな風ふう体ていと階段に向かって呪じゆ文もんめいた独り言を呟く姿に、ローザリアは色々ピンと来てしまった。

　おそらく、彼が噂うわさの不審人物だ。

　暗がりで遭そう遇ぐうしてしまえば確かに怖こわい。

　もし危険思想の持ち主なら憲兵に伝えるべきだろうと、男の言動に耳を澄すましてみる。

『……に問題はないだろうか。どうにもここまでの損傷は……製造されたのがいつか……』

　何というか、全すべて腑ふに落ちた。

　──なるほど。そういうことだったのね……。

　何を話しているのか理解できなければ、貧民街の住民が不気味に思うのも無理はない。

　男は、隣となりの大陸──主にシャンタン国などで用いられる言語を話していたのだ。

　ひとまず、見るからに不審ではあるものの害はなさそうだと判断する。

　グレディオールとミリアもついているので、ローザリアは思いきって声をかけてみることにした。あまりの変人ぶりに興味が湧わき出していたのだ。

『あの、何をしていらっしゃるのですか？』

　自国の言語に、風変わりな男性は顔を上げた。

「言葉が、分かるのか」

「書物で学んだ程度ですが」

　レスティリア王国の公用語も話せるらしい男性の声は、思いの外若かった。

　外がい套とうのフードを目ま深ぶかに被かぶっているため判然としないが、もしかしたらローザリアと同じくらいの年ねん齢れいかもしれない。

「あなたは、一体何をしていらっしゃるのですか？　あなたの不思議な行動を見て、街の方々が不安がっております」

「それは申し訳ない。だが、どうしても確かめねばならないことがある」

　口調がどことなく堅かた苦くるしいのはこちらの言語に慣れていないためだろうか。とはいえ、とても流りゆう暢ちように操あやつっている。

「確かめたいこととは、階段を観察されているのと関係があるのですか？」

「そうだ」

「焼しよう成せいレンガがお好きなのですか？」

　何か使命があるような口くち振ぶりだが、彼が楽しそうなので思わず訊きいてしまった。

　焼成レンガとは、文字通り原料となる粘ねん土どなどを高温で焼いたものをいう。

　するとその単語に、男は顕けん著ちよな反応を見せた。

「焼成レンガ……そんな言葉が出てくるとは、さては君も、壁愛好家では？」

「違ちがいます」

　ローザリアの食いぎみの返答にも、男の興奮は冷めやらない。好きなものが関わると話が通じなくなる類たぐいの人間のようだ。

「俺は、壁が好きだ。この国のレンガも非常に面おも白しろい。レンガの色は、原料の粘土と焼き方で決まることを、知っているか。とても美しく奥が深いではないか……！」

　勢いよく立ち上がった拍ひよう子しに、男のフードがハラリと肩に落ちる。

　露あらわになったのは、紫むらさきを帯びた艶つややかな黒くろ髪かみと燈とう火かのような橙だいだい色いろの瞳ひとみ。そして、シャンタン国特有の、神秘的な象ぞう牙げ色いろの肌はだ。

　一ひと重えの目元は細い鼻び梁りようと相まって涼すずしげな印象だが、唇くちびるがふっくらしているからか、どこか妖あやしい色いろ香かがあった。

「あれ……どこかで見たような……」

　背後でルーティエがこぼした呟つぶやきは、やけに熱量のある語り口に搔かき消される。

「景観の美しさは壁かべにある、と言っても過言ではない。空間を損そこなわない、景色に溶とけ込む美しさ。それが壁だ。壁こそ美の頂点」

「は、はぁ……」

「分かってくれるか。君は見込みがある」

　淡たん々たんと、それでいてまくし立てるように微妙な性せい癖へきを説く美び貌ぼうの青年には、やはり変人という言葉が相応ふさわしい。何かを見込まれても非常に重荷だ。

「──ローザリア嬢じよう、ルーティエ嬢？」

　その時、上方から名を呼ぶ声が聞こえた。現れたのはレンヴィルドだ。

　ようやく聴取を終えたようで、どこか疲れた様子で階段を下りてくる。

「何をしているんだい？　もう日も暮れているし、早く帰った方がいい」

「それが、こちらに……」

　そうしてローザリアが振ふり返った時。

　不思議な青年は、忽こつ然ぜんと姿を消していた。
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　レスティリア王国とシャンタン国とは、海を挟はさんで隣となり同どう士しの国だ。

　約八十年前は友好条約を締てい結けつし貿易も盛んだったと記録されているが、現在はほとんど交流が持たれていない。その要因は主に王国側にあった。

　肌の色や文化の違いに対する忌き避ひ感かん。

　いつしか思想はねじ曲がり、自分達が上位であると考えるようになってしまった。

　今となっては差別感情が根深すぎるために、友好条約を結んでいることさえ知らない国民が大多数といった現状だ。

　そんなシャンタン国の船が、まるで忍しのぶように深夜の入港を果たしている。以前ミリアに聞かされた時から、ずっと気になっていた。

　そこに折よく現れたのが、不審人物と噂されていたシャンタン国出身の青年。

　民族の特とく徴ちようである象牙色の肌。そして、起き伏ふくの少ないすっきりとした顔立ち。

　これが偶ぐう然ぜんだなんてどうしても思えない。

　あれから数日。

　食堂で昼食をとっていてさえ、ローザリアは散らばった情報の分ぶん析せきに明け暮れていた。

　というのも、話す相手がいないからだ。

　食堂内はいつも通りの賑にぎわいを見せている。

　窓の外はまた雪がちらつき始めているが、暖だん炉ろと人の熱気が広い空間を暖めていた。

　けれど食堂の特別席、特権階級のみが使用できる区画には、現在ローザリアしかいない。

　本来ならば王族や執しつ行こう部ぶ、役員のために用意された席だが、『薔ば薇ら姫ひめ』であるローザリアも特別席の利用を許可されている。

　カリスマという意味での特別ではなく、一いつ般ぱん席に交じると恐きよう慌こうをきたす生徒が現れるからという、やむにやまれぬ事情のためだ。

　普ふ段だんは執行部や各役員達が忙いそがしいため出で払はらっており、ほとんどレンヴィルドと二人で利用している状態だった。

　たまにフォルセや他の役員達と鉢はち合あわせをしても、仕事の話をしていれば割って入ることもできない。

　ローザリアにとって気軽に話せる相手は王おう弟てい殿でん下かだけだったのだが、最近は彼も会長就任に向けて役員達と行動を共にすることが多くなっていた。

　そのためローザリアは、昼食中いつも一人きり。

　目の前にあるクリームシチューのポットパイはとてもおいしいものだ。

　パイに覆おおわれた表面をスプーンで崩くずすと、中から湯気と共に熱々のシチューが顔を出す。

　鶏とり肉にくと少しふやけたパイ生き地じを一いつ緒しよに食べれば、口の中にミルクと野菜の旨うまみが広がり、体が芯しんから温まる。

　なのに、何かが足りないと感じてしまう。

　寒い冬に触ふれるふとした温かさは、単純に幸せと直結していると思う。

　それは、誰だれかと笑い合うことで生まれる胸の温かさにもよく似ている。

　同じく食堂に集まっていたルーティエが見えた。アレイシスとジラルドも一緒だ。

　羨うらやましい、と思うのは贅ぜい沢たくなのだろうか。

　屋や敷しきの外を自由に歩ける。学園に通える。

　最初は、それだけで十分だったのに。

　──そうだわ。屋敷に閉じ籠こもっていた頃ころのわたくしは、書物から得た情報を分析するのが何よりの楽しみだった……。

　義弟おとうとや元婚こん約やく者と遊ぶより、外の世界へと想像を膨ふくらませる方が好きだったなんて、彼らにはとても言えないけれど。

　これもある意味成長と呼べるのかもしれない。

　そうして胸の内の寂さびしさに折り合いを付けていると、特別席にやって来るデュラリオンと目が合ってしまった。
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「あ……」

「ごきげんよう、カラヴァリエ様」

　ローザリアは、すぐさま笑えみを取り繕つくろって対応する。あの時言葉を交かわしたわけではないので、これが初めての会話となる。

　デュラリオンは、二列ずれた向かいの席に着いた。

　二十席以上ある特別席の、何とも微び妙みような位置。

　彼が食事に手を付け始めてからしばらくすると、ローザリアは話を切り出した。

「先日は騒さわぎに巻き込んでしまい、大変失礼いたしました。その後憲兵から、何か連れん絡らくはございましたか？」

　彼は、たまたまその場に居合わせたことで同じく聴ちよう取しゆを受ける羽目になっていたのだ。

　謝罪に対し、デュラリオンは首を振った。

「いや、特には。殿下付きの護衛騎き士し以外の聴取は、単に形式的なものだったのだろう」

「そうですか。あれ以上ご迷めい惑わくにならなかったようで、安心いたしました」

　笑顔で胸を撫なで下ろすと、なぜかデュラリオンがこちらを注視していた。どこか珍めずらしいものでも眺ながめるような目付きだ。

「何か？」

「あぁ、いや……失礼した」

　彼は我に返ると、慌あわてて食事を再開させた。

　訝いぶかりながら、ローザリアも手を動かし始める。

　あとは特に会話らしい会話もなく。

　ローザリアは、生まれて初めて気き詰づまりというものを体験した。
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　それから二週間が経たった放課後。

　もうじき冬の月も終わろうというのに、最後に全すべてを振り絞しぼるかのようにこんこんと降り続けた、雪の晴れ間。

　久しぶりに空が青色を覗のぞかせたので、ローザリアは出かけることにした。

　目的地はドルーヴだ。

　やはりどうしても、あの時出会った青年の挙動が気にかかる。

　彼が観察していた階段のひび割れを確かめれば、何かを摑つかめるかもしれない。

　ルーティエ達は既すでに外出しているようなので、レンヴィルドを誘さそいに行く。一学年上とはいえ生徒数が少ないため、彼の教室はそれほど遠くない。

　しかし悠ゆう々ゆうと歩くローザリアの前に、立ちはだかる者がいた。

「セルトフェル君、今日こそ私と美しい平面幾き何か学がくの定理について話し合わないか」

「……ごきげんよう、ラボール先生」

　すっかり油断していた。

　未いまだにしつこく数学談義を迫せまってくるラボールは、レンヴィルドのクラス担任だった。

「平面幾何学は嫌きらいか？　では、球欠や球台だったらどうだろう？」

「どうもこうも、わたくしには先生のおっしゃっている意味が分かりかねます」

「とぼける気か。君が学術研究の頂点である『賢けん者じやの塔とう』の学者と同等か、それ以上の知識を保有していることはお見通しだぞ」

「買い被かぶりでございましょう」

　のらりくらりとかわし続けるにも限界がある。

　特に彼は数学に興味を示すと好感度が上がるのだとルーティエから聞かされていたから、会話すらも細心の注意が必要だった。

　困り果てていると、思わぬ助け船が入った。

「ラボール先生。すみませんが、彼女を解放していただけませんか。これから、執行部の手伝いをしてもらう予定なんです」

　廊ろう下かの先から声をかけてきたのは、何とデュラリオンだった。

　彼が歩み寄ってくると、ラボールは至し極ごく残念そうに息をついた。

「用事があるなら仕方がないな。だが、私は絶対に諦あきらめないぞ」

　案外あっさり引いていく数学教師を見送ると、ローザリアはデュラリオンを見上げた。

「カラヴァリエ様、助かりました。本当にありがとうございます」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、彼は青色の瞳ひとみをうっすらと細めた。

「……先日も思ったが、噂うわさとは適当なものだな」

　独白のような口調に、ローザリアは首を傾かしげる。

　彼は食堂でも見せた、あの珍しいものでも眺めるような目付きだ。

「会話をすればむしろ理性的だし、明らかに迷惑を被こうむっていても決して無下にはしない。等身大の君は、『極悪令れい嬢じよう』という呼こ称しようとはかけ離はなれている」

　不思議そうに見下ろされ、束つかの間言葉を失った。

　真っ直すぐな瞳を見ていれば、彼の生き真ま面じ目めな人ひと柄がらが伝わってくる。

　先ほど白々しい噓うそまでついて庇かばってくれたのも、おそらく純じゆん粋すいな善意だったのだろう。少しだけ、カディオに似ている。

　ローザリアは口角を持ち上げると、ゆっくり笑みをかたどった。

「……それは、想像していたよりもわたくしが善人だったため驚おどろいた、という解かい釈しやくでよろしいでしょうか？」

　途と端たん、デュラリオンは凜り々りしい眉まゆを下げる。

「う、その、そんなつもりは決して……いや。すまない。今の言い方では、そう取られても仕方がなかったかもしれない」

　ばつが悪そうな謝罪にも、確かな誠意がある。

　ローザリアは微笑ほほえみから皮肉の棘とげを取り除くと、すぐに話を切り替かえた。

「ところで、レンヴィルド様はまだ教室に残っておられるでしょうか？」

　同クラスであるはずのデュラリオンならば知っているだろうと問いかける。すると、彼は再び後ろめたそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「もしも殿下に用事があったのなら、そちらも詫わびねばならない。その……彼はおそらくまだ手が離せない」

「はい……？」

　首を傾げつつもデュラリオンと別れ、彼の言葉の真意を確かめるため教室を覗き込む。

　そこには、書類の山に埋うもれた亡ぼう霊れい──のように存在感が希き薄はくになってしまったレンヴィルドがいた。

　傍かたわらには、心配そうに顔を曇くもらせるカディオとイーライがいる。

　なるほど。謎なぞの謝罪の意味が分かった。

「お取り込み中、よろしいかしら？」

　静かに問いかけると、彼はゆっくりと振ふり返った。鬼き気き迫せまる形相だ。

「やぁ、ごきげんよう」

「……だいぶ血迷っておりますわね。先日楽しみ損そこねたのでドルーヴにお誘いしたかったのですけれど、困りましたわ」

「現状を理解した上で、さらに私のせいで楽しみ損ねたと追い討うちをかけるその強きよう靭じんな精神力は、称しよう賛さんに値あたいするよ」

　大変な状じよう況きよう下であろうが、いつも通りの受け答えができる彼の胆たん力りよくにも感心する。

　問題がなさそうなので、ローザリアは話を進めることにした。

「何日も雪で籠こもらざるを得なかったので、ようやく出かけることができると楽しみにしておりましたのに」

「──分かった。分かったよ。では、カディオを連れていくといい」

　疲つかれたように肩かたをすくめるレンヴィルドに、ローザリアは満面の笑みを浮うかべた。

「話が早くて助かりますわ」

「はじめからそれが目的だろう？」

「いいえ。レンヴィルド様が忙いそがしくないようでしたら、ご一いつ緒しよしていただくつもりでした」

　会話中も淀よどみなく動き続けていた彼のペン先が、僅わずかに止まる。

　けれどそれもほんの一いつ瞬しゆんで、レンヴィルドは普ふ段だんと変わらぬ様子でカディオを振り向いた。

「カディオ。彼女の護衛を頼たのまれてくれるかい？」

「ですが……」

　護衛というのはほとんど大義名分で、遊びに出かけるようなものだ。

　忙しく働いている主あるじの手前、カディオは快かい諾だくすることができないでいる。

　レンヴィルドは気にしなくていいと笑った。

「いいね、これは命令だよ。……そうだな。手て土産みやげでもあれば嬉うれしいかな」

　彼が付け加えるように提案すると、カディオの表情は明るくなった。

「そうですね！　疲れている時には甘いものと言いますし、殿でん下かに相応ふさわしいものを選び抜ぬいてみせます！」

「いや、君の選えりすぐりの甘いものは、少々遠えん慮りよしたいかな……」

　かなりの甘党であるカディオに対し、レンヴィルドは一いつ般ぱん的な甘さを好む。やる気を見せる騎き士しに、頰ほおが引きつっていた。

　とはいえ、予定は決まった。

　まさかこんなに早く実現するとは思っていなかったけれど、念願のカディオとのデートだ。
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　あの日と同じように、ドルーヴへと続く細い路地を並んで歩く。

　平日だからか、はぐれるほどの交通量でないことは幸いだった。

「そういえば、俺でよかったんですか？　確かルーティエさんと、また一緒に行く約束をしてましたよね」

　カディオに問いかけられ、ローザリアは軽く目を瞬またたかせる。

　護衛に就ついていた彼が、ルーティエとの会話を聞いていたとは思わなかった。仕事には真面目な性格なので意外だ。

「いいんです。今日は、少し調べたいこともあったので。カディオ様と一緒でしたら何かあった時も心強いですわ」

　シャンタン国の青年のように、不ふ審しん者扱あつかいをされては困る。騎士団の制服をまとう彼の存在は、信しん頼らい度ど的にも非常に助かるのだ。

　そういった下心を包み隠かくさず打ち明けると、カディオはくすぐったそうに笑った。

　利用すると宣言されているのに、なぜこんなにも嬉しそうにするのか。

　ローザリアは居たたまれなくなって視線を逸そらした。

「それにわたくし、以前にルーティエさんから頂いた組み紐ひも飾かざりのお返しをしたいのです。手作りしていただいたものに既き製せい品ひんをお返しするなんて、礼れい儀ぎに反するかもしれませんが……」

　ドルーヴに行けば、何かお礼になるようなものを探せるのではという目もく論ろ見みもあった。

　カディオは、これにも嬉しそうに破顔した。

「礼儀に反するなんて。ローザリア様が律りち儀ぎなことは知ってますけど、大事なのは気持ちじゃないですか。ルーティエさん、きっと喜びますよ」

「そう、でしょうか……」

　てらいのない言葉に恥はずかしくなって、ローザリアは外がい套とうの襟えり元もとに顔を埋うずめた。

　その仕草に誤解したのか、カディオは心配そうに眉尻を下げる。

「すみません、寒いですよね」

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　寒さは彼のせいじゃないのに。

　申し訳なさそうに謝るカディオがおかしくて、ローザリアは小さく笑った。

　周囲は冬景色とはいえ、もうすぐ春の月に突とつ入にゆうする時季なので気温はそれほど低くない。水気の多い湿しめった雪は数日もすれば解けて消えてしまうだろう。

　その雪もしっかり道みち端ばたに追いやられており、歩きにくいということもなかった。

　とはいえローザリアが寒さを感じないのは、二人きりで街を歩くという状況によるものかもしれない。

　少なからず緊きん張ちようしているし、高こう揚ようもしている。

　隣となりを見上げれば、気付いたカディオが笑え顔がおを返してくれる。少し癖くせのある赤毛を揺ゆらしながら、美しい金色の瞳ひとみを柔やわらかく細めて。

　そのたびに心臓は騒さわぐし、体温は上がる。多幸感に頭がくらくらした。

「寒さなど気にならないくらい、楽しいですわ」

「ハハ。ローザリア様も、子どものようにはしゃがれたりするんですね」

　これだけはっきり好意を示しているのに、ただの無む邪じや気きと解釈されては堪たまらない。ローザリアはカディオをじっと見つめながら、さらに押した。

「……カディオ様と一緒だから、とは思ってくださいませんの？」

「！」

　鈍にぶい彼もさすがに動どう揺ようした。

　褐かつ色しよくの頰を隠しているのは、決して寒さのせいではないだろう。照れると金色の瞳が分かりやすく潤うるむことも知っている。

　真ま面じ目めで職務に忠実なカディオが、他ほかではあまり見せない表情。

　転生という事情を知る稀き少しような存在ゆえに気を許しているだけかもしれないが、ローザリアにはそれが嬉しかった。

「カディオ様、わたくし……」

「も、もう少し急ぎましょうか！　早く行かないと、ホラ、門限もありますし！　ね！」

　カディオはぎくしゃくしながらも、歩く速度を速めた。甘い雰ふん囲い気きが一瞬で霧む散さんしていく。

「……」

　いつもこうだ。

　話しかければ嬉しそうに笑うし、好意を見せればあからさまに動揺する。

　だというのに、カディオは甘い雰囲気になりかけると、なぜか急に及および腰ごしになるのだ。

　それなりに意識してもらっている自覚があるからこそ、解げせない。

　何でも相談できるミリアもこういったことには疎うといため、毎回二人で首をひねっていた。

　彼女が提案する『相手が積極的に動かないなら、既き成せい事じ実じつを作ってしまえばいいじゃない』作戦を、実行すべきだろうか。

　けれどグレディオールから、傲ごう慢まんなことばかりしていると革命が起きてギロチン刑けいに処されるとの忠告を受けていた。

　革命でよりよい変化が起こるのなら、それはいいことだと思うのだが。そもそもギロチンとは何なのか、説明がなかったためよく分からない。

　もやもやと考え込んでいる内に、ドルーヴに到とう着ちやくしていた。

　すぐ二階へ進もうとするローザリアだったが、カディオは一階にある雑貨店を勧すすめた。

　高価なものを贈おくられても、おそらくルーティエはおそれ多く感じてしまうだろうからと。

　一理あると納なつ得とくし、一階の区画を進む。

　カディオに勧められた雑貨店は、平民向けとは言ってもかなり華はなやかな店てん舗ぽだった。

　瀟しよう洒しやに飾り付けられた陳ちん列れつ棚だなには間かん隔かくを空けて商品が並べられており、以前に覗のぞいた噴ふん水すい広場の雑貨店とは一線を画している。

「最近の硝子ガラス加工技術は、目覚ましく進化しているのね。研けん磨まはどのような手法で行われているのかしら？　それにこの意い匠しよう、とても斬ざん新しんだわ……」

　カディオから贈られた青い蝶ちようの髪かみ飾かざりを思い出しながら感じたままを呟つぶやく。

　聞き留めた彼が、喉のど奥おくでおかしそうに笑った。

「ローザリア様、何もそんな学者みたいな視点の感想を言わなくても。単純に綺き麗れいとか素す敵てきだとかで、気に入ったものを選べばいいのに」

　貪どん欲よくに知識を吸収しようとするのは、治らない病のようなものだ。

　全すべてを諦あきらめセルトフェル邸ていの敷しき地ち内だけで生活していた頃ころ、知ることにしか楽しみを見み出いだだせなかったゆえに。

　指し摘てきはまさにその通りで、女性らしくないと呆あきれられるかと思った。

　にもかかわらず、カディオの瞳に宿っているのは優やさしい感情ばかりだ。

「でもその真面目さが、ローザリア様なんですよね。出会った時から全然変わらない」

　快活な笑顔で、はっきりと肯こう定ていされる。ローザリアは胸がざわつくのを感じた。

　──カディオ様こそ、変わらない……。

　初めて出会った時のことを思い出す。

『何で我が慢まんする必要があるんでしょう？　自分の人生なんだから、好きに生きればいいと思いますけど』

　彼のその一言があったから、ローザリアは自由に生きることを決めたのだ。

　おそらく、転生者であるカディオだからこそ言えた言葉。

　──色々な感情を体験した、今なら分かるわ。わたくしにとって、あの日は特別だった。あの日、きっとカディオ様に……。

「ローザリア様？」

　カディオに不思議そうに覗き込まれ、ローザリアはゆっくりと微笑ほほえんだ。

「……何でもございません。すみません、少しぼんやりしておりました」

　ルーティエへの贈り物と、ついでにレンヴィルドへの嫌いやがらせのように甘そうな手て土産みやげを選び終え、例の階段の傷きず跡あとを見に行く。

　二週間が経たっているのに、ひび割れはまだそのままで残っていた。大して目立たないために放置しているのだろうか。

　レンガ造りという構造上補修のためには一度閉店せねばならず、それを例のオーナーがよしとしないからか。

　ともかく、傷跡をつぶさに観察してみる。

「これに、何があるというのかしら……」

　何の変へん哲てつもない、レンガのひび割れ。

　金属のゴブレットをレンガにめり込ませるカディオの膂りよ力りよくには驚おどろくべきものがあるが、それ以外にこれといって特筆すべきことはなかった。

　ローザリアは階段に屈かがみ込むと、傷跡に触ふれてみる。

　強く指を押し付けると、パラパラと粉状になりながら崩くずれた。

「これは……」

　ドルーヴは新しく建てられたもののはずなのに、やけに脆もろい気がする。

　指先に付着した白っぽい粉末をじっくり検分していると、高らかなヒールの音がゆっくりと背後で止まった。

　カディオと共に振ふり返る。そこには、見知らぬ美女が立っていた。

　彼女は、ドレス姿ではなかった。

　暗い藍あい色いろのジュストコールに同色のベスト、黒のスラックス。乗馬ブーツも黒で、落ち着いた色合いでまとめている。

　それでも女性にしか見えないのは、しどけなく結ゆい上げられた美しい黒くろ髪かみと華やかな美び貌ぼう、そして曲線を描えがくしなやかな肢し体たいのためだ。

　彼女の知的に輝かがやく菫すみれ色いろの瞳は、親しげにカディオを見つめている。

「久しぶりだね、カディオ殿どの」

　声すら特別な楽器のように響ひびく。

　頼たのみごとをされたらうっかり頷うなずいてしまいそうな、魅み惑わく的な声こわ音ね。

「最近は夜会にも顔を出してくれないから……なかなか寂さびしかったよ」

　つい聴きき入っていたローザリアだったけれど、聞き捨てならない台詞せりふに正気に返った。

　年ねん齢れい不ふ詳しようの美女が、ゆっくりとカディオに歩み寄る。

　決して露ろ出しゆつが多いわけではないのに、なぜこうも艶あでやかなのか。

　──いいえ。そんなことを考えている場合ではないわ。

　言動から推察するに、彼女は過去の『カディオ・グラント』と顔見知りのようだ。

　カディオの動揺ぶりが凄すさまじい。

　このまま接し続けていれば、以前の彼との差異に違い和わ感かんを覚えられるのも時間の問題だ。

　ここは事情を知る者が助け船を出す場面だろう。

　ローザリアは、彼を庇かばうように笑え顔がおで進み出た。

「初めまして。わたくし、ローザリア・セルトフェルと申します」

　セルトフェルと聞いても、彼女は動じなかった。

　トロリと滴したたり落ちそうなほど赤い唇くちびるに、好意的な笑みを浮うかべる。

「セルトフェル侯こう爵しやく家のご令れい嬢じようとは、これは大変失礼いたしました。名乗るのが遅おそくなりました。私は、レイリカ・カラヴァリエと申します。僭せん越えつながら、カラヴァリエ伯はく爵しやくとして領地を治める身です」

「まぁ……あなたが、かの有名なカラヴァリエ伯爵でしたの。ご高名はわたくしの下もとにも届いておりますわ」

　家ごとに爵位継けい承しようの決まりごとは異なるが、女性が継つげる家系は稀まれだ。

　中でもカラヴァリエ家は特とく殊しゆで、レイリカは正統な血を継ぐ夫亡なきあと、その地位を継承したのだという。

　レイリカは前伯爵にとって後妻にあたり、もちろんカラヴァリエ家と血の繫つながりもない。だからこそ、これは特殊な事例なのだ。

　正統な後継者、亡き先妻の子である長男が成人前であるがゆえ、あくまで中継ぎとして爵位の継承が許された。

　その亡き先妻との間に生まれた長男というのが、デュラリオン・カラヴァリエ。

　おそらくレイリカとは十歳ほどしか変わらないだろう、レスティリア学園執しつ行こう部ぶの現会計。最近何かと話す機会のある、生き真ま面じ目めな青年だ。

　──また、カラヴァリエ……。

　これは偶ぐう然ぜんだろうかと考えるローザリアに、レイリカの苦く笑しようが届いた。

「私の噂うわさは、なかなか面おも白しろいものもあるでしょう？」

　男装の麗れい人じんがほのめかしているのは、口さがない者達から流れる悪評だ。

　夫を殺し伯爵位を得たとか、はじめからその地位が目当ての婚こん姻いんだったとか。

　けれどローザリアは、噂の無責任さを知っている。

「わたくしが知っているものですと、伯爵様が真しん摯しに領地を守り続けているという話が最も多いでしょうか。領民にも慕したわれていると」

　何より、デュラリオンの人ひと柄がらそのものが答えだった。

　前伯爵が亡くなってから、およそ八年。

　あれほど生真面目で、また人に慕われる青年に育ったならば、血が繫がらないとはいえレイリカがいい親だったのだろうと分かるから。

　ローザリアが本心を告げていることを悟さとると、彼女は素す直なおに笑った。艶やかな容よう貌ぼうとは裏腹に、若々しく闊かつ達たつな笑顔だった。

「そういえばローザリア嬢には、先日は迷めい惑わくをかけたね」

「わたくし？」

「うちの子こ猫ねこが、あなたに無礼を働いたようだ」

　スーリエ家の令嬢のことだと、すぐにピンと来た。

　そうすると、頭の中で様々な符ふ号ごうが一いつ致ちする。

　少女いわく、綺麗なだけじゃなく格好よく凜りんとしていて。夫が数年前に他界し、辛つらい境きよう遇ぐうにもかかわらず遺のこされた領地を毅き然ぜんと守り続ける、とても素す晴ばらしい方。

　──つまり彼女が言っていた『カディオ様の本命』とは……この方？

　心臓を鷲わし摑づかみにされたような衝しよう撃げきが、ローザリアを襲おそった。

　領民のために尽つくす姿勢は尊敬していたし、何かと批判されることの多い立場を思えば、どことなく共感すら覚えていたのに。

　美しく聡そう明めいで、民たみを思いやる慈じ悲ひ深さを持つ非の打ち所のない完かん璧ぺきな女性が、カディオと関係を持っていたかもしれない。

　指を絡からめながら、親密な距きよ離りで寄り添そい、鍛きたえ上げられた逞たくましい胸むな元もとに顔を埋うずめる姿を想像してしまうと──。

　とぐろを巻くように身体からだ中じゆうを駆かけ巡めぐるこの感情は、一体何なのだろう。あまりに大きすぎて全ぜん貌ぼうを捉とらえることすらできない。

　頭の中はかつてないほど真っ白で、ローザリア自身戸と惑まどってしまう。

　それでも、毅然と立たねばならない。

　手も足も出せずに敗北を認めるのは、ローザリアの矜きよう持じが許さなかった。

「まぁ、彼女はカラヴァリエ伯爵の飼かい猫ねこでしたの。失礼ですが、少々躾しつけがなっておられないようでしたけれど」

「困ったことに、そこがまた可愛かわいらしくてね。つい甘やかしてしまうんだ」

「……」

　大人の魅み力りよくを見せ付けられているようだった。

　器うつわの大きさも、何もかもが敵かなわない。

　レイリカは、背後で待たせている男性を振り返った。

　制服からして彼女の家に仕える従者だろう。

「すまないね、所用の途と中ちゆうだったんだ。あの子がしたことへの謝罪は、また日を改めて」

　彼女はローザリアからカディオに視線を移すと、いたずらっぽく片目をつむった。

「それではカディオ殿。今後も夜会で会うことがあったら、よろしく頼むよ」

「は、はぁ……」

　レイリカは、そのまま颯さつ爽そうと歩き去っていった。

　呆ぼう然ぜんとその背中を見つめながら、ローザリアは呟つぶやく。

「わたくしは、あと何度こうして絡まれるのかしらね」

　スーリエ家の令嬢といい、何だか街に出るたびに憂ゆう鬱うつな思いをしている気がする。

　放心状態だったカディオが、サッと青ざめた。

「す、すみません……！」

「いいえ。カディオ様を責めても仕方がないことくらい、理解しておりますわ」

　だが、理性と感情は別物だ。

　過去の『カディオ・グラント』の女性関係にこれほど翻ほん弄ろうされては、八つ当たりの一つもしたくなるというもの。

　謝ろうにもそれ以上の言葉が見つからないカディオに視線を定め、アイスブルーの眼まな差ざしを細めた。浮かべるのは氷の微び笑しよう。

「とはいえ何かしらの仕返しをしなければ腹の虫が納まらないのも事実ですし、どうしたものかしら。ねぇ、カディオ様？」

　不気味なほどの静けさを身にまとわせ、一歩一歩近付いていく。

　迫はく力りよくに圧おされた彼はほとんど半泣きだ。

　そうして、憐あわれな子羊のように怯おびえるカディオの前で立ち止まると──ローザリアは不ふ穏おんな笑みを消した。

「……なんて、冗じよう談だんですわ。わたくしにあなたを怒おこる権利など、ありませんもの」

「ローザリア様……」

　感情を映さぬ透とう徹てつとした眼差しに、カディオは目を見開いた。

「あの……」

「戻もどりましょうか。このままでは門限に間に合わなくなってしまいます」

　口を開きかける彼にあえて気付かぬふりをして、ローザリアは歩き出した。

　振ふり返ることなどできなかった。
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　ミリアとグレディオールは、主人を暖かな部屋で出で迎むかえた。

「お帰りなさいませ、ローズ様」

　普ふ段だんの彼女ならば笑え顔がおで応こたえるはずが、なぜかローザリアはドアの前から動こうとしない。

　怪け訝げんに思ったミリアはそろりと近付いた。

　もしかしたら、何か傷付くような出来事でもあったのかもしれない。

　幼少の頃ころから聡明で理知的だった主人であるが、まだ十代の少女なのだ。落ち込むことや悩なやむことがあって当たり前だろう。

「……ローズ様？」

　悲しみに触ふれぬよう慎しん重ちように声をかけると、ローザリアがゆっくり顔を上げる。

　そこには悄しよう然ぜんとした表情が──微み塵じんもなかった。

「ミリア。確か、乾かん燥そうがひどいローザンランド王国から取り寄せた温泉水があったわね。それに熱砂の国アバドゥから仕入れた蜂はち蜜みつを練って固めた美容クリーム、月下美人の花から成分を抽ちゆう出しゆつした香こう油ゆも。今ここにある基き礎そ化け粧しよう品、ありとあらゆるものを用意してちょうだい」

「は、はい。……えっと、何を始められるのですか？」

　そこにいるのは、恋こいする乙女おとめと呼ばれるような生易しいものではなかった。

　きらめくシルバーブロンドを背中に払はらい、悪あく辣らつに笑む姿は『極ごく悪あく令れい嬢じよう』そのもの。

「敵はかなり素晴らしい女性だったわ。わたくしこれから緊きん急きゆうで、身も心も磨みがき上げる必要があるの。まずは手近でできる美の追求よ。精神の美については追おい々おい考えましょう」

　ローザリアは、不ふ撓とう不ふ屈くつだった。

　燃え上がる主人を見て、優ゆう秀しゆうな侍じ女じよは諸もろ々もろ察した。

　すぐさま頷うなずき収納棚だなをひっくり返していく。

「それでこそローズ様です！　他ほかにも、泥どろパックなるものもご用意できますよ！　髪かみの艶つやが増すと評判のツバキ油も！」

「いいわね。どんどん試ためしましょう」

「お待ちください、もしかしたら肌はだに合わない成分があるかもしれませんので、まずは腕うでなどで少量お試しを──……」

　にわかに戦時の最前線のような様相を呈ていしてきて、ノリについていけないグレディオールは半眼になった。

　女性とは、いつの時代どの世界であっても、たくましいものだ。
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　寒さが緩ゆるみ、レスティリア王国にも雪解けの季節がやって来た。

　初春に咲さく花が少しずつ綻ほころび始め、固い蕾つぼみから鮮あざやかな色味をささやかに覗のぞかせる。それはまるで、これから訪おとずれる彩いろどり豊かな季節を予告しているかのようだった。

　レスティリア学園の、目立たない校舎裏の一角。

　そこに、一人の少年がいた。

　彼は下級貴族の出身で、容姿も中身も突とつ出しゆつしたところのない人間だと自覚していた。

　趣しゆ味みも貴族にはあるまじき土いじりで、中でも花を育てるのが好きだった。

　上辺ばかりを取り繕つくろった会話や厳しい勉強に疲つかれた時は、この裏庭の花か壇だんの手入れをする。それが、少年にとって憩いこいの時間だった。

　穏おだやかで寛かん容ような家族だけは彼の趣味を認めてくれるけれど、クラスメイトに知られればきっと鼻で笑われる。

　なのでこうしてひと気のない場所で、小さな花壇の世話をしていることは誰だれも知らない。

　知られてはいけないと、思っていた。

　偶ぐう然ぜん通りかかった、セルトフェル侯こう爵しやく令嬢に見つかってしまうまでは。

「あ……」

　思いもよらない事態に、咄とつ嗟さに言葉が浮うかばない。

　ローザリア・セルトフェル。かの有名な『薔ば薇ら姫ひめ』であり、『極悪令嬢』。恐おそろしい噂うわさだけならばいくらでも聞いている。

　地味で目立たない自分には、縁えん遠どおい存在だと思っていたのに。

　嘲あざ笑わらわれ、育ちの悪さをこき下ろされるだけならばまだいい。

　けれど、ようやく開き始めた花達を、もしくだらないと踏ふみにじられたら。

　セルトフェル侯爵家に逆らえば、吹ふけば飛ぶような弱小貴族など、どうなるか分からない。両親や、最近生意気になってきた妹に迷めい惑わくがかかるかもしれないのだ。

　大切な花を守り通せなかったとしても、絶望と共に全すべてを受け入れるしかなかった。

　嵐あらしに耐たえるように固く歯を食い縛しばる。

　きつく握にぎり締しめすぎたせいで、シャベルを持つ手が震ふるえた。

　けれどローザリア・セルトフェルは、少年が予想するどの行動も取らなかった。

「それらは、あなたが育てているの？」

「……え？」

　質問の意図が分からず、何も返すことができなかった。

　彼女のアイスブルーの瞳ひとみが、背中に隠かくした花壇の花々に移る。

　そして、ゆっくり氷が解け行くように、微笑ほほえんだのだ。

「きっと、綺き麗れいに咲くのでしょうね」

　その、美しさといったらなかった。

　シルバーブロンドを肩かた口ぐちでサラリと揺ゆらしながら、僅わずかに首を傾かたむけて。雪原に咲くプリムラの花のごとく可か憐れんな唇くちびるに、清らかな笑みを浮かべて。

　冷たいと決め付けていたアイスブルーの瞳は、まるで彼の大好きなネモフィラのように優やさしく、神秘的だった。

「満開になったら、また来てもいいかしら？」

「は、はい。もちろんです……」

「ありがとう。楽しみにしているわ」

　そうして、彼女は去っていく。ピンと伸のびた背筋すら美しい。

　風になびくシルバーブロンドは気高い花のようでありながら、蜜みつを求めて舞まう蝶ちようのようでもあるような。

「あれが、ローザリア・セルトフェル様……」

　少年はしばらく、ただひたすら放心していた。
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　校舎裏を通り過ぎ、目的地である中庭へと向かう。

　ローザリアは生まれて初めて、友人との昼食というものに誘さそわれていた。

　準備を万ばん端たんに済ませたいと彼女自身が熱弁したため、同じクラスだというのにわざわざ時間をずらして向かっている。

　まだ少し肌はだ寒ざむい時季だけれど、屋外で食事をするという初めての経験に興奮気味なので全く気にならない。心持ち足取りも軽かった。

　少なくとも、一人寂さびしく特別席で食事を取るよりずっといい。

「あ、ローザリアさん！」

　春になれば花盛りとなる日当たりのよい中庭に、快活な声が響ひびいた。

　元気いっぱい手を振ふっているのは、ルーティエだった。

　紅茶や配はい膳ぜんの準備をしているのは、おなじみ彼女の取り巻き達。アレイシスとジラルド、そしてフォルセだ。

　最近は特に、一人きりでの昼食が続いていた。

　そんなローザリアのためにルーティエが企き画かくしたのが、今日のピクニックランチだ。

　現げん役えき執しつ行こう部ぶ員いんであるフォルセもちゃっかり参加できているが、レンヴィルドは近付く卒業式に向けて在校生代表の送辞を任されているため特別多た忙ぼうらしい。

　とはいえそんなフォルセも、忙いそがしい中無理やり時間をひねり出しているだろうことは容易に想像がつく。

　なぜなら今日の昼食は、全てルーティエの手作りなのだ。

　メインはトマトやレタスやハム、チーズを挟はさんだ色とりどりのサンドイッチで、茹ゆで玉たま子ごや鶏とり肉にく、ベーコンなど食べ応ごたえのありそうなものもたっぷり用意されている。

　揚あげた鶏肉やマッシュポテトのようなもの、ドレッシングで和あえたブロッコリーなど、付け合わせも充じゆう実じつしていた。

　黄色いものはオムレツのように見えるが、やけに形が整っている。何かが綺麗に巻かれているし、珍めずらしい料理のようだ。

「こんなにたくさん作ってくださったのね。見たことないものばかりだわ」

「そうだね！　こっちのせか……じゃなかった、貴族の人達は知らないものばかりかも！」

　ルーティエが慌あわてて誤ご魔ま化かしたのは、おそらく前世で一いつ般ぱん的な食べものだからだろう。確かに、サンドイッチにこれほど様々な具材を挟む調理法は聞いたことがない。

「これはベーコンとコーンのポテトサラダでね、これはほうれん草とチーズを巻いた玉子焼きだよ！　お口に合うか分からないけど！」

　前世の彼女はほとんど病院にいたらしいので、料理を嗜たしなむようになったのはこちらの世界に転生してからのはずだ。

　パン屋を営む両親とは、今も良好な関係を築けているのだろうか。

　はにかんで笑うルーティエに何か答える前に、猛もう烈れつな勢いで男性陣じんが割り込んだ。

「全部すげぇうまそうだよ！　きっといい奥さんになるんだろうな！」

「ルーティエ先せん輩ぱいの作ったものなら、おいしいに決まってます！」

「家庭料理というものだね。とても楽しみだな」

　彼らから漂ただよう必死感に呆あきれてしまう。好きという気持ちを隠そうともしていない。

　──わたくしもそれくらいの情熱を、見せるべきなのかしら……。

　あれから十日ほどが過ぎたけれど、ローザリアは未いまだにカディオのことを避さけていた。

　みんなで集まっている時は、レンヴィルドやルーティエに心配されないよう、今まで通りに接している。

　ただ、以前のようにローザリアから二人きりになろうとはしないだけ。積極的に話す機会を作らないだけ。

　それだけで、自然と距きよ離りが開いてしまった。

　ローザリアが歩み寄る努力をしなければ、その程度の関係だった。

　ただ、それだけ。

　そんな事実にすら胸をざわつかせずにいられないのだから、本当に浅ましく身勝手な人間だと我ながら思う。

　時折カディオが、何か言いたげにしていることは気付いている。

　それをあえて無視しているのは、子どもっぽい独どく占せん欲よくだ。

　ローザリア以外いらないと言わせたい。必要とされたい。同じ熱量で見つめてほしい。過去のどの女性よりも、特別でありたい。

　──何て、幼よう稚ちな発想。追いかけて捕つかまえてほしいだなんて。

　だから、レイリカのような成熟した女性に劣れつ等とう感かんを刺し激げきされる。

　──もっと。もっと綺麗になれば、自信を持って向き合える。きっと……。

　過去の『カディオ・グラント』と、今の彼は別人格だ。分かっているのに。

　カディオとレイリカが仲なか睦むつまじくしている幻げん想そうが、振り払はらえない──。

「ローザリアさん？」

　名前を呼ばれ、ようやく物思いから覚める。

　焦あせって顔を上げると、ルーティエの静かな瞳とぶつかった。

　今のローザリアを見て、彼女はどう思うだろう。咄嗟に浮かんだのは不安だった。

　身勝手で、利己的で、ずるい。

　こんなにも醜みにくい自分を、知られたくなかった。

　内心怯おびえるローザリアに、ルーティエはただ笑った。いつも通りの無む邪じや気きさで。

「さぁ、食べよっか」

　彼女の号令がかかったその瞬しゆん間かん、アレイシス達が一いつ斉せいに動き出した。

　ルーティエの手作り料理を巡めぐる熾し烈れつな争いは、水面下で白熱していく。

　優ゆう雅がに振る舞っているつもりだろうが料理に伸ばすフォルセの手は残像が見えるほど素す早ばやいし、アレイシスが全種類を制せい覇はしようとしているのは明らかだ。

　ジラルドだけが、二人の勢いに気け圧おされオロオロしていた。

　すると、ルーティエが注意を飛ばす。

「コラ、駄だ目めでしょ二人共！　みんなで仲良く食べるために作って来たんだからね！　独ひとり占じめするようならあげないよ！」

「ごめんね、つい……」

「悪い」

　慌てて謝る両者を尻しり目めに、ジラルドは悠ゆう々ゆうと料理を取り分け味わっている。

　そこに先ほどの怯えた様子はなく、全すべてが彼の抜ぬけ目ない計算だったと分かった。

　こんなところで次期宰さい相しよう候補らしさを発揮してどうすると言いたい。

　あからさまな彼らを見ていると己おのれの行動を省かえりみて苦い気持ちにもなるけれど、それ以上にちっぽけな悩なやみなどどうでもよくなる。

　ローザリアは苦く笑しようを漏もらすと、自らもサンドイッチに手を伸のばした。

　せっかくルーティエが考えてくれたピクニックランチを、楽しまないでどうする。

　サンドイッチを頰ほお張ばると、苦笑は驚おどろきに変わった。

　瑞みず々みずしいレタスの歯応えと、完熟トマトの旨うまみ。塩気の強いジューシーなベーコンと、濃のう厚こうなチェダーチーズ。パンにたっぷり塗ぬられたマスタードマヨネーズがそれらをまとめあげつつしっかり主張している。

　そして何より驚いたのが、耳までフワフワの柔やわらかいパンだ。

　しっとりとしていて、嚙かめば嚙むほど小麦の甘みが口いっぱいに広がる。同時に、黒くろ胡ご麻まの香こうばしさが鼻を抜けていった。

「──おいしい。パンに練り込まれている黒い粒つぶは、胡麻だったのね」

「当たりー！　うちの人気商品なんだー」

「すごいわ。ルーティエさん、料理がお上手なのね」

「やだな、照れるよー！」

　彼女は軽く流しているが、本当にお世辞抜きでおいしかった。

　ポテトサラダのベーコンも一度カリカリになるまでフライパンで焼いてあるし、パンに塗るものもバターやクリームチーズなど、挟む具材によって種類を変えていた。

　玉子焼きも、中心に巻かれたほうれん草からはバターと塩コショウの風味がする。別で下味を付けてしっかり炒いためているのだ。

　何より、一つ一つが手間を惜おしまず丁てい寧ねいに作られていると分かる。

　だからこそ、ルーティエの真心が伝わるのだろう。

　宮きゆう廷てい料理とは全く異なる、食べるだけで元気がもらえる料理だ。

　男性陣に負けない量を平らげた頃ころ、ローザリアはすっかり笑え顔がおに変わっていた。

「満足ですわ……。ご馳ち走そうさまでした」

　食器やランチボックスの片付けはアレイシス達に任せ、紅茶を飲みながら一息つく。

　吹ふき抜ける柔らかな風が前まえ髪がみを揺ゆらした。

「よかった。ちょっと作りすぎちゃったかなって思ってたけど」

「そうね、少なくてもよかったかしら。あればあるだけ食べてしまいそうだもの」

「何それ最高の褒ほめ言葉」

　カップで指先を温めながら、ルーティエも嬉うれしそうに笑う。

「──元気が出たなら、よかった」

　風に乗せるように、彼女がそっと呟つぶやく。

　湖面のように凪ないだ瞳ひとみが、ローザリアを見つめていた。

「最近ずっと、何か悩んでるようだったから」

「あ……」

　やはり、気付かれていたのだ。このどうしようもない醜さを。

　ローザリアは恥はじ入るように俯うつむいた。

　けれどルーティエの眼まな差ざしはどこまでも透とう明めいで、優やさしい。

「はじめはね、悩みがあるなら何でも相談してくれればいいのにって思ってたんだ。でも私は貴族じゃないから、聞いたところで理解できないかもしれないって気付いたの。だったら、他ほかに何ができるかなって」

　手元の紅茶を見つめるルーティエの横顔は、綺き麗れいだった。

　一点の曇くもりもない眼差しは、彼女が無邪気なだけの人間ではないと語っているようだ。

　凜りんとして、可か憐れん。アレイシスらはきっと、この強さに惹ひかれているのだろう。

「私は単純だから、おいしいものを食べると元気になるんだ。それと、友達と騒さわぐのも好き。こんなことしかできないけど、少しでもローザリアさんの気分が晴れたら、嬉しいな」

　翡ひ翠すい色いろの瞳をこちらに向け、ルーティエは微笑ほほえんだ。

　春の訪おとずれを感じさせる風に、彼女のストロベリーブロンドがなびく。

　柔らかな日差しにキラキラと光る笑顔が、絵画のように美しい。けれどルーティエの躍やく動どう的な美は、時間を止めてしまうのが惜しいとも感じる。

　束つかの間見み惚とれていると、彼女は好こう奇き心しんいっぱいの表情になってローザリアににじり寄った。

「ねぇねぇ。ところでずっと思ってたんだけど、ローザリアさん綺麗になったよね」

「はい？」

　首を傾かしげるローザリアに構わず、彼女はシルバーブロンドの毛先に触ふれた。

「何これ髪かみも肌はだも艶つや々つや！」

「まぁ……。この頃ごろ、美容に力を入れているので」

　美容に関することなら手当たり次し第だい試ためしているので、髪も肌も日々艶を増している。指先まで抜かりなかった。

　それも全て、貴族のあれこれとは程ほど遠とおい悩みから派生した行動だと思えば、ローザリアは居たたまれない。真っ直すぐな眼差しが刺ささりすぎる。

「うわぁ、爪つめまでピカピカ……神こう々ごうしすぎる！　女め神がみ様さまみたい！」

　ルーティエの発言には全ぜん肯こう定ていが基本姿勢のジラルドも、これには苦笑いだった。

「女神って、それはさすがに言いすぎじゃないですか？」

　ところが十年来の付き合いであるアレイシスとフォルセは、後こう輩はいとは異なる反応を見せた。神しん妙みような面おも持もちになってローザリアをまじまじと眺ながめる。

「まぁ……綺麗になったよな。前よりさらに」

「そうだね。肌もまるで、内側から光っているみたいだ」

　庇かばってくれる気持ちは嬉しいが、無理やり褒められても決まりが悪い。

　優しい義弟おとうとと幼おさな馴な染じみから、ローザリアはそっと目を逸そらした。

「……変わりたいと、思ったの」

　彼らの前で情けなく弱音を吐はくのは、初めてのことかもしれない。

　ルーティエの前向きな言葉に、優しさに、少なからず感化されているようだ。

「それなのに、気ばかり焦あせってしまって。外皮だけ磨みがいても意味がないことは分かっているのだけれど、わたくしには知識以外何もないから」

「外皮って、身も蓋ふたもなさすぎるだろ」

　すかさずアレイシスから訂てい正せいが飛んだ。さすが、長い付き合いだけある。

　特に慰なぐさめなどは期待していなかった。抽ちゆう象しよう的すぎて、彼らも感想に困るだろう。

　けれど、意外なところから返事があった。

「お前が、何も持っていないはずないだろう」

　不快げに眼鏡めがねを持ち上げてこぼすのは、ジラルドだった。

「知識もさることながら、優すぐれた容姿に高い地位、信しん頼らいできる使用人、心配してくれる義弟も幼馴染みも友人もいる。これ以上何が必要だと言うんだ！」

「ジラルド様……」

「大体、お前は次期宰相候補との呼び声高いこの僕の目標なんだぞ！　そのお前がそんなふうに落ち込んでいたら、調子が狂くるうだろうが！」

　鳶とび色いろのややつり上がった瞳が、ローザリアを貫つらぬくようだった。強い意志の込められた眼差しはあまりに潔いさぎよい。

　彼は、出会った頃から変わらない。

　陰かげで悪口を囁ささやかれるより、はっきりと敵意を向けられる方がどれだけ小気味よいか。

　ローザリアは、ゆっくりと口角を緩ゆるませた。

「……ありがとうございます、ジラルド様」

　謝意を告げると、ジラルドは真っ赤になってそっぽを向いた。

「べ、別に僕は、お前を慰めるために言ったわけじゃ──……」

「まさかジラルド様がわたくしの容姿を褒めてくださるなんて思いませんでしたわ。それに、次期宰さい相しよう候補との呼び声高いなどと自じ称しようなさるなんて」

「……へ」

　彼が呆あつ気けに取られている間に、淀よどみなく続ける。

「ところでわたくしが少々気になったのは、『お前』呼ばわりされることです。あなたが真の紳しん士しならば、無礼であることくらいお分かりですわよね？」

「なっ、」

「これからは、どうぞ『ローザリア』と」

　貴族としての体てい裁さいをちらつかせ、ニッコリと微笑みを押し付ける。

　すると彼は悔くやしそうにしながらも、ゆっくりと口を開いた。

「ロ、ロ、ローザ……」

　ジラルドの唇くちびるは戦慄わななき、顔も茹ゆでたように赤い。

　それでも制止はしないでいると、限界を超こえたのか彼は髪を振ふり乱しながら絶ぜつ叫きようした。

「クソ、呼べるかー!!」

「あら、はしたない」

　彼の勢いで紅茶に被ひ害がいが及およびそうだったので、サッとティーカップを脇わきによける。

　ローザリア達のやり取りにルーティエはクスクス笑い、アレイシスとフォルセは何やらしみじみと頷うなずきつつジラルドの肩かたを叩たたいて励はげましていた。

　馬ば鹿か馬鹿しい賑にぎやかさに、ローザリアも心が軽くなって笑った。そうしてふと、あるものを持ってきていたことを思い出す。

　鞄かばんの中にしまっていた純白の箱をルーティエへと差し出した。

「ルーティエさん。これは、以前にいただいた組み紐ひも飾かざりのお礼よ。今日のランチの分だけ、また恩が増えてしまった気もするけれど」

「……え、えぇぇええ!?　そんな、いいんだよ恩なんて！」

　きょとんと目を瞬またたかせていたルーティエが、にわかに狼狽うろたえだす。

　それでもローザリアが引かずにいると、興奮冷めやらぬ様子で受け取った。

「うわ、うわぁ、嬉しい、どうしよう！　私が勝手にしたことだから恩とかお返しとか本当にいいんだけど、でも、すごく嬉うれしい！　開けてみてもいい!?」

　はち切れんばかりの笑え顔がおを向けられ、何だかローザリアの方が恥ずかしくなってくる。若じやつ干かん視線をずらしつつ、小さく頷き返した。

　お礼であってプレゼントではないので、過か剰じような包装はしていない。シンプルな立方体に近い箱を、ルーティエが待ちきれないといった手付きで開ける。

　誰だれかに贈おくりものをした経験が圧あつ倒とう的に少ないローザリアは、やや緊きん張ちようしながらルーティエの反応を見守った。

「うわぁ……！」

　黒いクッションに収められているのは、万年筆のインクだった。

　コロンと丸みを帯びた蓋には繊せん細さいなカッティングが施ほどこされ、まるで香こう水すいの瓶びんのよう。

　凝こった細工のわりには手て頃ごろな値段だし、消しよう耗もう品だからもらって困るということもない。インクの色は、シンプルで飽あきのこないブルーグレーを選んだ。

「そのインク、花の香かおりがするのよ」

「えぇ？　わぁ、本当だ！　不思議！　素す敵てき！　こんなのもらっちゃっていいのかな!?」

「差し上げたのだから返されても困るわ。……ちなみにわたくしも、同じものを買ったわよ」

「わぁぁんっ！　しかも念願のお揃そろい！」

　ルーティエはそっと取り出したインク壺つぼを、大切そうに抱かかえた。

　宝物を手にした子どものような反応にホッと息をつく。

「ありがとう！　大事にするね！」

「いえ、使わなくては意味がないでしょう」

　あまりに目映まばゆい笑顔を向けられ、じわじわと頰ほおが熱くなる。ローザリアは気き恥はずかしさを紛まぎらわすために唇を尖とがらせた。

　すると、なぜかアレイシスとフォルセがガックリと項うな垂だれる。

「君って本当に心から好きな相手には、そんな感じになるんだね。一応元婚こん約やく者なのに、一度も見たことないとか……」

「何か色々と衝しよう撃げき的で、今さら胸が痛いてぇ……」

　胸を押さえて震ふるえる二人に、今度はジラルドが力強く肩を抱だいた。何の一体感だ。

　男性陣じんの不ふ審しんな挙動に首を傾げていたルーティエだったが、しばらくすると興味をなくしたのかローザリアを振り向いた。

「そういえばこの学園、冬休みがないんだね。連休になったらローザリアさんとどこかに遊びに行こうと思ってたのに」

　冬期休きゆう暇か、というのはレスティリア学園だけでなく、どこの学校を探しても見つからないはずだ。彼女はまた不用意に前世での経験を暴ばく露ろしているのだろう。

　ローザリアはそっと息をつくと、レスティリア王国での常識を語った。
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「冬だけでなく、夏も秋も長期休暇などないわよ。例外は春期休暇だけれど、これもあくまで新年度への調整のために設けられたものだから一週間程度しかないわ」

　ルーティエはやたらと悲ひ愴そうな顔付きになって叫さけんだ。

「えぇー!?　何でそんなにお休みないの!?」

「逆に訊ききますけれど、なぜそんなに休めると思っているのかしら」

　将来国を背負しよって立つ人材を育成しているのだ。たっぷり休めると思う方がおかしい。

　それでも彼女は唇を尖らせながら言い張った。

「だって、夏は暑いでしょ？　勉強してても効率悪いから休むの。冬も寒いから同じ理由で勉強なんてしてられないでしょ？」

「何ですかそのどこかの南の島の子ども達のような休み方は。風が吹ふけば遅ち刻こくして、雨が降れば欠席するつもりですか」

　ルーティエが思わずといったふうに噴ふき出した。

「前からたまに思ってたんだけど、ローザリアさんってそういう知識どこから仕入れてるの？　それともそういう島や大王がこっちにも実在するの？」

「そのように変わった人物が、そう何人もいるはずないでしょう。これらは、わたくしの従者から聞きかじっているの。本人いわく、時空を超ちよう越えつする存在らしいから。とはいえグレディオールは選えり好みが激しいから知識に偏かたよりがあるのが難点だけれど」

「あぁ、何か分かる。真ま面じ目めな顔して独特なことばっかり言うから、いつも笑いを堪こらえるのに必死だったんだー」

「え、そんなに独特かしら？」

「相当。わざと面おも白しろいことだけ教えてるのかもね」

　あれで案外茶ちや目めっ気があるから、ルーティエの予想もあながち間ま違ちがってはいないかもしれない。ローザリアが異世界の単語を口にするたび無表情の陰で笑っていたのか。

　彼の話を聞くのは面白いが、今後多用は控ひかえるべきか。

　真しん剣けんに悩なやんでいると、ルーティエがポツリと呟つぶやいた。

「……それが本当に私のいた世界なら、グレディオールさんには私の家族が今どうしてるか、見えるのかなぁ」

「ルーティエさん……」

　かける言葉が見つからなかった。

　彼女から、数年前に転生したという話は聞いている。

　治る見込みのない病気を抱え幼い頃ころから入院していて、ほとんど外出を経験しないまま亡なくなってしまったのだと。

　けれど転生前の家族については、何一つ聞かされていないことに気付く。

　この世界での暮らしも長く、順応しているように見えたから、さほど気に留めていなかった。それこそ、年数の浅いカディオばかり心配していた。

　何もかもを失う痛みが、ほんの数年で癒いやされるはずもないのに。

「こっちでのお父さんもお母さんも、優やさしいよ。前世を思い出してから私は相当変わっちゃったと思うけど、それでも大切にしてくれる。──でも、あっちでのお父さんとお母さんも、すごく優しかったんだぁ……」

　彼女の儚はかない笑みは寂さみしげというより、懐なつかしさと慕したわしさに彩いろどられているようだった。

　相談するあてもなく、無理やり悲しみを乗り越こえたために、置き去りにされてしまった感情があるのかもしれない。

　その時、しんみりした空気を裂さくようにアレイシスが叫んだ。

「だから！　俺はルーティエ一筋だって言ってんだろーが！」

　ローザリアは呆あきれて半眼になった。

　その意中の女性の胸中も知らず、一体何の宣言なのか。

　けれどなぜか、ルーティエはクスクスと楽しそうだ。

「簡単には忘れられないけど、元気でいられるのはあの三人のおかげでもあるんだ。また甘ったれたことをって怒おこられるかもしれないけど、彼らに好きって言ってもらえると、ここにいていいんだって安心するの」

　彼女の視線を追って男性陣を眺ながめる。

　転生後の『ルーティエ』を好きになった三人。

　甘ったれなんてとんでもない。

　以前と異なり現実を受け入れた彼女は、ウジウジ悩んでいる今のローザリアよりもずっと強く、眩まぶしく映った。

　ルーティエが朗ほがらかに笑う。

「またいつか、思い出話でも聞いてくれる？」

「えぇ。必ず」

　約束を交かわし、微笑ほほえみ合う。

　優しい時間はゆったりと流れていった。




　　　　[image: くぎり]




　翌日の放課後。

　一人図書館を歩いていると、机に向かっている男子生徒の姿を見つけた。

　春めいた日差しが窓まど際ぎわの席を暖かく照らし、ポカポカと気持ちよい日和ひより。だというのに彼は頭を抱え、わき目も振ふらずに集中している。

　背中を丸めて必死に難問に取り組む姿は、幼い頃のアレイシスを彷ほう彿ふつとさせた。

　養子として引き取られたばかりの頃、彼もよく勉学に行き詰づまって四苦八苦していた。

　何だか懐かしく思えて、そっと近付く。

「……こちらは、また別の公式が必要になるのでは？」

「えっ、あ」

　驚おどろいたように顔を上げる男子生徒に、ローザリアは笑え顔がおを返した。

「ほとんど自力で解けているのに、横から余計な口出しをしてしまって申し訳ございません。失礼いたしました」

　邪じや魔まにならないよう側そばを離はなれ、そのまま返へん却きやく口へと向かう。

　最近は時間を持て余しぎみということもあり、創作小説などを読むようになっていた。

　結局空想にすぎないのだから現実に戻もどれば虚むなしいばかりだと思っていたけれど、自由を知った今なら純じゆん粋すいに楽しめる。少々子どもっぽいが騎き士し物語も好きだ。

　次は幼い頃に挫ざ折せつした恋こい物もの語がたりでも読んでみようか。

　思案していると、進行方向の先で見知った人物が書しよ架かに寄りかかっていた。

「あら、お行ぎよう儀ぎが悪いですわよ」

「あなたこそお行儀がよすぎるようだけれど、一体どうしたの？」

　間かん髪はつを容いれずに返してきたのは、レンヴィルドだった。

　彼がチラリと送る視線をたどると、先ほど話しかけた男子生徒がまだこちらを見ていた。あのやり取りを見られていたらしい。

　彼は王おう弟てい殿でん下かと目が合った途と端たん飛び上がり、慌あわてて机に向き直っている。

「お気の毒」

「それもこちらの台詞せりふだよ。今までどれほど噂うわさをされても周囲に無関心だったあなたが、どういう風の吹き回しなのかな？」

「あら。人に優しくすることは咎とがめられるほどの罪悪なのかしら？」

「では城下で何かを調べ回るのも、あなたが言うところの善行なのかい？」

　カディオから、二人で出かけた時の様子でも聞いているのだろう。

　騎士であるからには報告の義務があるし、それ自体は構わない。けれど。

「……レンヴィルド様？」

　いつも通りの、皮肉の言い合い。

　そのはずだったのに、レンヴィルドの表情がやけに硬かたいことに気付いた。

「もしや何か、怒っていらっしゃいます？」

　抑おさえているつもりなのだろうが、まとう空気がいつもよりどこか刺とげ々とげしい。感情の制せい御ぎよに長たけたレンヴィルドのこんな姿は初めて見る。

　ローザリアの問いを、彼はややぞんざいに首を振って否定した。

「怒ってなどいないよ。ただ、あなたが何を考えているのか分からない。それだけだ。私の与あずかり知らないところで何かあったらと思うと気が気じゃ──」

　まくし立てるような言葉を途と切ぎらせ、レンヴィルドが我に返る。

　そして、ゆっくりと顔をしかめた。瞳ひとみには苦々しさが浮うかんでいる。

「……いや、忘れてくれ。感情的になりすぎた」

「とんでもないことです」

　半ば呆ぼう然ぜんと答えつつ、ローザリアの頭は全速力で稼か働どうしていた。

　レンヴィルドが何に対して怒ったのか、さっぱり分からない。

　他人に優しくしたことを本気で咎めているはずがないので、裏で何か嗅かぎ回られることが気に入らないのだろうか。

　今までの彼ならば、何をしでかすか分からないと、困りながらも笑っていたのに。

　──疲つかれているせいかしら？　それとも何かやましいことがあって、わたくしの行動のどれかしらが、彼にとって都合が悪い？

　調べるといっても、ルーティエへの贈おくりものを選ぶついでに暴行事件の現場を覗のぞいてみただけだ。それもレイリカと遭そう遇ぐうしたことによってほんの僅わずかだけ。

　──確かに気になる点はあったけれど……。

　混乱と胸のざわつきを、とりあえずローザリアはきっぱり封ふうじることにした。

　完かん璧ぺきな笑みで表情を飾かざり、この場を切り抜ぬける。

「先ほどのご質問にお答えいたしますわね。ネガティブキャンペーンはわたくしの性しように合わないので、ポジティブキャンペーンを行っている。ただそれだけのことですわ」

「ネガ……？　何だいそれは」

「あぁ、失礼いたしました。つい従者の言葉が移ってしまいましたわ」

　グレディオールが時折口にする単語は、こちらの世界に存在しないものだ。しかも多用は控ひかえようと考えたばかりなのに。

「簡単に言いますと、よい人間を演じることによって利益を得る、ということです」

「その身も蓋ふたもない解かい釈しやくで合っているのかはなはだ疑問だけれど、それよりも今さら感がどうしても拭ぬぐえないのはなぜだろう」

「あら。わたくしだって心を入れ換かえることくらい、ありますのよ。──それでは、こちらで失礼させていただきますわね」

　いかにも胡う散さん臭くさげなレンヴィルドの視線をヒラリとかわすと、ローザリアは出入り口に向かって歩き出した。

「……あ、」

　引き留めるように上げかけたカディオの声も、気付かなかったふりをする。

　弱りきった表情にも、伏ふせられた瞳にも。
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　何も借りないまま図書館を出てしまった。手痛い失敗だが今回は仕方がない。

　いつもとどこか様子の異なるレンヴィルド。寂さみしげなカディオ。彼らの顔が、まだ頭の中をちらついている。

　今まで、対人関係で悩なやんだことなどなかった。

　だから、こんなにもうまくいかない。自分の感情の制御すらままならない。

　わだかまりを抱かかえて廊ろう下かを歩いていると、前方にフォルセがいることに気付いた。

「ごきげんよう、フォルセ」

「あぁ、ローザリア」

　立ち止まり振り返る彼に、元婚こん約やく者というぎこちなさはもうない。

「こちらにいるということは、図書館帰りだね？」

「えぇ。そういうあなたは、これから執しつ行こう部ぶ員いんとしてお仕事かしら？」

　フォルセが抱える書類のファイルを見下ろしながら問い返す。図書館の近くには、確か執行部室の入る校舎があった。

「選挙の準備が大おお詰づめな上、卒業式に入学式。最近はまた輪をかけて忙いそがしそうね。ルーティエさんといる時間もずいぶん減ってしまったのではない？」

「そうだね、って君に言っていいのか悩むところだけれど。猫ねこの手も借りたいくらい忙しいのは事実だよ」

　おどけたように肩かたをすくめるフォルセに、ローザリアはここぞとばかりに迫せまった。

「では、わたくしの手を借りるのはいかが？　簡単な雑用くらいであれば、重要書類に触ふれることもございませんし」

「いや、そういうわけにはいかないよ。そもそも役員以外、執行部室は立ち入り禁止だし」

　困ったように手を振ふる彼に、ローザリアは目を伏せた。

「そうよね……。今日は何となく一人になりたくなくて、お仕事の手伝いでもしていれば気が紛まぎれると思ったのだけれど」

　泣き落としにかかるも、そこはさすが幼おさな馴な染じみ。あっさり騙だまされてはくれない。

「寮りように戻ればミリアとグレディオールがいるじゃないか」

「では、元婚約者のよしみで」

「本当にすぐ切り替かえるよね。しかも元婚約者なんだから、むしろ何のよしみもないよね」

　言い出す端はしから策を封じられ、ローザリアは束つかの間口を噤つぐんだ。

　ついに切り札を使う時が来たようだ。

「──元はと言えばあなたの身勝手で、婚約を破は棄きしたようなものなのに」

　ボソリと恨うらみ言を呟つぶやけば、彼は頰ほおを引きつらせた。

「うわ、それを言われると……でも君だって、僕との結けつ婚こんを望んでいたわけでは……」

「心変わりをした殿との方がたは途端に冷たくなると聞くけれど、まさか幼馴染みでもあるフォルセがこんなにも変わってしまうなんて……」

　追い打ちをかけると、フォルセは苦々しげに白旗を振った。

「……確約できるのは交こう渉しようまでだ。許可が下りなかったら諦あきらめてくれ」

「もちろんよ。交渉の機会を与あたえてもらえるだけで十分。あとは、わたくしが許可をもぎ取るまでだもの」

「自ら交渉するつもりなのかい……」

　コロリと豹ひよう変へんするローザリアに、彼は頭痛を堪こらえるようにこめかみを揉もみほぐした。

「ところで君、なぜそんなに執行部室に興味が……」

　フォルセが何か言いかけた時、二人の前を歩いていた女生徒が白いハンカチを落とした。

　ローザリアは素す早ばやく動いてその落とし物を拾う。

「落とされましたよ」

　振り返った女生徒は、『極ごく悪あく令れい嬢じよう』に話しかけられるという想定外の事態に硬こう直ちよくする。

　失礼な反応だが、構わずその手の平にハンカチを握にぎらせた。

「あら。リボンが曲がっておりますわ」

　制服を飾るカスタードクリームのような色合いのリボンが、僅かに歪ゆがんでいる。

　ローザリアは体に触ふれないよう気を付けながら、そっと位置を正した。

「『身み嗜だしなみは人を映す鏡』と言いますから細部まで手を抜かないように、ね」

　小首を傾かしげて微笑ほほえむと、若じやつ干かん青ざめてすらいた少女の頰に赤みが差した。これも美容の成果だろうか。

　ローザリアが再び歩き出すと、隣となりに追い付いたフォルセが口を開いた。

「……君が親切だなんて、一体何を企たくらんでるんだい？」

「人聞きが悪いわね。わたくしが優やさしいのは、それほどおかしなことかしら？」

　レンヴィルドといい、なぜ善行を疑うのか。

「答えるつもりはありません。日に何度も同じ説明をするなんて二度手間だもの」

「君ってひどく理り不ふ尽じんだよね」

「えぇ。あなたにだけは」

「それをいい意味での特別扱あつかいだと思っていたのだから、昔の自分が嘆なげかわしいよ……」

　フォルセの長々としたため息が廊下に響ひびいた。

　彼に案内され、階段を上る。

　この棟とうは教科準備室が多いため、生徒の出入りはほとんどないようだ。ざわめきが一気に遠ざかっていく。

　二階には、各委員会の委員長や執行部員が集まるための大会議室、風紀委員室が並び、執行部室は突つき当たりにあった。

　教室と大差ない簡素な扉とびらに手をかけると、フォルセが振り返って念を押す。

「くれぐれも、みんなに迷めい惑わくをかけないように」

「しつこいわよ、フォルセ」

「言っても無む駄だなことは百も承知だけど、せいぜいこちらの気休めにはなるからね」

　それは、ローザリアが迷惑をかける前提で心の準備をしているということだろうか。

　重要書類は絶対見ないと約束しているのに、つくづく失礼な幼馴染みだ。

　フォルセが扉を開く。

　内装も、想像以上に事務的だった。

　部屋の中央に向かい合って並ぶ四つの机と、窓まど際ぎわのやや大きめな机。位置関係的に、おそらく窓際が執行部長の席だろう。

　書しよ架かにはズラリと並んだファイルや紙の束が。机を挟はさんだ反対側には応接用か休きゆう憩けい用か、ソファも設置されていた。

　執行部員に選出されるのは、代々王族や高位の貴族が多い。

　その分さぞ優ゆう遇ぐうされているのだろうと想像していたが、思いの外飾かざり気のない室内だ。

　そんな質しつ実じつ剛ごう健けんとも言える部屋には、一人だけ生徒がいた。

「あら。ごきげんよう、カラヴァリエ様」

「セルトフェル嬢か。どうしてここに？」

　書架の前でファイルを開いているのは、デュラリオン・カラヴァリエだった。普ふ段だんは着けていない眼鏡めがねをかけている。

　フォルセが肩をすくめながら嘆たん息そくした。

「すまないね、デュラリオン。彼女がどうしてもついて来たいと聞かなくて」

「不ぶ躾しつけな訪問、大変申し訳ございません。何かに没ぼつ頭とうしていたいと悩んでおりましたところ彼に出会い、我が儘ままを申してしまいました」

　ローザリアはフォルセにした時と同じようにしおらしく俯うつむくと、悲しみを堪える素そ振ぶりで気き丈じように微笑んでみせた。

「決してお邪じや魔まはいたしません。雑用でも何でもいたしますので、どうかほんの少しでもお手伝いさせていただけませんか？」

　幼馴染みは引っかからなかったけれど、付き合いの浅いデュラリオンは気の毒そうに凜り々りしい眉まゆを下げた。

「そうか。誰だれしも色々な事情があるだろうから深く訊きかないが……そうだな。では、小冊子の作成でも手伝ってもらおうか」

「まぁっ！　ありがとうございます！」

　大げさに感謝を表現すると、フォルセが物言いたげにローザリアを見つめていた。当然無視させていただく。

　案内されたのは、書類が積まれた机の前だ。

　選挙に関するプリントを五枚ずつ束にして、全校生徒に配るらしい。

　内容は来年度の執しつ行こう部ぶ入りが内定している者達の抱ほう負ふや、空席の庶しよ務むに推すい薦せんされている何名かの候補者の名前。推薦に必要な条件、そして選挙の方法と開かい催さいされる日時。

　最も多く票を集めた者が採用される方式であることも、不正を妨さまたげるために執行部員が開票作業にあたることも、周知の事実。

　秘ひ匿とくすべき内容ではないので、関係者以外が見ても確かに問題なさそうだ。

　プリントを丁てい寧ねいに重ねていき、クリップでまとめる。

　地味な作業をローザリアは文句も言わずこなした。

　レンヴィルドやアレイシスが提出していたらしい就任についての抱負を流し読みしながらだったので、意外と退たい屈くつしない。

　黙もく々もくとそれぞれの作業をする中、フォルセが席を立ったのは日が傾かたむき始めた頃ころだった。

「そろそろ暗くなってきたし、今日はこの辺りにしておかない？　ローザリアもあまり遅おそくなると、グレディオール殿どの達が心配するよ」

　明かりを点つけながら問いかける彼に、デュラリオンは壁かべ掛かけ時計を確かく認にんしてから頷うなずいた。

「そうだな。寮まで近いとはいえ、か弱い令嬢に夜道を歩かせるわけにはいかない」

「か弱いかどうかはさておき、一人で帰すわけにもいかないからね。僕は図書館に返へん却きやくする本があるから、しばらく待っていてほしいのだけど」

　一いつ般ぱん的な令嬢達とごく自然に区別するフォルセへの文句は笑え顔がおで吞のみ込み、ローザリアは成り行きを見守った。

　話し合いの末、彼が図書館から戻もどるのを待つ間デュラリオンと休憩することになった。

　紅茶を淹いれるために立ち上がったローザリアだったが、デュラリオンにソファ席を勧すすめられる。何と彼が手ずからもてなしてくれるらしい。

　座り心ごこ地ちのいいソファから、デュラリオンの動作を眺ながめる。伯はく爵しやく家を継つぐ身でありながら、至極慣れた手付きだ。

　湯を沸わかしている間にカップを用意し、ポットに茶葉を入れる。きっちりスプーンで計量するのが彼らしかった。

　カップを温めていると、デュラリオンはポツリと呟つぶやいた。

「関係は、良好のようだな」

　フォルセとのことを指しているのだと、すぐに理解して微笑む。

「わたくし達は、円満破談ですので。カラヴァリエ様は……」

「デュラリオンで構わない」

　何度か言葉を交かわしてきて、初めての提案だ。

　ローザリアは微笑んで頷いた。

「嬉うれしいわ、未いまだにお友達が少ないので。ではわたくしのことも、ぜひローザリアと」

　デュラリオンが紅茶を並べ、一人がけのソファに腰こしを下ろす。

「もうすぐ卒業式ですわね。皆みなさま、そのせいかとてもお忙いそがしそう」

「あぁ。だから君が手伝ってくれて、正直とても助かった」

「お力になれたのならよかったです」

　執行部の他ほかの面々は、卒業式の会場設営に駆かり出されているらしい。

「来年度には、デュラリオン様やフォルセが最高学年ですわね。そちらは、ご卒業なさったらすぐにご結けつ婚こんを？」

　問いながら、柔やわらかな湯気が立ち上る紅茶に口を付ける。

　ベルガモットの爽さわやかな香かおりが鼻を抜ぬけ、疲つかれた頭がスッキリするようだった。

　さすがに口に入れるものは高級品だ。

　ローザリアが座るソファも、焦こげ茶色の落ち着いた色合いだが質はいい。

　デュラリオンは疲れが溜たまっているのか、眉み間けんを揉もみほぐしながら答える。

「いいや、そもそも俺には婚こん約やく者がいないんだ。後見人が、結婚相手くらい自分で探せという持論の人でな」

「後見人とおっしゃると、カラヴァリエ伯爵ですわね。先日、偶ぐう然ぜんですけれどお会いする機会がございました」

　彼の後見人は、レイリカ・カラヴァリエだ。

　デュラリオンの実父亡なきあとその才覚により領地をさらに豊かにし、血の繫つながらない子どもを立派に育て上げた傑けつ物ぶつ。

　相当絆きずなも深いだろうという推量とは裏腹に、彼はひどく渋しぶい顔をした。

「あぁ……すまない。何か迷惑をかけていたのなら、俺が代わって謝ろう」

　なぜかデュラリオンは、迷惑をかけている前提で話を進めている。何というか、自らの後見人に対し身も蓋ふたもない評価だ。

　先ほどのフォルセの口くち振ぶりにも似ている気がした。

「意外ですわ。領地を立派に治める素す晴ばらしい方なので、尊敬しているとばかり」

「尊敬はしているさ。だが遭そう遇ぐうしたなら分かるだろうが、色々破格だろう？」

「それは否定できませんけれど……」

　カディオの隣となりで笑う姿が浮うかび、ローザリアは慌あわててそれを打ち消した。

「お若いのに、カラヴァリエ領をよりよく発展させていると聞きます。そういえば、デュラリオン様ともお歳としが近いですわね」

　前カラヴァリエ伯爵は、現在も生きていれば五十歳になっていたはずだ。

　まだ三十代にも達していないだろうレイリカの美び貌ぼうが脳のう裏りをよぎり、かなりの歳の差があっただろうと推測する。

　デュラリオンは紅茶を口に含ふくむと、ゆっくり嚥えん下かした。

「そもそも、完全な政略結婚だったからな。父親は当時四十二歳、あの人とは二十近い歳の差があった。俺や姉との方が歳も近かったくらいだ」

　実の父の話をしているはずが、彼の口調はどこか他人ひと事ごとのようでもある。

「うちは姉が三人いたが、全員既すでに他家に嫁とついでいた。父親が死んだ時、俺はまだ未成年。縁えん戚せきにも相応ふさわしい人間はいない。彼女が継ぐしかなかった」

　その口振りには、後こう悔かいがにじんでいる気がした。

　レイリカに重責を任せざるを得なかったことに不ふ甲が斐いなさを感じているのかもしれない。

「領地を経営するには、相当の苦労がおありでしょうね……」

「まぁあの人は、案外楽しそうにやっているけどな。元々政略結婚に嫌いや気けがさして、当てつけに幾いくつかの候補から最も条件の悪いカラヴァリエ家を選んだのだと豪ごう語ごしている。幸せにならないことが復ふく讐しゆうだとかで」

　再さい婚こんは一いつ切さい考えていないらしく、第二の人生を思いきり謳おう歌かしているという。

　普ふ通つうならば幸せになるために結婚するはずが、何とも振ふり切った考えの持ち主だ。

「それは、結構な言い草ですわね。あなたにとっては実のお父様の再婚相手ですのに」

「俺が言うのもなんだが、人間性に問題のある父親だったからな。むしろ再婚相手に選ばれたあの人には同情している」

　彼はなぜか頑かたくなにレイリカの名を呼ばない。父親に対しても他た人にん行ぎよう儀ぎだ。

　ローザリアは束つかの間言葉を探し、そろりと口を開いた。

「……お亡くなりになったお父様のことが、お嫌きらいだったのですか？」

　デュラリオンはどこか自じ嘲ちよう的な、荒すさんだ笑みを浮かべる。

　生き真ま面じ目めな彼が初めて見せる負の感情だった。

「自分が甘い汁しるをすすることしか頭にないような人種だった。姉達も政略結婚の駒こま扱あつかいをされたようなものだ。突とつ然ぜん失しつ踪そうしたから国に死亡を認めてもらうのに苦労したが、たとえまだ生きていたとしても俺の目の届かないところにいてくれと願うばかりさ」

　彼はひどく冷たい瞳ひとみをしていた。

　けれど我に返ったのか、すぐに失態に気付く。

「……すまない。こんな嫌な話をしていたら、紅茶が不味まずくなってしまうな」

　デュラリオンはぎこちなく立ち上がると、戸と棚だなの中を漁あさった。

「確か、前にドルーヴで買ったマカロンがあるはずなんだ。フォルセもまだのようだし、せっかくだから試ためしてみよう」

「マカロン、ですか」

「悪いか？　含みのある言い方だな」

　そうこうしている内にフォルセが戻ってきたため、マカロンはお預けとなった。

　フォルセに寮りようへと送られる道すがら、ローザリアはデュラリオンに対する違い和わ感かんについてずっと考えていた。

　真っ直すぐ見つめ合った時、彼がやけに疲れた様子であることに気が付いた。目の下には、うっすらとくまが浮かんで。

　忙しいからだろうと思ったが、違ちがう。

　彼はレンヴィルドに、たびたび大量の仕事を押し付けていた。それなりに忙しいとはいえ、量自体はうまく調節できていたように思う。

　ならば一体何に対して疲れているのか。

　そしてもう一つが、マカロンはそれなりに賞味期限が近い食べものであるということ。

　つまり彼は、ドルーヴに最近も足を運んでいたということだ。

　疲れた様子であるのに、遊びに？

　頭の中に、様々な顔が思い浮かぶ。彼らの不自然な行動。散らばる情報の断だん片ぺん。

　ローザリアは寮に着くと、迎むかえてくれたミリアに早さつ速そく命令を下した。

「最近カラヴァリエ領で発見されたという鉱山、何が採れるのか詳くわしく調べてもらっていいかしら？　並行して、デュラリオン・カラヴァリエの最近の素行も」

　頭の中では、一連の疑問の答えが目まぐるしく弾はじき出されようとしていた。
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　のどかな陽光が降り注ぐ昼下がり。

　道みち端ばたには色とりどりの花が今を盛りとばかりに咲さき誇ほこっている。

　今日は、短い春期休きゆう暇かの初日。季節はすっかり春めいてきた。

　美しい花々を眺ながめていると、春期休暇前に執とり行われた卒業式を思い出す。

　在校生が卒業生に花束を贈おくる伝統があるらしく、当日の学園内は鮮あざやかな花で溢あふれ返っていた。特別な日に相応しい、華はなやかで盛大な見送りだった。

　ローザリアは菫すみれの可か憐れんな花を横目に、人通りの少ない道を歩く。半歩後ろには従者であるグレディオール。

　舗ほ装そうの剝はがれた道は歩きづらいが、歩調を緩ゆるめることはない。

「貧民街も王都も花の美しさは変わらないわね、グレディオール」

「花は、咲く場所を選んだりしませんから」

　ローザリア達は貧民街に来ていた。

　目的はただ一つ、件くだんの不ふ審しん人物に会うことだ。

「こちらです、ローザリア様」

　グレディオールはドラゴンの特性ゆえ様々な感覚が鋭えい敏びんだ。普ふ段だんは遮しや断だんしているらしいが、視覚や聴ちよう覚かくが人よりも優すぐれている。

　嗅きゆう覚かくも同様で、彼には不審人物の匂においを追わせているところだった。

　ミリアを連れて来なかったのは以前に頼たのんでいた調査に向かわせるためと、万が一の危険に備えたためだ。

「もう、すぐそこまで来ております」

「ありがとう。あなたは本当に有能ね」

「私をこのように使うのは、世界広しと言えどローザリア様だけでしょうね」

「あら。お褒ほめいただき嬉うれしいわ」

　鼻の利きく犬のような扱あつかいが若じやつ干かん不満らしいものの、ローザリアは相手にしない。使えるものは何でも使う主義だ。

　治水事業が議会で正式決定したのは秋も深まる頃ころだったため、着工は雪解けの時季が過ぎた春先の予定だと聞いている。

　今はのどかな光景が広がっているけれど、そろそろこの辺りも職人達で活気づくはずだ。

「あぁ……どうやら、あそこにいるようです」

　不審人物とされる青年を発見したのは、ローザリアにとっても見覚えのある場所だった。

　以前、ルーティエと共に誘ゆう拐かいされかけた時、グレディオールが爆ばく風ふうと共に吹ふき飛ばしたゴロツキ達の根城跡あと。

　彼がこしらえた川の抉えぐれを見物しようとする者があとを絶たなかったため、壊こわれた家屋もそのままに立ち入り禁止となっている区域だ。

　青年がまさにその抉れを覗のぞき込んでいたので、ローザリアは鋭するどい声を発した。

『そこは足が着かないほど深いので、流れが緩やかだと油断していると痛い目を見ますわよ』

　シャンタン国の公用語で警告を飛ばすと、青年が振り向いた。

　相変わらず目ま深ぶかに被った外がい套とうのフードで顔を隠かくしているが、グレディオールが捜さがし出したのだから間違いないだろう。

『また会うなんて思わなかった。……運命か？』

　彼が真顔で発した軽口は、聞き取れなかったことにして流す。確かレスティリアの言葉も話せたはずと言語を切り替かえた。

「ごきげんよう。こちらは立ち入り禁止となっておりますよ」

「そうなのか？　それは申し訳ない。この打ち捨てられた家屋が、どうしても気になった」

　言いながら、彼はスッと立ち上がった。

　偶ぐう然ぜんにしては白々しい遭そう遇ぐうに警けい戒かいしているのが分かる。

　その動作で、フワリと香こうが匂い立つ。

　以前に会った際も気になっていた、奥深く上品な香かおり。これを頼たよりに、グレディオールに動いてもらっていたのだ。

　おそらく、伽きや羅らという稀き少しような香。

　原産地であるシャンタン国内においても富ふ裕ゆう層にしか許されない最高級品。

　不衛生な香りが漂ただよう貧民街には、何とも似つかわしくない香りだった。

　青年は、ローザリア達が二人しかいないことを確かく認にんするや、踵きびすを返して走り出した。今までのゆったりした動作からは予想外なほど速い。

　けれど甘い。こちらにはグレディオールという最強の切り札がいる。

　彼は命令を受けずとも動き出した。その駿しゆん足そくは、もはやローザリアの目で追えない。

　グレディオールは瞬またたきの間に青年へと追い付くと、手て荒あらに襟えり首くびを摑つかんだ。

「ぐえっ」

　青年から情けない苦鳴が漏もれる。

　これは『念のため丁てい重ちように』というローザリアの言葉を斜ななめに忖そん度たくした結果だろう。

　グレディオールは動物相手のように首根っこを摑んだまま、青年を引きずるようにしてこちらに歩み寄る。あまりにも粗そ雑ざつな扱いだった。

「……グレディオール、一応彼は貴人なのよ」

　彼は数回目を瞬かせると、判断しかねるように青年をぶら下げた。

「それは、大変失礼いたしました……？」

「全く疑問を隠しきれていないわよ。それに、あなたが謝ることではないわ。きっちり言い含ふくめておかなかったわたくしの責任だもの」

　ドラゴンにとって人の貴賤など些さ事じだというのをすっかり忘れていた。

　ローザリアは地面に膝ひざをつくと、まだ座り込んでいる青年と目線を合わせた。

「わたくしの従者が手荒な真ま似ねをしてしまい、大変申し訳ございません。どこか痛むところはございませんか？」

「……俺は、密入国者ではない」

「えぇ、存じ上げております。けれど、行方ゆくえをくらまし好き勝手歩き回られては、品位を疑われましてよ。──殿でん下か」

　ローザリアが付け加えた敬けい称しように、青年は黙だまり込んだ。

　しばらく微び動どうだにしなかったが、やおら暑苦しい外套を外した。

「……よく、分かったな」

　現れたのは、彫ほりの深いレスティリアの民たみとは異なる、けれど確かに優美な美び貌ぼう。

　なめらかな象ぞう牙げ色いろの肌はだは傷一つなく、艶つややかな黒くろ髪かみも常つね日ひ頃ごろから手入れされてきたものだ。

　何より、温かな燈とう火かのような──燃え立つ朝焼けのような鮮やかな瞳ひとみ。

「以前目を通した古い文ぶん献けんに、シャンタン国の民は自国を『暁あかつきの国』と呼ぶ、とありました。シャンタン国の王族の瞳が代々鮮やかな橙だいだい色いろであることからも、特別な色であると。少し考えればすぐに分かることですわ」

　まさか王族がこのような奇き行こうに走っているとは思わず、関連付けて考えるのに多少の時間がかかってしまったが。

　訥とつ々とつとしたしゃべり方も、眠ねむたげな芒ぼう洋ようとした眼まな差ざしも、ローザリアが知っている王族とはかけ離はなれている。

「それにしても、先ほどの口くち振ぶりから推察いたしますと、我が国の上層部はあなた様の存在を認にん識しきしていないようですわね」

　密入国の疑いをまず払ふつ拭しよくしようという発想自体、いかにも後ろ暗いところがありそうだ。

　青年は、無表情ながらも微び妙みように気まずげに目を逸そらした。こういった手合いの表情を読むのはグレディオールのおかげで慣れている。

　彼は視線を落とすと、素す直なおに白状した。

「レスティリア王国の貧民街にあるという土つち壁かべを、一足先に見てみたかった。彼らの技術がどんなものか、知りたかった。使節団に紛まぎれれば、いけると思った」

「……」

　使節団に紛れ、こっそり入国する。それを人は密入国という。

　危あやうく喉のど元もとまで出かかった言葉を、鉄てつ壁ぺきの笑え顔がおで何とか堪こらえる。
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　王国内における土壁技術の普ふ及きゆうと発展を促うながしたのがローザリアだと知れたら、この風変わりな青年はどんな反応をするだろうか。

　密入国まで果たしてしまうほどの情熱を知っているからには嫌いやな予感しかしない。

　そもそも彼の家族が国中を挙げて捜そう索さくしているかもしれないというのに、少々のんきすぎやしないだろうか。

　ローザリアは込み上げる様々な感情に蓋ふたをすると、シャンタン国の王子に立ち上がるよう促し、淑しとやかな礼をとった。

「やはり深夜に入港したというシャンタン国の船は、正式な使節ということですのね。名乗るのが遅おそくなってしまいました。わたくしは、レスティリア王国セルトフェル侯こう爵しやくが直系、ローザリア・セルトフェルと申します」

「シャンタン国第三王子、シン・ティエンだ。よろしく頼む」

　シンと名乗った青年も、この時ばかりは王族らしい鷹おう揚ような態度で頷うなずいてみせる。

「シン殿下。改めまして先ほどの非礼をお詫わびいたします。少々手荒になりましたけれど、まずはあなたの安全の確保を優先させていただきました」

　ローザリアは再度頭を下げる。

　彼は、涼すずしげな目をすうっと細めた。

「それは、街で見かけた怪あやしげな者達と関係するのか」

　シンが気付いているとは思っていなかったので、ローザリアは僅わずかに目を見開いた。

　無気力そうな雰ふん囲い気きは一見頼りないが、鋭い洞どう察さつ力もしっかり持ち合わせているらしい。

　彼が今まで無事でいられたことが運でも偶然でもなかったことを知り、ローザリアはますます笑みを深める。

「お見み逸それいたしました、殿下。詳くわしいことはセルトフェル邸ていでゆっくりお話ししましょう」

　そう告げると、ローザリアは滑すべるように歩き出した。
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　孫まご娘むすめが何の前まえ触ぶれもなく他国の王族を連れ帰ったら、驚おどろくのは当然だと思う。

　それでも貴族ならば、その驚きよう愕がくを押し殺しそつなく対応するものだ。

　けれど、セルトフェル邸の主人でありローザリアの祖父であるリジク・セルトフェルの怒いかりは、凄すさまじいものだった。

「──なぜかミリアが一人で戻もどってきたかと思えば、これか」

　屋や敷しきに戻ってすぐ、地を這はうような声こわ音ねで祖父が呟つぶやく。

　その一声だけで大広間は凍こおり付いた。

　祖父の背後には、申し訳なさそうに笑うミリアがいる。

　先に事情を説明し、くれぐれも怒りを鎮しずめておくようにと言い含めていたはずが、どうやら失敗に終わったらしい。

　リジクは王宮で古こ狼ろうと恐おそれられていると聞くが、まさに獣けものに睨にらまれているようで生きた心ここ地ちがしない。祖父の勘かん気きを恐れ、たまたまこの場に居合わせた有能な使用人達は薄はく情じようなほど素す早ばやく気配を消していく。

　グレディオールはいつも通りの無表情だし、シンに至っては大広間に飾かざられた御み影かげ石いしの篆てん刻こくや床ゆかの大理石に夢中だ。他人の屋敷であまり自由に振ふる舞まわないでほしい。

　ミリアは最近無む茶ちやに厳しいため、今回は助けを見込めないだろう。まさに八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

　それでもローザリアは、威い圧あつ感かん満まん載さいの怒おこれる狼に笑顔を返した。

「問題ございませんわ、お祖じ父い様さま。既すでにレンヴィルド殿下を呼び出しております」

「自国の王子を呼びつけておいて、問題ないか。そうか」

「いやですわ。いかにもわたくしが不敬を行っているという口振り」

「まさにそうだろうが」

「あぁ、そうだわ。忘れておりました。ついでに立ち寄った王都の焼き菓が子し店で、お土産みやげを買いましたの。バナナとベリーのマフィン。これらの果実には、血圧を下げる効果があるとされておりますのよ」

　故意に血圧の上がりそうな説明を添そえながら差し出す。

　ローザリアを凌しのぐ勢いで甘党な祖父は、皮肉に眉まゆをピクリと動かしながらも勢いを失った。

　その隙すきを見み逃のがさず、だめ押しとばかりに微笑ほほえんでみせる。

「ただいま、お祖父様」

　久しぶりに祖父へと向ける言葉。

　寮りようで生活しているので、帰省しなければリジクとは会えない。

　そこに寂さびしさと、自由に外を歩き回る喜びとが入り雑まじり、不自然な笑顔になってしまったかもしれない。

　祖父は何も指し摘てきせず、静かな眼差しでローザリアを見下ろした。

　厳しさを宿す灰色を帯びた青の瞳が僅かに和やわらいだ。

「──あぁ。おかえり、ローザリア」

　どんな日々を送っていたのかシンはよく見るとあちこち煤すすけていたため、ひとまず身なりを整えるよう使用人に指示を出す。

　そうしてローザリアは、しばらく祖父との時間を楽しんだ。

　シンを捕ほ獲かくした経けい緯いを話し終えると、学園での近きん況きようや友人についても話していく。

　手紙のやり取りは欠かしていないけれど、実際にルーティエとどんな付き合いをしているのか伝えるというのは、嬉うれしくもあり照れくさくもある。

　手土産のマフィンに飽あきたらずティーセットと共に用意されたマカロンやケーキを消費していく祖父に、苦言を呈ていする場面もあった。

　一時間ほどが過ぎた頃ころ、カディオを伴ともないレンヴィルドが屋敷に到とう着ちやくした。

「ごきげんよう、レンヴィルド様」

「ごきげんよう、ローザリア嬢じよう」

　表面上穏おだやかに微笑む彼には、今日もうっすら疲ひ労ろうが見て取れる。

　ローザリアは紅茶を置くと完かん璧ぺきな笑えみを返した。

「あら、同じ皮肉を使い回すなんて」

「使い回しを余よ儀ぎなくされるほど皮肉が追い付かないのは、私のせいではないからね」

　そう返しつつも相当急いで来たのだろう。セルトフェル侯爵への挨あい拶さつを後回しにしてしまったことに気付いたレンヴィルドは、慌あわてて祖父に向き直っていた。

　気を利きかせたリジクが席を立ったので、ローザリアは本題を切り出す。

「レンヴィルド様。一つ貸し、ですわよ」

　意味深に微笑むと、彼はすぐに対外的な笑みで応戦した。

「『国際問題に発展しかねない爆ばく弾だんを保護した』と報しらせが来た時は驚いたけれど、生あい憎にく心当たりがなくてね。その届け出先は、本当に私で合っているのかな？」

「ご存知ないのも無理はございません。彼自身、使節団に紛れてこっそり入国したことを認めておりますので」

　彼、使節団、とちりばめられた手がかりに、レンヴィルドはくっと目を見開いた。

「彼、使節……国際問題に発展しかねない、要人……いや、まさかシャンタン国の王族が？」

「ご明察。長い間、一体どのような生活をしていたのでしょうね？」

　レンヴィルドはソファの背もたれにガックリと体重を預けた。とてもではないが、にわかに信じがたいのだろう。

　所持金はあるだろうし、それなりに自衛もできるはずだ。

　それでも他国の王族がお忍しのびでやって来るなんて、しかも護衛も付けず単独行動をしているなんて、普ふ通つうならば考えられない。

　その上彼は今、他国の王族を王宮に連れ帰るための算段にも思考を割さかねばならないのだから、心労は察して余りある。

　衝しよう撃げきから立ち直ったのか、レンヴィルドは細く息を吐はき出しながら体を起こした。

「……それで？　わざわざ報せてくれたということは、何か要求があるのだろう？」

「失礼な。友人の立場を慮おもんぱかった、とは解かい釈しやくしてくださいませんの？」

「あなたは悪人ではない。けれど善人でもないことは、身に染しみて分かっているからね」

　いつもの皮肉の応おう酬しゆうを切り上げると、ローザリアは思案する素そ振ぶりで頰ほおに手を添える。

「そこまでおっしゃるなら、ご期待に添えるようなお願いをいたしましょうか」

「別に期待はしていないけれど、どうぞ」

　促うながされ、ゆっくりと口を開く。

「では……土つち壁かべの技術を持つシャンタン国の使節団来訪はわたくしにも決して無関係ではないはずなのに、なぜ教えてくださらなかったのか──」

　レンヴィルドの肩かたがギクリと揺ゆれたことに気付きながらも、いたぶるように笑んでみせる。

「……と、いう疑問は後々じっくり尋じん問もんする予定ですのでいいとして」

「それは、当然私に拒きよ否ひ権などないのだろうね……」

　焦じらされている自覚はあるだろうに、跳はね返す気力もないようだ。

　ローザリアは好都合と笑みを深めた。

「一つ、どうしてもレンヴィルド様に叶かなえていただきたい願いがございますの」

　続く内容があまりに思いがけなかったのか、レンヴィルドは肩かた透すかしを食ったように目を瞬またたかせる。

「それは構わないけれど……なぜだろう。あまりに普通すぎて逆に怖こわい」

「わたくしこれでも、普通の令嬢のつもりですけれど？」

　レンヴィルドとの話し合いの間、カディオが口を開くことはなかった。

　皮肉の応酬の仲ちゆう裁さいも、困り顔でオロオロすることもなく。

　彼はただ表情を消し、気配を潜ひそめ立っていた。
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　ローザリアが望んだこと。

　それは、今回の功績を大々的に、公式に認めてもらうことだった。

　そのため彼が王おう弟ていであることも大いに利用させてもらう。

　ゆえあって王国内を彷徨さまよっていた、シャンタン国の第三王子。

　その身み柄がらを保護したのはローザリア・セルトフェルだと、レンヴィルドの兄である国王陛下に公表させるのだ。

　国王の発言を無視する者はおらず、たとえ懐かい疑ぎ的であっても口の端はには上る。

　国の中ちゆう枢すうから、徐じよ々じよに。

　噂うわさは、春期休きゆう暇か明あけが間近であるレスティリア学園にも。







[image: 第４話　暁天と黄金に輝く未来]




　春のレスティリア学園は至るところで花が咲さき乱れていた。

　それはまるで、新たな生徒達を歓かん迎げいするかのよう。

　入学式前ではあるものの、学園内の一角には入にゆう寮りよう手続きのため新入生達が溢あふれ返っている。

　若々しい活力に溢れた彼らは、希望で胸を膨ふくらませていることだろう。

　美しく厳格な学まなび舎やで、輝かしい一歩を踏ふみ出すのだと。

　しかしそんな若者達も、今社交界を騒さわがせているあの噂で持ちきりだった。

「おい、聞いたか？　あの話」

「あぁ、シャンタン国の王子がうちの国を放ほう浪ろうしてたってやつだろ？」

「放浪？　僕は誘ゆう拐かいされかけたところを命からがら逃にげ出し、追っ手に見つからないよう潜せん伏ぷくしてたって聞いたけど」

「本当かよ。じゃあそこを颯さつ爽そうと助けたのが、あの『極ごく悪あく令嬢』？」

「王子がレスティリア国内で保護されたことより、僕達的には『極悪令嬢』が人を助けたことの方が驚おどろきだよな」

「ハハハッ、言えてる」

「馬ば鹿かっ、お前ら……！」

　ふざけ合う少年達の軽口を、別の少年が慌てて閉じさせる。

　彼が視線を送る先では、石いし畳だたみの道を一人の令嬢がゆっくり通り過ぎていくところだった。

　春風に翻ひるがえるシルバーブロンド。整った面おもてに輝く瞳ひとみは吸い込まれそうなアイスブルー。

　その淡あわくきらめく瞳が、少年達を映した。

「──！」

　令嬢は小さな笑みを残すと、見み惚とれるほど美しい足取りで去っていく。

　少年達は、知らず詰つめていた息を吐き出した。

「あ、あれが噂の、ローザリア・セルトフェル侯こう爵しやく令嬢……」

「驚いた、まさか本人が現れるとは」

「在校生だからどこにいたっておかしくないだろ。ったく、不用意に噂話しやがって……」

「悪かったって。でもさ、『極悪令嬢』なんて恐おそろしい通り名だからどんなもんかと思えば、意外に普通なんだな」

「普通っていうか、滅め茶ちや苦く茶ちや綺き麗れいだった」

「分かる。見つめられたら何も言えなくなりそう」

「僕なんか息が止まった」

「お前ら全然懲こりてないな」

「いや、だってさ──……」
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　少年達の騒がしいやり取りを背後に聞きながら、ローザリアは内心ほくそ笑えんでいた。

　王宮から広がり始めた噂も学園にたどり着く頃ころにはあやふやになり、もはや原形を留とどめていない。だが、それでいいのだ。

　曖あい昧まいな情報こそが刺し激げき的で想像を搔かき立てる。全すべて思おも惑わく通りだった。

　そのまま寮に帰り着くと、ミリアに出で迎むかえられる。

「悪い顔をしていらっしゃいますね」

「何か企たくらんでいるような顔は生まれつきよ」

　ローザリアの冗じよう談だんを見事に流すと、彼女は不意に真しん剣けんな表情になった。

「情報が入りました。──おそらく今夜、動くかと」

　紅茶を受け取りながら頷うなずき、部屋の隅すみに控ひかえる従者へと視線を移す。

「では、準備を。頼たのんだわよグレディオール」

　静かに頭を下げて部屋を出ていく彼を見届けると、ローザリアは紅茶に口を付けた。

「噂も順調に広がっているようだし、新年度はさらに面おも白しろくなりそうね」

　すかさずお茶ちや請うけのマドレーヌを並べていくミリアが、半眼になって嘆たん息そくした。

「友人であるレンヴィルド殿でん下かまで利用するなんて、ローズ様って血も涙なみだもないですよね」

「国王陛下とはいえ兄なのだから、進言くらいなら大した労力ではないでしょう。噓うそをつかせたわけでもないのに人聞きが悪いわね」

　しかも疑問形ではなく、断言。

　最近の専属侍じ女じよは本当に辛から口くちだ。

「それにもちろん、受けたご恩相応のお返しはするつもりよ」

　他国の王族を保護した謝礼とはいえ、ただ受け取るつもりはない。

　こちらが利益を得た分、協力者に還かん元げんする。

　円えん滑かつな人間関係には必要な考え方だ。

　それに一連の事件は、シンを保護しただけでは解決しない。

　ローザリアは様々な人物の複雑に絡からむ思惑を、全てまとめて断たち切るつもりでいた。

　ゆくゆくは、全て自らの利益となるはず。

「──さて。最後の仕上げといきましょうか」

　ローザリアの華はなやかな笑みは企み事に全く似つかわしくなく、けれどその異質さゆえに、凄すさまじく美しかった。
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　真っ暗な中空に、細い三日月が浮うかんでいる。

　春先の夜はまだ肌はだ寒ざむい。

　時折吹ふく暖かな風には花の香かおりが混じっていた。

　ローザリアは学園を抜ぬけ出し、ある場所に向かう予定だった。

　とはいえ門限が厳しい学園において深夜の外出などもっての外。

　なのでいつものように、困った時はグレディオールに頼たよらせてもらう。

　彼に横よこ抱だきにされた状態で、ローザリアは自室の窓から飛び出す。

　上階であるにもかかわらず着地は軽かろやかだった。

　足音一つ立たず、人を抱かかえているとは思えないほど。

　グレディオールがいれば、わざわざ校門まで行って誰だれかに見つかる危険を冒おかす必要はない。そのまま近場の塀へいを乗り越こえることにする。

　塀の外はひと気もなく、静せい寂じやくが広がっていた。

　高い塀に遮さえぎられているためか、三日月の頼りない光など届かないようだ。

「行きましょうか」

「はい」

　言葉少なに囁ささやき交かわすと、ローザリア達は歩き出す。

　けれど数歩も行かない内に、ぬっと現れた人ひと影かげに足を止める。

「カディオ様……」

　久しぶりに名を呼んだ相手は、ひどく厳しい表情をしていた。

「──こんなことだろうと思いました」

　彼がゆっくり進み出る。

「殿下の護衛でセルトフェル邸ていを訪ねた時、あなたは何かを隠かくしているようだった。その思惑までは読めませんでしたが、無む茶ちやをするんじゃないかと思ってました」

　シンは、街をうろつく怪あやしげな者達に気付いていたと言っていた。

　その話は当然レンヴィルドにも伝えていたから、カディオはそれに引っかかったのかもしれない。怪しい者達の話を、深く掘ほり下げないローザリアに。

　何にせよ、これからしようとしていることを見み透すかされているとすれば居たたまれない。

「その……ずいぶんきっちりわたくしの動向を把は握あくされてますのね」

「把握していたわけじゃありません。とにかく、忍にん耐たい力勝負でした」

　彼の物言いに、ローザリアの思考が停止する。

「まさか……あの日から毎晩、ここに？」

「正確にいうと、春期休きゆう暇か中にはセルトフェル邸を張ってました。日中の護衛に支障さえなければと、殿下からも許可はもらってます」

　何という執しゆう念ねん。そして、恐ろしいまでの不器用さ。

　知らない仲でもないのだから、ミリアかグレディオールに探さぐりを入れればよかったのでは。

　気まずかったことも忘れ呆ぼう然ぜんとしていると、カディオは苦く笑しようを漏もらした。

「これだから、あなたは目が離はなせないんです」

　そこだけ切り取ればうっかりときめいてしまいそうな発言。だが、未いまだ衝しよう撃げきの覚めやらないローザリアには全く響ひびかない。

　こんなあっさりとした一言で片付けていい案件なのだろうか。今彼は、およそ二週間にわたる待ち伏ぶせという変質者にも等しい罪状を自白したはずなのだが。

　──まぁ、こういう忠犬のようなところも、カディオ様らしいというか……。

　らしいで許せてしまう程度には、ローザリアも絆ほだされているのだから仕方ない。

　初めての恋こいに臆おく病びようになり、らしくもなく悩なやんでいたけれど、それももうおしまいだ。

　ローザリアの反応を窺うかがう頼りない表情を見ていれば、意固地になるのも馬ば鹿からしくなる。

　今は久しぶりに普ふ通つうに喋しやべれた安あん堵どの方が大きいし、何より彼は気まずい状態にあるにもかかわらず、親身に心配してくれたのだから。

　──その手段については、何とも感激しづらいけれど。

　ローザリアは、ぎくしゃくする以前の自分を意識しながら微笑ほほえんだ。

「そうしてわたくしを野や獣じゆう扱あつかいされるのは、あなたの主あるじの影えい響きようかしら？」

「え!?　や、野獣扱い!?　そんなつもりは……」

「まぁ、いいですわ。その代わり、加勢してくださるのでしょう？」

　狼狽うろたえていたカディオだったが、確かく認にんを込めた問いに表情が引き締しまった。

「──はい。俺は、あなたを守りたい」

　過去の『カディオ・グラント』も関係ない。

　それだけは確かな気持ちなのだと、僅わずかな月光を照り返す金色の瞳ひとみが訴うつたえている。

「この世界が『乙女おとめゲーム』なら、俺なんかが出しゃばるべきじゃないのかもしれない。あなたにはどこかに相応ふさわしい人がいて、そいつが颯さつ爽そうとヒーローみたいに現れる場面を奪ってるのかもしれない。……だけど、ローザリア様が俺を認めて、救ってくれたように──俺にもできることは、きっとあるから」

　カディオは潔いさぎよく、きっぱりと笑った。

「どうか、俺も連れて行ってください」

　真っ直すぐな言葉を受け、ローザリアは気の利きいた言葉さえ浮かばなかった。

　大型犬のように人ひと懐なつっこくて、考えていることがすぐ顔に出る素す直なおさも好ましいけれど。

　素そ朴ぼくな優やさしさだけじゃない。

　時折見せる強さや頼り甲が斐いに、こうして何度心を奪うばわれてきたか。

　そしてそのたびに、ローザリアも沸わき立つような熱い思いに気付かされるのだ。

　──そうだわ。弱くなんて、なるはずがなかった……。

　何ものにも揺ゆさぶられない強きよう靭じんさこそが、自身の強みだと思っていた。

　カディオの一挙一動に振ふり回されるのは弱さではないかと。

　けれど、違ちがう。

　こうして分け与あたえられるものがあるのに、これが弱さであるはずがないのだ。

　熱い胸を押さえて黙だまり込むローザリアを見下ろし、カディオが瞳を細めた。

「では、行きましょうか」

「……えぇ」

　頰ほおの赤さを三日月に笑われているような気がして、ローザリアは俯うつむいて表情を隠した。
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　たどり着いたのは、閑かん静せいな住宅街。

　ここには新興貴族や、爵しやく位いの低い貴族らの邸てい宅たくが多く立ち並んでいる。

「相手も貴族、確たる証しよう拠こなしに糾きゆう弾だんはできません。わたくしの侍じ女じよによりますと、今日はその証拠が得られるはず。ミリアも既すでに別で動いております」

　出入り口を、手分けして見張ることとなった。カディオの加勢のおかげで正面玄げん関かんと裏口のどちらも押さえられる。

　正面はグレディオールに任せ、ローザリアとカディオは裏手に回った。

　勝手口を見張るために手て頃ごろな木の陰かげに身を潜ひそめる。

「敵は、必ず今夜合流するでしょう。それまでは待機となります」

「分かりました」

　迷いなく頷うなずき返され、ローザリアはふと首を傾かしげた。

「ここが何者の邸宅なのか、カディオ様はお訊ききにならないのね」

「俺には、貴族のことは分かりませんから。ただ指示に従い、あなたを守るだけです」

　きっぱりと返す姿に見み惚とれるが、彼の表情は一いつ瞬しゆんにして情けないものに変わる。

「それより、こんな危ないことばかりしてたらあなたのご両親が心配するんじゃないかって、俺はその方が不安ですよ」

　緊きん張ちよう感かんのない台詞せりふがいかにもカディオらしくて、ローザリアは少し笑った。

「あら、言っておりませんでした？　わたくし、両親は既におりません。幼い頃ころに事故で他界しているのです」

　軽く言ったつもりが、彼は見る間に顔を強こわばらせていく。

「……すみません。失礼なことを言いました」

　ローザリアは首を振るしかなかった。

　気にしてほしいわけではないが、軽々しい笑え顔がおで誤ご魔ま化かせる話題でもない。

　なので、矛ほこ先さきを変えることにした。

「カディオ様こそ、実家に寄り付かないのは十分親不孝ですわよ」

「っ！」

　あっさり狼狽えるカディオに苦笑が漏れる。

　おかげで、ずっと気になっていたことが聞けそうだ。

「すみません、カマをかけただけです。わたくしだって、そんなに何もかも把握しているわけではございませんもの」

「いや……あなたなら十分あり得るから……」

　呟つぶやきを無視し、ローザリアは核かく心しんを衝つく。

「恐おそろしいのですか？　家族と、向き合うことが」

　カディオは動どう揺ようを見せると思われたが、逆に黙り込んだ。

　普ふ段だんはくるくると鮮あざやかに変化する表情が、今はまるで人形のようだった。

「……俺は、『カディオ・グラント』ではありませんから」

　感情を置き去りにしたような独白。

　ローザリアは黙って耳を傾かたむけた。

「これが『カディオ・グラント』の体なら、同じ脳を共有してるはずなんです。それなら記き憶おくが甦よみがえってもいいようなものなのに、どんなふうに生きてきたのか、未だに分からない。そんな状態で家族に会えば、どんな顔をされるか。……怖こわいです。俺は『カディオ・グラント』を、彼らから奪ってしまった」

　転生は、彼の意思で行われたことではない。

　そんな気休めはきっと無意味だった。

　堰せきを切ったように溢あふれ出す言葉達は、それだけ彼が苦しんできた証あかしだ。

　カディオは座り込んで膝ひざを抱かかえた。

　子どもが暗くら闇やみに怯おびえるような、外敵から身を守るような、頑かたくなな拒きよ絶ぜつ。

「その上最近は、転生前の記憶も、どんどん薄うすれてるんです。今は、自分がどんな人間だったのかさえ、思い出せない。確かなものなんて一つもない。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな俺は、一体、何者なんでしょう」

　ローザリアには、聞くことしかできない。

　彼の悲しみを本当の意味で共有できるのは、おそらくルーティエだけだ。

　それでも、その傍かたわらに膝をついた。

「……どんな人間も何も、今目の前にいるあなたが全すべてではありませんか」

　カディオが、ゆっくりと顔を上げる。

　ローザリアは壊こわれものを扱あつかうようにそっと微笑んだ。

「どうか目を、逸そらさないでください。少なくとも、わたくしはあなたを知っています」

　何もないなんてことはない。

　ローザリアの心を動かす優しさも強さも、彼だけのもの。

　それは確かなことなのだから。

　しばらくぼんやりこちらを見上げていたカディオが、眩まぶしげに笑った。

　憂うれいが取り払はらえたとは思っていない。

　それでもほんの僅かでも、苦し紛まぎれでも、彼が笑えてよかった。

　苦しむ彼に寄り添そっていられてよかった。

「……あなたは、悲しみから目を背そむけない。だから強いんですね」

「え？」

「先ほど、ご両親の話をしている時、あなたは悲しそうな顔をしていました。……家族を失う痛みなら、俺にも何となく理解できますから」

「カディオ様……」

「たまには、気を抜ぬいてもいいと思いますよ。誰だれかに弱音をこぼしても」

　こんな時にまで人を気き遣づかうのだから。

　ローザリアは切ないような、過ぎたお人ひと好よしを注意したいような複雑な気持ちになった。

　それでも一つ息をつくと、今まで誰にもこぼしたことのない胸中を口にした。

　なぜか彼にだけは、弱音をこぼしてしまう。

　寄る辺のない彼の支えになれればと思っているのに、いつも救われているのは自分の方なのかもしれない。

「……今でも、わたくしが存在するために両親は死んでしまったのかもしれないと、考えることがあるんです」

　思いがけなかったのか、カディオの目が丸くなる。

　ローザリアは自じ嘲ちよう気味に続けた。

「今も『薔ば薇ら姫ひめ』を疎うとましく思う貴族はおりますけれど、当時はその比じゃなかった。排はい斥せきすべきと声こわ高だかに叫さけぶ者もおりました。優やさしい両親は、それでもわたくしを守ってくださいましたが、そんな時……」

　両親は断れない筋からの誘さそいがあり、馬車で遠方に向かっていた。

　その日はどしゃ降りの雨が、屋や敷しきの中にいてもうるさいくらいだった。

　馬車は、崖がけ沿ぞいの道を駆かける際、ぬかるみにはまってしまったのだという。

　馬は混乱から闇やみ雲くもにもがき、その反動で馬車は横転。そのまま、運悪く谷底へ──。

「真相は、今もまだ分かっておりません。当時のわたくしはまだ五歳。調べるすべなどありませんでしたから」

　ただの事故かもしれない。

　けれど、『薔薇姫』の娘むすめがいたからこそ、起きたことかもしれない。

　成長したのち、途と中ちゆうまで調べたことがある。

　けれど怖くてやめてしまった。

　もう十年近く経たつのに、未いまだ両親の死と向き合えないのだ。

　怖い。もしも『薔薇姫』を疎んじる者の計略だったとしたら。その揺ゆるぎない証拠が出てきてしまったら──。

　いつの間にか俯うつむいていたローザリアの手を、カディオが強く握にぎった。

　満月のように鮮やかな瞳ひとみに、真っ直すぐ見み据すえられる。

「ローザリア様。心優しく真っ直ぐなあなたを見ていれば、ご両親がどれほど愛情を注いでいたか一目で分かります。だから俺でも、これだけははっきり言える。ご両親は、確かにあなたを愛していた。『薔薇姫』かどうかなんて関係ない。きっと今も、ずっと」

　柔やわらかく心に火を灯ともすような、優しい言葉。

　自然と、両親の笑顔を思い出した。

　慈いつくしむように頭を撫なでる母の温かな手。

　朗ほがらかに笑う父のアイスブルーの瞳。

「カディオ様、わたくし──」

　感謝の気持ちを伝えるべく、ローザリアはカディオへと向き直る。

　彼は、既すでにこちらを見ていなかった。

　それどころか会話さえ耳に入っていないだろう。

　緊張感みなぎる厳しい瞳は、油断なく裏口を見つめていた。

　ローザリアもすぐにその意味を汲くみ取り、静かに状じよう況きようを見守る。

　しばらくすると、挙動不ふ審しんなほど辺りを見回す男が姿を現した。

　二人の間で緊きん張ちようが張り詰つめる。

　男はがっしりした体を卑ひ屈くつなほどに折り曲げながら、素す早ばやく裏口に滑すべり込んでいく。

「来ましたわね。予想通りです」

　怪あやしげな男の人相は、ミリアから聞いていたものと完全に一いつ致ちする。待ち伏ぶせていた相手に間ま違ちがいなかった。

　さて、しんみりするのはここまでのようだ。

　ここからは一いつ斉せい摘てき発はつに集中する。

「侵しん入にゆうしましょう」

「グレディオール殿どのには……」

「彼にだけ分かる合図があるわ」

　ローザリアは手近な葉を千切ると、そこに人差し指を当てた。

　多少の痛みの直後、うっすらと血がにじんでいく。

「あっ……！」

　カディオが思わずといったふうに声を上げる。

　一いつ瞬しゆん後に、得も言われぬ芳ほう香こうがフワリと漂ただよった。

　決して強すぎるわけではないのに、いつまでも鼻の奥に残る香気。

　それだけで、こちらの意図はグレディオールに伝わるはずだ。

　ローザリアは絹のハンカチを指に巻いた。これで気休め程度だが香かおりを抑おさえられるので、あとでグレディオールに治ち癒ゆしてもらえばいい。

　屋敷の敷しき地ち内へ堂々と侵入するローザリアだったが、なぜかカディオは不満そうだ。

「カディオ様？」

「……前に、約束したのに。簡単に自分を傷付けないって」

　咎とがめられて気付く。

　そういえば、誘ゆう拐かい騒さわぎの時にもこうしてグレディオールを呼んだのだが、安易に怪け我がをしたとして彼に𠮟しかられたのだった。

「ご不快かもしれませんが、緊きん急きゆう事態ですし今回は見み逃のがしてください」

「不快とかそういうことじゃないって前にも言っただろう。ただ、心配なだけだ」

　久しぶりに、カディオから敬語が抜けた。

　条件反射のように頰ほおが熱くなり鼓こ動どうが高鳴るけれど、今は喜んでいる場合じゃない。状況が状況なのでローザリアは慌あわてて気を引き締しめた。

　だが彼は、まだ言い足りなそうにもごもごしている。

「それに、本当に無む闇やみに出血しない方が……その香りは、かなり……」

「カディオ様」

「頭の芯しんがじんと痺しびれて……何も、考えられなくなるというか……」

「カディオ様、今はのんびり話していられるような状況ではございません。もし気になることがおありでしたら、後ほどゆっくり聞かせていただきます」

「あなたが冷静すぎて居たたまれない……」

　再び歩き出すローザリアの背後で、カディオの呟つぶやきがやけに虚むなしく響ひびいた。

　屋敷に入ると、そこは華か美びな装そう飾しよくで溢あふれていた。

　荘そう厳ごんな獅し子しの置物、見上げるほど巨きよ大だいな陶とう器きに、金の銅像。この目に優しくない感覚は最近体験したばかりだ。

　控ひかえめに言って派手すぎるし、一つ一つが名品なだけにもったいない気がしてしまう。

　しばらくすると侵入に気付いた使用人がちらほら駆け付け始めた。

　中には私兵も交ざっていたけれど、カディオの制服を見て誰もが息を吞のみ遠巻きにする。

　レスティリア王国が誇ほこる王立騎き士し団の中でもさらに選えり抜きである、近この衛え騎士団の制服。

　王族の盾たてであり槍やりである近衛騎士達は、存在そのものが王国の意志とも言える。

　つまり、絶対的な正義の象しよう徴ちよう。

　近衛騎士団がここにいる意味に気付いた者はわざわざ制止しようとしないので、ローザリア達は悠ゆう々ゆうと進むことができた。

　とはいえ、わざわざ彼が制服を着て来た意味を考えると面おも映はゆい気持ちになる。

　カディオは、ローザリアが決して悪事を働かないことを、正義がこちらにあることを、心から信じて助すけ太だ刀ちに来たのだ。

「カディオ様がいてくださるおかげで本当に助かりますわ」

「ちなみに俺がいなかったら、どうするつもりだったんです？」

「グレディオールに、威い圧あつを放ってもらうつもりでした。普ふ段だんは意識的に抑えておりますけれど、制せい御ぎよをやめれば屋敷中の人間が失神してしまうほどの威い力りよくがありますから」

　けれどその場合、捕ほ縛ばくすべき人物達も尋じん問もん前に失神してしまうという欠点があった。

　空いた時間で証しよう拠こ書類でも優ゆう雅がに家や捜さがしするつもりだったが、カディオのおかげで全工程を手分けして実行できる。

「圧あつ倒とう的な時間短縮になりますし、何より罪のない使用人達まで巻き込んで威圧をするのはさすがに良心が咎めておりました。カディオ様がいてくださって本当によかったです」

　威圧を浴びれば、後々まで恐きよう怖ふ心しんが残ってしまう者もいたはずだ。

　背に腹は替かえられないと思っていたが、犠ぎ牲せいが少なく済むならその方がいい。

　ウフフと可愛かわいらしく笑ってみせてもカディオは微び妙みような表情をしているが。

　しばらく無言で進むと、真夜中だというのに使用人の数が増えてくる。

　迷いない足取りで進むローザリアに、カディオは恐おそる恐る疑問を投げかけた。

「あの、こっちで合ってるんですか？」

「外から、明かりが点ついている部屋を確かく認にんいたしました。深夜に使用人がこれだけ動いているのも、彼らの主あるじがこの辺りにいるという証拠です」

　そもそも貴族の邸てい宅たくの造りには似通ったところがあるので、外観を見れば大体の構造を把は握あくできてしまうのだ。

　密談に最適な場所はどこであるか、なども。

「カディオ様。大変申し上げにくいのですが、もし戦せん闘とうになった場合、グレディオールは最後の手段とお考えください」

「？　どういう意味ですか？」

「ただの威圧ですら、屋や敷しきにいる全員を失神させるほどの効果があるのです。戦力とするにはあまりに物ぶつ騒そうですから」

　グレディオールは、強すぎる。

　手を出したら最後、おそらく死人がでることは免まぬかれない。

　威圧を使わなかったからには乱らん闘とうになる可能性もある。それを、カディオ一人に押し付けてしまうのは申し訳ない気がした。

　けれど彼は、力強く頷うなずいてみせた。

「もちろん、役に立つために来たんですから。俺のことも目いっぱい使ってください」

「……ありがとうございます」

　カディオがいてくれるだけで、とても心強い。それは戦力としての意味ばかりでなく、彼自身が心の支えとなっているから。

　ローザリアは、絢けん爛らん豪ごう華かな屋敷の中ではある意味異質とも言える、何の装飾もない木製扉とびらの前で立ち止まった。

　建物の構造的にはちょうど裏口に近い。隠かくし通路でもあって、いざという時脱だつ出しゆつできるようになっているのだろう。

　その扉を、勢いよく開け放った。

「ごきげんよう。こんな夜よ更ふけに、一体どのような密談をなさっておいでかしら？」

　完かん璧ぺきな微笑ほほえみを向けたのは、先ほどの挙動不ふ審しんだった大おお柄がらな男ともう一人──この屋敷の主である、壮そう年ねんの男性。

　ドルーヴのオーナーである子し爵しやくその人だった。

　ローザリアは笑えみを湛たたえたまま、遠えん慮りよなく室内に足を踏ふみ入れる。

　すると、子爵の表情が嫌けん悪おに歪ゆがんだ。

　ドルーヴに行った際にもぶつけられた『薔ば薇ら姫ひめ』へのあからさまな侮ぶ蔑べつ。

　何も感じないわけではないが、今は私的な感情を排はい除じよする。付いてきてくれたカディオのためにも毅き然ぜんと振ふる舞まわねばならない。

「ドルーヴでお会いして以来ですわね、子爵。そちらの方は、ドルーヴの建設に携たずさわった建築組合の方かしら？」

　ありありと浮うかぶ嘲あざけりをそのままに、子爵は口を開いた。

「『極ごく悪あく令れい嬢じよう』とやらは、よほど礼れい儀ぎを知らないと見える。使者もなしに、しかもこんな真夜中に何の用かな？」

　侮ぶ辱じよくにカディオが動きかけるが、目線だけで押し止とどめる。

「お訊たずねされたからには、お答えしなければなりませんわね。──カラヴァリエ伯はく爵しやく領の鉱山から、鉱石が盗ぬすまれたことはご存知ですか？」

　びくりと肩かたを震ふるわせる大男を、子爵がじろりと睨にらむ。それから、ローザリアに白々しい笑みを向けた。

「それは初耳ですな。しかしそれが、セルトフェル侯こう爵しやく家の君に関係あるのかな？　確か伯爵は、どんな鉱石が採れるかも公表していなかったはずでは？」

　建築組合の男はともかく、子爵はこの程度でボロを出さないくらいの知ち恵えは回るらしい。

　ローザリアも胡う散さん臭くさく微笑みながら続けた。

「カラヴァリエ伯爵が公表しなかったのは、おそらく価値のある石ではなかったためでしょうね。採さい掘くつされた頁けつ岩がんはレンガの原料になるものですが、成分に問題があると脆もろく崩くずれやすいと聞いたことがあります」

　例えばカルシウム含がん量りようが多すぎると、レンガの原料として致ち命めい的てきだ。

　二、三年も風雨にさらされれば、力を入れずとも砕くだけるほど劣れつ化かしてしまう場合がある。

「脆く、崩れやすい。最近そんなレンガをどこかで見たような気がするのだけれど……」

　ローザリアは、怯おびえて青ざめる建築組合の男にひたりと視線を据すえた。

「あぁ。確か最近あなたの組合が手がけた最新の複合型施し設せつ、ドルーヴで見かけたのだわ」

　施設内で起こった、王都民同士の些さ細さいな諍いさかい。

　カディオがすぐさま収めたことで大規模に発展することはなかったけれど、破れかぶれになった男が金属製のゴブレットを投げるという危険な一幕もあった。

　それは人に当たることなく、レンガ造りの階段へと突つき刺ささった。

　そう、突き刺さったのだ。

　頑がん丈じようであるはずのレンガに、ゴブレットが。

「当初は疑問に思っておりませんでしたが、ある人物が注目していたことでわたくしも気にかかるようになりました。その人物とは、シャンタン国の第三王子シン・ティエン。彼は王宮に保護されるまで、物騒な連中に狙ねらわれていたそうです。あなた方の差し金ですね？」

　断定的な口調にも、子爵の表情が揺ゆらぐことはない。ローザリアはさらに畳たたみかける。

「自領の鉱石が盗まれたのですから、カラヴァリエ伯爵も当然調査員くらい派は遣けんしているでしょう。あなた方は、シン王子をその調査員だと思い込んだ。そうして捕とらえ、足がつく前に口を塞ふさごうとした。王子という正体を知らずに」

　レイリカが王都に来ていたのも、デュラリオンがドルーヴに頻ひん繁ぱんに通っていたのも、全すべては調査のためだったと今なら分かる。

　カラヴァリエ領の者達はほぼ核かく心しんに迫せまっていたのだ。だから焦あせった彼ら──おそらく小心な建築組合の男が主動で、シン王子を消そうとした。

　ローザリアの推測を黙だまって聞いていた子爵が、馬ば鹿か馬鹿しいとばかり鼻で笑った。

「何を言っているのかさっぱり理解できませんな。そこまで決め付けるのであれば、証拠でも持ってくればいい」

　小悪党らしい台詞せりふにローザリアは冷れい笑しようした。

「……なぜわたくしが今夜を選んでここに来たのか、まだ分かりませんの？」

　窓から細く月光が差し込む。

　それを背に、ローザリアは一歩進み出た。

「あなた方が強ごう奪だつした頁岩が、そろそろ底を尽つきそうだという情報が入りましたの。その時機に、必ず次の行動を決定すべく話し合いが持たれると思っておりました」

　情報源はもちろんミリア。

　両者が合流する時がまとめて捕つかまえる好機だった。思おも惑わく通り動いてくれて、逆に怪あやしまねばならなかったくらいだ。

「ちなみにあなたが束ねる建築組合は、既すでにわたくしの侍じ女じよが押さえておりますわ。お疑いになるようでしたらこの通り、確かな証しよう拠こも」

　ローザリアが差し出した手の平に載のっているのは、何の変へん哲てつもない石。

　だがこれは、事前に建築組合へと潜せん入にゆう捜そう査さを果たした際、ミリアが証拠品として持ち出したものだ。

　建築組合の男は可哀かわい想そうなくらい青ざめている。

　ローザリアは、くっきりと鮮あざやかな笑みを浮かべた。

「この頁岩の成分を調べてみたら、どうなるかしら？　鉱山によって採れる鉱石の成分が異なるというお話はご存知ですか？」

　組合の代表である大男が震えながら膝ひざをついた。

　子爵は僅わずかに眉まゆを動かしたものの、それでも平然としている。

　ローザリアはまず組合の男から崩そうと、チラリと視線を向けた。

「もし、カラヴァリエ伯爵領から盗まれた頁岩が、あなたの建築組合から発見されたなんてことがありましたら、ねぇ？」

「……た、偶たま々たまだ！　誰だれかが俺をはめようと、仕組んだことかもしれないじゃないか！」

　男が、堪たまらずといったふうに叫さけぶ。

　だが、それこそまさに目もく論ろ見み通りだ。

　ローザリアはわざとらしくため息をついて首を振る。

「そういった難なん癖くせをつけられる可能性もあったので、言い逃のがれのしようがない現場を押さえたつもりだったのですけれど」

　深夜の密会、建築組合から発見された頁岩。そのように曖あい昧まいで何とでも言い逃れのできる証拠ばかりでなく、確たる証あかしを示せと。

　見苦しいが言い分はあながち間ま違ちがっていない。

「──ローザリア様、こちらを」

　その時、頃ころ合あいを見計らっていたかのようにグレディオールが現れた。

　一枚の紙を差し出すと、再び影かげのように消えていく。

　渡わたされた紙に素す早ばやく目を通し、ローザリアは会心の笑みを浮かべた。

「そうね。頁岩だけでは足りないとおっしゃるのでしたら……」

　やり取りを見守っていた男達に向け、高らかに紙を掲かかげる。

「あまりに不用意に残された念書など、いかがかしら？」

　しかもご丁てい寧ねいに二人の署名入りだ。これは、動かしがたい証拠。

　建築組合がカラヴァリエ伯爵領で採れた頁岩を盗み出すこと、その際子爵が手勢を貸し出すこと。大男の組合にドルーヴ建設を一任する代わりにその費用を抑おさえることなど、事細かに悪事の数々が明記されていた。

　これほど足の付きそうなものを文書で残しているとは。

　──たとえ金庫に厳重に保管していたとしても、グレディオールには時間稼かせぎにもならなかったでしょうね。

　ドラゴンである彼に、人間の常識など当てはまらない。

「これは、頁岩と合わせて王家に提出させていただきますわね」

「……それをこちらに、返す気はないかね？」

　子爵が、慎しん重ちように口を開いた。

　ローザリアは答えない。

　彼は息をつくと、ゆっくり顔を上げた。そこに嘲りを浮かべたまま。

「そうか。実に、残念だ」

　子爵が卓たく上じようのベルを鳴らすと、反対側の出入り口からぞろぞろと男達が現れた。全員もれなく武装をしている。

　私兵だ。しかもここに来るまでに遭そう遇ぐうした制服姿の者達とは異なり、明らかに荒あら事ごとや後ろ暗いことに慣れた様子の面々だった。

　人数は九人。果たして、カディオ一人に捌さばききれるだろうか。

　彼らがもしシンを捕らえようとした者達ならば、その証言は証拠の一つとなる。だとしたら残らず捕ほ縛ばくする必要があった。

　それだけでも難易度が飛ひ躍やく的に跳はね上がるというのに、さらにカディオには人を傷付けることへの恐きよう怖ふ心しんがあるのだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。必ずあなたを守ります」

「……はい」

　模造刀を構える姿にあまりにも気負いがなかったので、ローザリアの不安も消えていく。大丈夫だというなら彼を信じよう。

　戦せん闘とうの邪じや魔まにならないところまで下がると、逆にカディオは進み出る。

　男達は、人数の差から彼を侮あなどっているようだ。ろくに構えもせずニヤニヤしている。

　その油断を利用すべく、カディオは先制攻こう撃げきに動いた。

　あっという間に距きよ離りを詰つめられ一様に驚おどろいているが、男達に構え直す暇ひまはない。

　いきなり腹を蹴けり込まれた巨きよ漢かんが、一発で吹ふき飛んだ。

　息つく間もなく隣となりの男の側頭部に手刀を叩たたき込み、そのままの流れでさらに別の男の顔面にこぶしをお見み舞まいする。

　やられた男達はピクリとも動かなくなり、ほんの数秒で三人が戦闘不能となった。

　残った男達はさすがに顔色を変えて、各おの々おのの武器を構える。

　カディオの模造刀に対し、彼らは真しん剣けんだ。

　ローザリアもさすがに固かた唾ずを吞のんで見守る。

　じり、とカディオを囲むように間合いを詰めていく男達の内、一人が斬きりかかった。

　湾わん曲きよくした幅はば広びろの剣がギラリと鈍にぶく光る。

　カディオはこれを、鍔つばで受けきった。

　金属でできているとはいえ、模造刀は真剣と斬り結ぶためのものではない。

　この先戦闘が待っていることを思えば、極力刀身の磨ま耗もうを防ぎたいのかもしれなかった。

　カディオは相手の勢いを器用にいなすと、よろめいた男に膝ひざ蹴げりを入れる。

　その隙すきに斬りかかろうとしていた男の剣を真っ向から受け止め、押し返す。男は勢いのまま背後にいた男と衝しよう突とつした。

　成人男性を受け止めきれずよろけたその男も、また手刀で沈しずめた。

　一気に数を減らした男達は見る間に戦意を喪そう失しつしていく。

　──本当に、凄すさまじいわ……。

　ローザリアが読んだ騎き士し物語では、戦闘ともなれば『やぁぁぁぁーっ』だの『でやぁぁぁーっ』だのという謎なぞの雄お叫たけびや、名乗りを上げるものが一いつ般ぱん的だった。

　けれどカディオの息をもつかせぬ攻撃のせいで、敵は口を開く余よ裕ゆうもなさそうだ。しかもそのほとんどを一撃で仕留めているのだから凄まじい。

　そんなことをのんきに考察していられるほど、カディオの戦闘は危なげがなかった。

　その上彼は手を緩ゆるめない。

　振ふりかざされる剣を避よけながら、確実に相手の急所を狙ねらっていく。

　次々に打ち倒たおしていく正確さと素早さは驚きよう嘆たんに値あたいするだろう。

　そしてそれは、男達にとっては恐怖でしかなかった。

「う……うわああぁっっ!!」

　とうとう最後の一人となった男が血迷い、何とローザリアに向かってきた。

　カディオは少し離はなれた位置におり、気付いた時には目の前に迫せまっているような状態だ。

　だが。

「──愚おろかだこと」

　ローザリアは『極ごく悪あく令れい嬢じよう』らしい凶きよう悪あくさと傲ごう慢まんさで、笑った。

　男の前に立ちはだかったのは、闇やみを切り取ったかのように全身黒ずくめの青年。

　無機質な、まるで人ではないような存在感。そこに表情はないのに、金緑色の瞳ひとみだけは凍こごえるほど冷たい。

「ひっ……！」

　本能的な恐怖から逃にげようとした男だったが、ひたりと額を押さえられて動けなくなった。

　人差し指。その一本の指が触ふれているだけで全すべての抵てい抗こうを封ふうじられてしまう。

　それは強大な兵器の前に裸はだかで立ち尽つくしているような、圧あつ倒とう的な無力感。

　声を上げることすらできずに、男はへなへなと座り込んだ。

　ローザリアは極きわめ付きとばかり、満足げな笑えみで言い添そえる。

「よくやったわね、グレディオール。手加減は難しかったでしょう？」

　その言葉に、敵対していた子し爵しやく達は震ふるえ上がった。

　勝てるはずがない。この、たった一人の少女に。

「──化け物め!!」

　しゃがれた声で叫さけんだのは子爵だった。

　彼の目にはグレディオールはもちろん、それを許容するローザリアさえ化け物に見えた。

「私は、貴様を認めない！　『薔ば薇ら姫ひめ』という存在そのものが道理から外れているのだ！　だから『極悪令嬢』などと揶や揄ゆされる！　同じ人間ではないから！」

「なっ……！」

　男達を拘こう束そくし始めていたカディオが反論する前に、ローザリアは腕うでを組んで進み出た。

「……道理から、外れている？」

　広い室内に一つだけの明かりが揺ゆれた。

　頼たよりない照明はローザリアに色いろ濃こい影を落とす。

　そんな中、アイスブルーの瞳だけが光を弾はじいて輝かがやいていた。

　まるで、比類なき宝石のように。

「ご存知ありませんか？　極悪とは、この上なく邪よこしまであること。邪には、道理に外れている、という意味があるのですわよ」

　ゆったりと足音を響ひびかせていたローザリアが、子爵の前でひたりと立ち止まる。

　彼はみっともなく唾つばを飲み込んだ。

　暗がりに、くっきりと浮うかび上がる笑みの花。

　それは凄せい絶ぜつなまでに美しく、また恐おそろしかった。

「──わたくしを『極悪令嬢』と罵ののしったその口で道理を説かれるなんて、おかしな方」

　子爵はガクン、と床ゆかにへたり込んだ。

　隣で丸くなっている建築組合の男のように、その体がブルブルと震えだす。憔しよう悴すいしきった姿はめっきり老ふけ込んで見えた。

　もはや眼中にない男達を視界から消し去ると、ローザリアはカディオに話を振った。

「近この衛え騎士団の権限があれば、子爵達も拘束できるかしら？」

「はい。今回は、殿でん下かから事前に許可を取ってありますから」

「彼は彼で、わたくしを過信しすぎているのではないかしら……」

　何もかもレンヴィルドの想定内だというならばともかく、単なる信用問題だとしたらこれもまた面おも映はゆいことだ。

　空気が緩んだその時、子爵が突とつ然ぜん叫さけんだ。

「私は知っているぞ！　私の友人は、お前に殺されたんだ！　あの男が突然行方ゆくえをくらますなど考えられない！　お前は、人殺し──……！」

　目を血走らせ、口から泡を飛ばし半はん狂きよう乱らんで叫ぶ子爵は、彼こそがおぞましい化け物のようだ。

　心が凍こおり付きそうな罵ば倒とう。

　その最後を待たず、目で追えない速さで動いたのはカディオだった。

　模造刀の切っ先を子爵の眼前に突つき付ける。

　一応身分ある相手にもかかわらず、迷いのない剣筋。そこに押し込められたカディオの怒いかりが突き刺さすかのようだった。

「その、汚きたない口を閉じろ」

　一いつ拍ぱく遅おくれて子爵の前まえ髪がみがハラリと舞まった。

　恐怖に絶句する彼と同じく、ローザリアも気が遠くなりそうだ。

「も、模造刀とは、髪が切れるものなのですか……？」

　いや、あり得るはずがない。

　神かみ業わざのごとき剣けん技ぎ。これで人を傷付けたくないなどと言うのだから空そら恐おそろしい。

　思わず遠い目になりかけるローザリアだったが、いつもの明るい雰ふん囲い気きに戻もどったカディオが無む邪じや気きな笑顔で逃とう避ひを阻そ止しする。

「いえ、普ふ通つうは切れませんよ。単に今のは、居合いの技術を応用しただけです。あぁ、前にお話ししましたっけ？　こうして鞘さやから抜ぬく動作で一いち撃げきを繰くり出すことを居合いというんです。ちなみに二撃目で相手にとどめを刺すところまでが一つの流れで……」

　始まった。そういえば、彼は前世から武術に傾けい倒とうしているようだった。

　記き憶おくがぼんやりしてきていると不安がっていたのに、なぜこんなところだけ鮮せん明めいなのか。やはり戦うことを生なり業わいとしているからか。

　熱く語り続けるカディオの背後で、子爵が泡を噴ふいて気絶していた。




　　　　[image: くぎり]




　捕ほ縛ばくした面々は、全て王宮に連行しなければならない。

　取り調べもまだだし、余罪の洗い出しなども済んでいない。それらは騎士団の管かん轄かつだった。

　騎士団の兵舎前に転がしておくのが一番手っ取り早いが、ローザリアとて説明責任があることは理解している。

　深夜の王宮。

　ローザリアはその一角、極めて私的な応接間に通されていた。

　機密保持のためだろう、静まり返った室内には使用人さえいない。

　人ひと払ばらいを行い、話し合いの場を設けたレンヴィルドが、半眼でローザリアを見み据すえていた。

「信じられない……」

「このような夜よ更ふけにお呼び立てしてしまったこと、申し訳なく思っておりますわ」

「そこもだけれど、窃せつ盗とう集団とそれを裏で操あやつっていた子爵の捕縛、及および証しよう拠こ固めという大立ち回りを淑しゆく女じよがたった一晩で成し遂とげてしまったことが、何より信じがたい」

　しみじみとした彼の発言に、集まった面々は苦笑いをしている。

　応接間には今回の関係者が一堂に会していた。

　デュラリオンにレイリカ、そしてシン王子も要よう請せいに応じてくれている。

　非常識な時間帯での呼び出しにもかかわらず、普ふ段だんからぼんやりしているシン以外は揃そろって緊きん張ちよう感かんのある面おも持もちだ。

　ローザリアはそれらを見み渡わたしてから口を開いた。

「レンヴィルド様がおっしゃったように、わたくしは先ほどドルーヴを建設した組合の代表、そしてその背後に付いていた子爵を捕縛いたしました」

　レイリカとデュラリオンの表情が動くのを確かく認にんしつつ、ローザリアは続けた。

「つきましては今回の一件についてご説明させていただきたいのですが、まずはカラヴァリエ伯はく爵しやくから事情をお聞かせいただく必要があると存じます。ここ最近、あなたの領地で起こっていた問題について」

　促うながすも、彼女の口はなかなか重いようだ。

　当然だろう。領主とは、領地の不利益になるようなことは話したがらないものだ。

　ローザリアはさらに付け加えた。

「今回の捕縛を手伝ってくださったのは、そちらにいるレンヴィルド様の護衛騎き士しです。そして子爵達は、こちらにいらっしゃるシン殿下がドルーヴをあからさまに調べていたために、口くち封ふうじに動いておりました」

　既すでに領地内で収まる話じゃない。

　暗にそう告げると、レイリカは疲つかれた素そ振ぶりでソファにもたれかかった。

「……そうだね。これだけ迷めい惑わくをかけた以上、もう黙だまっていることはできないようだ。もっとも、ローザリア嬢じようは既に全てを理解しておられるようだけれど」

　辛つらそうな笑みを浮かべる彼女を、デュラリオンが見守っている。彼も胸中複雑そうだが異論はないようだ。

「発ほつ端たんは、兵士達が鍛たん練れんの最中に偶ぐう然ぜん鉱山を掘ほり当てたことからだった」

　兵士達の訓練法が独特であることはともかく、レイリカは語りだす。

　成分を調べた結果、採れたのはレンガの原料に使われる頁けつ岩がんだった。

　兵士らが掘り出しただけでもかなりの量だ。きちんと開発をすれば、領地を潤うるおす一大産業となるかもしれない。

　レイリカ達は束つかの間喜んだ。

　けれどさらに詳くわしく調べる内に、価値のないものであることが判明してしまった。

　ローザリアが予想していた通り、カルシウム含がん量りようが多すぎるためにレンガの材料として全く使えなかったのだ。

「そんな時だよ。大量に保管していた頁岩が、忽こつ然ぜんと消えてしまったのは」

　もしかしたら、浮かれた誰だれかが外部の者にでも口を滑すべらせたのかもしれない。

　頁岩は現在レスティリアでは産出されず、完全に輸入に頼っている。

　そのためレンガ自体がとても高価で、おそらく今回盗ぬすみに走った業者は資材費を安く抑おさえようと目もく論ろんでいたのだろう。

　カラヴァリエ家としては、盗まれたところで痛くも痒かゆくもないくず石。だが、もしあれがレンガの材料として使用されたら。それを使って家でも建てられたら。

「粗そ悪あくな頁岩を、カラヴァリエ家に無理やり売り付けられたと騒さわぎ立てられては堪たまらない。盗みまでするような悪党達が、こちらに罪をなすり付けないという保証はないだろう？　そもそも潔白を証明できたとしても、一度生じた悪評というのはいつまでもついて回るものだ。だから、急いで回収しなければならないと思った」

　とはいえ騒ぎを大きくしたくないので、あからさまに動くことはできない。

　デュラリオンが頻ひん繁ぱんに街へ出かけていたのも、レイリカ自身が王都にやって来たのも、調査にかける人員を最小限にするためだったという。

　話を聞き終えたローザリアは、深く頷うなずいた。

「よく分かりました。そのため、噂うわさになってしまうほど不ふ審しんな動きを見せていたシン殿下が調査員と勘かん違ちがいされ、一連の流れがややこしくなったのですね」

「シン・ティエン殿下。全く意図していなかったとはいえ、御おん身みを危険にさらしてしまったこと、深くお詫わび申し上げます」

　レイリカが立ち上がって腰こしを折ると、デュラリオンもそれにならう。

　真しん摯しな謝罪にも、シンは眠ねむたげな表情のまま答えた。

「面おもてを上げろ。狙ねらわれるような振ふる舞いをしたこちらにも、非はある」

　というか、そもそも使節団に紛まぎれて入国しているところから混乱は始まっている。

　王族らしく振る舞うシンを、ローザリアとレンヴィルドは微び妙みような表情で眺ながめた。

「俺は、使節団の一員として来た。あの複合型施し設せつに使われているレンガが脆もろいことは、すぐに気付いた。施設を調査した辺りから何者かに付け狙われ始めたことも。とはいえこうして無傷だし、潜せん伏ぷくしている間は街中の壁かべを見学できた。だから、問題ない」

　壁を見て回れたことがよほど嬉うれしかったのか、シンはやけに饒じよう舌ぜつだ。

　彼の視線がローザリアに向いた。

「貧民街に普ふ及きゆうしている土壁の品質向上は、君が発案したことらしいな」

　シンは現在、賓ひん客かくとして王宮に滞たい在ざいしている。おそらく親交を深める過程でレンヴィルド辺りから聞いたのだろう。

　ローザリアが頷くと、燈とう火かのような瞳ひとみが僅わずかに細められた。

「俺は、建築物を調べれば、その土地の年間を通した気候が大体分かる。今回歩き回って、色々な建物に触ふれ合った。結論から言わせてもらう。レスティリア王国は──土壁が適しているとは言いがたい」

　ローザリアは、思いも寄らない言葉に目を見開いた。

「土壁の家、毎年氾はん濫らんのたび、適当に建て直していたのではないか？」

「……えぇ、そう聞いています。住民達からすれば、だからこそ頑がん丈じような壁にしたところで、という部分もあったらしく……」

「シャンタン国と違って、乾かん燥そう地帯でもないしな」

　貧民街の家は壁が薄うすく適当な造りだった。毎年梅つ雨ゆには川が氾濫し、そのたび建て直さねばならなかったためだ。それはゴロツキ達からも聞いていたけれど。

　珍めずらしく動どう揺ようするローザリアを、カディオが心配そうに見つめている。

　安心させるための笑え顔がおさえ、今は返す余よ裕ゆうがなかった。鼓こ動どうがやけに速い。

　確かに本で得た知識だけでは限界があると気付いていた。

　だとしても、こうしてはっきりと間違いを突つき付けられたのは初めてだった。

　ほとんど呆ぼう然ぜんとしているローザリアに、シンは付け加えた。

「シャンタン国でも、水辺の地域に住む者はいる。そういう場合、建物の下部を木造にして、屋根を大きく取るのが重要なんだ」

　治水工事が始まるならば、氾濫の頻ひん度どもこの先減っていくだろう。

　そうなれば、土壁の家は問題なく普及できる。シンは最後にそう締しめくくった。

「普及には、問題がないのですね……」

　ローザリアが胸を撫なで下ろしていると、シンはなぜかしたり顔で頷いた。

「確か、ローザリア嬢と言ったな。今回は修正が必要だったが、君の提案自体は実に興味深かった。壁を愛する心とは、すなわち国を愛する心」

「はぁ……」

　どこがすなわちなのかさっぱり理解できなかったが曖あい昧まいに頷いておく。先ほどの衝しよう撃げきが冷めやらないためか、あまり頭が働かない。

「その情熱、気に入った」

「お褒ほめに与あずかり光栄です」

「君は、とてもいい」

「ありがとうございます」

「好きだ」

「どうも、」

　惰だ性せいで感謝を述べかけ、ローザリアは硬こう直ちよくした。

　見れば、その場に集つどう誰もが固まっている。

　なぜか指一本動かせないほどピンと空気が張り詰つめていた。次の一手を誤れば、取り返しのつかないことになってしまいそうな息苦しさ。

　そんな中、シンだけはいつもの無気力そうな表情のまま、こてりと首を傾かしげた。

「……俺は、言葉を間違えたか？」

　彼の独特の空気感のせいか、どっと力が抜ぬけた。

　おそらくシン以外の全員の頭の中に、外交の政治的駆かけ引きなどがよぎっていただろう。もしかしたらカディオも彼と同じくらい何も考えていなかったかもしれないが。

「ローザリア嬢。この気持ちを、こちらの言葉では何と表現するのだ？　同志に巡めぐり合えた喜び、壁への情熱を分かち合える稀け有うな存在へ、この好意を伝えるには──」

　再び渾こん沌とんとしてきたところで、レンヴィルドが軽く手を叩たたいた。

「さぁ、そろそろお開きにしてもいい頃ころ合あいではないかな？　いつまでもこうしていては明日に差し支つかえる。明日というか、もう今日だけれど」

　かなり雑な方向転てん換かんだったが、話を変えるのは全面的に賛成だ。シンが何を勘違いしているのか知らないが、ローザリアは決して同志ではないのだから。

「そうですわね。一刻も早く解散して就しゆう寝しんしなければ、きっと皆みなさま大変ですもの」

　動揺を綺き麗れいに拭ぬぐいながら、レンヴィルドに話を合わせる。

　すると彼は怪け訝げんな表情になった。

「大変なのは、あなたも同じだろう？」

　明日は平日、通常通りに授業が行われる。

　なのにローザリアは相も変わらず他人ひと事ごとのまま、輝かがやくような笑みを浮うかべた。

「わたくしはもちろん、仕事も責任も一いつ切さいございませんから、ゆっくり休ませていただきますわ。生徒達の規き範はんとなるべき方々は苦労いたしますわね」

　堂々と欠席宣言をするローザリアに、レンヴィルドもデュラリオンも半眼になった。

　呼び出した張本人が、という非難を痛いほど感じる。けれど悪事を働いたのは子し爵しやくであってローザリアではない。

　無言の糾きゆう弾だんを、ローザリアは鉄てつ壁ぺきの笑顔でいなし続けた。
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　ようやく解散の運びとなり、グレディオールと王宮の通路を歩く。

「──ローザリア嬢じよう」

「キャッ」

　突とつ然ぜん背後で名を呼んだのは、シンだ。全く気配がなかった。

「殿でん下か。大きな声を上げてしまい、失礼いたしました」

　ローザリアは落ち着かない心臓を押さえながら頭を下げる。

　こちらに非など全くないが、王族が相手では通らない言い分だ。

　何か用件があるのかとしばらく待ってみるも、シンはローザリアをじっと見つめたままだ。

　彼の突とつ飛ぴな言動は今に始まったことではない。ローザリアは無礼を承知で自ら口を開いた。

「こうして言葉を交かわすのは、屋や敷しきにお越こしいただいた時以来になりますわね」

「君の屋敷の壁材に使われていた、石せつ灰かい岩がんの柔やわらかな質感は、記き憶おくに新しいな」

　相変わらずな返答に笑顔でいられるのは、もはや呆あきれなど乗り越えているからだ。

　延々と続くであろう壁への賛辞を適当に聞き流す構えでいると、シンは橙だいだい色いろの瞳を細めた。

「あの日のことを、後こう悔かいしていた。俺は、君との連れん絡らく手段を持っていない。君は、今まで出会ったどの女性より聡そう明めいで、魅み力りよく的だ」

「え……」

　動揺して、危あやうく声が上うわ擦ずるところだった。

　ローザリアは屋敷に閉じ籠こもって生きてきたから、想おもいを伝えるのも伝えられるのも慣れていない。情熱的な言葉の数々を冷静に対処しきれなかった。

　反射的に後あと退ずさった距きよ離りを、シンがぐいと詰める。

「会いたかった、君に。忘れられなかった」

「えぇと、その」

「君の髪かみは、白はく雲うん母もの原石に近い色合いだな。どこか金属質に思える輝き方が、よく似ていると思うのだがどうだろう？」

「…………はい？」

　頰ほおに集まりかけた熱が一いつ瞬しゆんにして散っていく。至し極ごく真ま面じ目めな顔で、なぜ急に石談議。

　何とも言えない空気になるが、割り入って終しゆう止し符ふを打ったのはレンヴィルドだった。

「勝手な行動は困りますね、シン殿下」

　制止されたシンは無表情ながら、どこか不満そうに目をすがめた。

「邪じや魔まをするな、レンヴィルド。せっかく口説いている途と中ちゆうなのに」

　彼の口から思いもよらない単語が飛び出し、ローザリアは内心驚きよう愕がくした。よもやあの謎なぞめいた石談議まで口説き文句だったなんて。

　レンヴィルドも同様に感じているらしく、ガックリと脱だつ力りよくした。

「本気で口説いていたとするならあまりに悲ひ惨さんな内容でしたけれどね……。しかしそれならばなおさら、私には介かい入にゆうする権利があるはずですが？」

『薔ば薇ら姫ひめ』であるローザリアを他国へ嫁とつがせるには、頭の痛い問題が多い。しかも王族相手となれば、レスティリア王国の王族として口出ししたくもなるというものだ。

「とにかく、今日のところは客間にお戻もどりください。迷めい惑わくになりますから」

「俺は、ローザリア嬢の迷惑になっていない」

「私の迷惑になっているんです。眠ねむい。一刻も早く寝ねたい」

「なるほど。ならば納なつ得とくがいった」

　ずいぶん打ち解けた様子で軽快なやり取りを交わすと、レンヴィルドが振ふり向いた。

「というわけでおやすみ、ローザリア嬢。いい夢が見られるよう心から祈いのっているよ」

　これからゆっくり睡すい眠みんをとる予定のローザリアをチクリと皮肉ると、王族達は慌あわただしく去っていく。まるで嵐あらしのようだ。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすローザリアの背後から、クスクスと忍しのび笑いが漏もれた。

　やけに耳みみ馴な染じみのいい魅み惑わく的な美声は、確かめるまでもなくレイリカのものだ。先に帰らせたのだろうかデュラリオンの姿はない。
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「……カラヴァリエ伯はく爵しやく。他人の不幸を笑うなど、失礼ではございませんか」

「王族に口説かれて不幸と言い切るあなたの方が、よほど失礼だと思うけれどね。あぁ、私のことはレイリカで構わないよ」

　あの馬ば鹿か馬鹿しい騒さわぎを一部始終見られていたのかと思うと居たたまれない。

　美しい笑えみを湛たたえたレイリカは真顔になると、きっぱり頭を下げた。

「ローザリア嬢、改めてお礼を言わせてほしい。あなたのおかげで我が領は救われた」

「とんでもないことです。わたくしも、自らの利益のために動いたまでですから」

　慌てて頭を上げさせるローザリアに、彼女は苦く笑しようをこぼした。完かん璧ぺきな美び貌ぼうを誇ほこるレイリカではあるが、こういった人間味のある表情の方がより魅力的に映る。

　二人はどちらからともなく歩き出した。

「そうは言っても、あなたは今回の件に巻き込まれただけでしょう？　意外に偽ぎ悪あく的だね」

「あなた様ほど素す晴ばらしい方にお褒めいただくなんて光栄ですわ」

「おや。『極悪令嬢』に過分な評価をいただけるなんて、こちらこそおそれ多いよ」

　レンヴィルドと交わすような軽口もなぜか違い和わ感かんがなく、二人は微笑ほほえみを交わす。

　そうしてしばらく進んでいると、レイリカが不意に口を開いた。

「カディオ殿どのと知り合ったのは、領地目当てで言い寄る男に辟へき易えきしている時でね」

「はい？」

「助けてくれるだけじゃなく、彼は自分を利用していいと言ってくれたのさ。浮き名の一つや二つ増えたところで、傷付くような名めい誉よじゃないと」

　突然何の話かと思ったが、徐じよ々じよにその意味が浸しん透とうしていく。

　過去の『カディオ・グラント』の本命という疑いがあったけれど。

「それは、つまり……」

「ご想像通り、彼は恋こい人びとというより理解者、協力者といった感じかな？」

　レイリカはいたずらっぽく片目をつむった。何とも魅力的な笑みだ。

「あなたは、きっと真相を知りたがっているのではないかと思って。……まぁ、選よりどりみどりのようだから、私の心配は無用だったかな？」

　後半は耳元で囁ささやくも、その口調は多分にからかいを含ふくんでいる。

　先ほどのシンの告白もどきのことを言っているのなら人が悪いというものだ。

　ローザリアが半眼になると、彼女は軽快に笑った。

　そのままヒラリと手を振って去っていく。

　すっかり見み透すかされていることが悔くやしくもあったけれど、安あん堵どの方がずっと大きい。過去は過去と割り切っているつもりでも、やはり心の片かた隅すみに引っかかっていた。

　その憂うれいも、完全に取り払はらわれていく。

　颯さつ爽そうと進む背中を見つめながら、ローザリアはいつの間にか笑みを浮うかべていた。
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　寮りように戻り、自室の窓辺に佇たたずむ。

　空は白み始め、既すでに夜明けを迎むかえようとしていた。

　新しい朝の新しん鮮せんな空気をいっぱいに吸い込む。

　やがて、じわじわと稜りよう線せんから緋ひ色いろが広がり、空を焼き尽くすかのように吞のみ込んでいく。

　今日ローザリアは、十六年という歳月をかけて培つちかった知識を、真っ向から否定された。

　──わたくしは、本を読んで知った気になっていただけね。世界は広い。知識だけでは分からない世界がある……。

　けれど込み上げるのは悔しさや悲しみ、自省の念ばかりではなかった。

　ローザリアは胸を押さえる。

　どうしようもなく、期待が高まってしまう。

　こんなにも、世界は未知に溢あふれている。

　それにこの先も触ふれていけるのだ。

　ついに顔を出した太陽が、黄金の光を放射状に伸のばした。

　山も森も空も、全すべてが光り輝かがやいている。

　鳥のさえずりに交じって、どこからかガタゴトと荷馬車の走る音がする。日が昇のぼりきらない内から畑仕事でも始めるのだろうか。

　希望に満ちた光景を、肌はだで感じる熱を、音を、心に刻み込む。

　この美しさを、ローザリアはきっと忘れない。
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　いよいよ新学期が始まった。

　真新しい制服に身を包んだ生徒達の賑にぎやかさは、卒業生が去った分の隙すき間まを埋うめてくれる。

　あの勝ち気なスーリエ家の令れい嬢じようも入学を果たし、今いま頃ごろ友人づくりや人脈づくり、はたまた取り巻きづくりに勤いそしんでいることだろう。

　入学式も滞とどこおりなく済み、催さい事じ続きで走り回っていた執しつ行こう部ぶの面々もやっと落ち着いた。

　まだ就任前だというのにレンヴィルドとアレイシスも裏方として働かされていたため、今日のお茶会は久しぶりの開かい催さいだった。

　ミリアが淹いれてくれたのは、カモミールとオレンジのハーブティー。

　心を安らげる効果のあるカモミールだが、男性陣じんにはハーブが苦手な者もいる。そこに爽さわやかなオレンジで香かおり付けをすることでとても飲みやすくなっていた。

「色んなことが、一度に起こりすぎていたせいかな。こんなふうにのんびりと過ごせることがいかに幸せか実感するよ」

　ゆっくりハーブティーを味わっていたレンヴィルドが、しみじみと口にする。

　やけにこちらを見ているような気がするが、ローザリアは完璧な笑みで跳はね返した。

「あとは、来月の選挙戦さえ乗り越こえれば落ち着くはずだよな……」

　アレイシスのうわ言のような呟つぶやきに対し、執行部歴の長いフォルセが今後の活動についてをサラリと答えた。

「まぁ、校規の見直しや予算委員会なんかの地味な仕事がすぐに始まるけれどね」

「しんどすぎるだろ……」

　義弟おとうとはうめきながら項うな垂だれた。

　男性陣のあまりに鬱うつ々うつとした様子に、ルーティエがことさら明るい声を出して励はげます。

「お疲つかれ様！　毎日すごく頑がん張ばってるの、ちゃんと見てたよ！　これ、今日のために作ってきたパウンドケーキ！　みんなで食べて元気出して？」

　アレイシスは目の前に差し出されたパウンドケーキよりも、むしろ輝かしいルーティエの笑顔に釘くぎ付づけだった。

　そのまま彼女の優やさしさを嚙かみ締しめるようにそっと目を閉じる。

「俺、執行部にルーティエがいてくれたら、それだけで毎日頑張れそうな気がする……」

「何!?　ルーティエ先せん輩ぱいを無理やり引き込んだら、職権濫らん用ようで訴うつたえてやるからな！」

　おかしな妄もう想そうを繰くり広げ始めるアレイシスに、すかさずジラルドが嚙み付く。

　二人の争いが激化する前に、ルーティエはなぜか頑かたくななほど首を振ふった。

「わ、私に執行部なんて務まるわけないよ！　無理無理！　絶対に無理！」

「なぜ？　あなたは成績優ゆう秀しゆうだし、執行部入りできるくらいの能力はあると思うけれど」

　ローザリアが首を傾かしげて問うと、彼女は周囲を見回しながらもどかしげに口を動かした。

　どうやら理由を話そうにも、この場では難しいらしい。

「だってもし、シナリオ通りに……その、とにかく無理なの！　私には無理！」

　無理の乱発ぶりに、アレイシスの心が挫くじけた。

「そこまで必死に否定しなくても……」

「あ、ごめんね!?　そんなつもりじゃ……」

　にわかに騒さわがしくなる談話室。

　日常がようやく戻もどってきたような気がして、ローザリアは薄うすく微笑ほほえんだ。

　対照的に、何とかアレイシスを宥なだめたルーティエはどこか気落ちした様子だ。

「でも、残念だよね。みんなでもう一度行きたかったのに、ドルーヴが閉へい鎖さなんて」

　ドルーヴは現在、当然ながら閉鎖されている。

　建物自体が子し爵しやくらの犯罪の証しよう拠こでもあるし、何より粗そ悪あくなレンガを使っているため強度に問題がある。連日の混こみ具合から考えても大事故に繫つながる可能性は高い。

　補強が完全に終わるまで、当面は閉鎖という形で落ち着いていた。

「再開を楽しみに待ちましょう。たとえ数年後であっても、必ず」

　もしまたドルーヴが再開することがあっても、オーナーは確実に代わっているだろうが。

　裏事情はルーティエにも話していないので、不確かな口約束しかできない。

　それでも彼女は嬉うれしそうに笑った。

「……何か、いいね。未来の約束って、私初めてかも」

　病弱だったという前世を思い出しているのだろう。

　翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみは見たことがないほど繊せん細さいで、透とう明めいで、美しかった。

　胸が詰つまって何も返せずにいると、談話室の扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。

「歓かん談だん中にすまない」

　現れたのはデュラリオンだった。

　深夜の会談中はそれなりに表情豊かだったけれど、すっかりいつもの生き真ま面じ目めな雰ふん囲い気きだ。

　ローザリアに用事があるようで、レンヴィルドやフォルセへの挨あい拶さつを終えた彼の視線は真っ直すぐこちらを向いている。

「君の従者殿どのに聞いたら、こちらにいると教えられた。友人との時間を邪じや魔ましたくなかったのだが、なるべく早めに提出してもらいたい書類があったのでな」

「それで、わざわざ届けてくださったのですね。恐きよう縮しゆくですわ」

　ローザリアは立ち上がると、厚みのある封ふう筒とうを受け取った。

　その際、デュラリオンは凜り々りしい眉まゆをぐっと寄せた。

「今回は君の思おも惑わくに従ったが……こんなことは、これきりで頼たのむ」

「あら、思惑だなんて失礼なおっしゃりよう。わたくしはただお願いをしただけですのに、まるで脅きよう迫はくでもしたかのようではございませんか」

　心外だとばかりに首を振ると、彼はますます顔をしかめた。

「……以前言ったことは訂てい正せいしよう。やはり君は、噂うわさに違たがわぬ『極ごく悪あく令嬢』だ」

　ローザリアは無言のまま、くっと口角を引き上げて微笑んだ。

　それだけでデュラリオンは怯ひるんだようで、挨拶もそこそこに退出していく。

　二人のやり取りを、他ほかの面々は不思議そうに見つめていた。
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　翌週。来月の選挙戦に向け、候補者が一いつ斉せいに告示された。

　今年はほとんどの役職の立候補者が一名ずつしか選出されていないので、レンヴィルドやアレイシスはほぼ当選確実といった様相だ。

　争いが熾し烈れつな枠わくはたった一つ。

　あらゆる事務作業の担にない手である、庶しよ務むだ。

　そこには五名の名が記されていた。

　誰だれもが家いえ柄がらよく、何らかの分野で優秀な成績を収める者達ばかり。

　その中に、掲けい示じ板ばん前に集まる生徒達をざわつかせる名前があった。




『ローザリア・セルトフェル』




　選挙戦は、現執行部員二名以上からの推すい薦せんを受けた数名が出馬する方式となっている。

　ローザリアはこれをフォルセと、デュラリオンに頼んでいた。

　今回の騒そう動どうで少なからず恩義を感じていたデュラリオンは了りよう承しようしてくれたが、選挙に関する小冊子が既すでに完成していたため、ねじ込むだけでもかなり骨の折れる作業だったらしい。

　驚きよう愕がくの渦うずが巻き起こっている掲示板前を、ローザリアは遠くから観察していた。

　嫌きらわれ者の『極悪令嬢』が選挙戦に立候補したところで勝ち目などないように思える。

　けれどローザリアは、当選を確信していた。

　ずっと以前から根回しに勤しみ、選挙活動を行っていたのだ。

「……僕、セルトフェル嬢に入れようかな」

　生徒の一人がポツリと呟いた。

　意外そうな反応をする周囲に、彼は慌あわてて理由を語る。

「以前、僕が育て……いや、裏庭に咲さいている花を、綺き麗れいだとおっしゃっていたんだ。恐おそろしい噂ばかり流れているけど、実は心優しい方なんじゃないかなって」

　すると触しよく発はつされたのか、他の生徒も口々に話し出す。

「そういえば、俺が図書館で勉強している時もさりげなく解き方を教えてくれたな。偉えらぶることなく、ここまで解けただけですごいとか何とか」

「私も、落としたハンカチを拾っていただいたわ。その時制服のリボンを直してくださったのだけど、その笑え顔がおがもう……っ」

　ほう、と熱いため息をこぼす女生徒に、神しん妙みような顔の男子生徒が続いた。

「実は俺さぁ、何度か見たことがあるんだよね。セルトフェル嬢じようが校舎裏とか講堂裏で、令嬢達に囲まれているところ」

「あぁ、その話なら僕も知っているよ。何でも特待生に対してしつこく嫌いやがらせしていた令嬢達を、毅き然ぜんと窘たしなめたとか」

「まぁ、素す敵てき！　そういえば以前にも、悪漢を退けシャンタン国の王子殿でん下かを保護なさったと噂になっておりましたものね！」

「弱き立場にある者を助ける。まさに貴族の鑑かがみではございませんか！」

　ルーティエを脅おどそうとしていた令嬢達を逆に脅し返していた件まで持ち出されるのは想定外だったものの、思いがけなく彼女への嫌がらせが減りそうで何よりだ。

　彼らの盛り上がりようは、概おおむね満足のいく結果だった。

『窮きゆう地ちに颯さつ爽そうと駆かけ付ける騎き士し様のよう』だの『麗うるわしのお姉様』だのどんどん話が飛ひ躍やくしているものの、善性も併あわせ持つと刷り込みさえできればこちらのものだった。

　下級貴族とは発言力がない分、潮流に敏びん感かんだ。

　多勢につく重要性を何よりも理解し、時勢を読むことに長たけている。

　学園に所属する大多数が下級貴族の子だ。案の定、誰もが顔を見合わせ戸と惑まどい始めていた。

　立候補している者達にもそれなりの派は閥ばつはあるはずだが、『極悪令嬢』が話題に上る回数は圧あつ倒とう的だ。気運は一気に高まるだろう。

　レンヴィルドと親しいことは、今まで反感や不満の理由の一つだったけれど、ここに至って追い風となる。あの傑けつ物ぶつとされる王おう弟てい殿下が懇こん意いにしているのだから、『極悪令嬢』が噂通りの悪人であるはずないと。

　こっそりほくそ笑んでいたところで、不ぶ躾しつけに腕うでを摑つかまれた。

　未み婚こんの令嬢にみだりに触ふれるのは無礼な行こう為いだ。

　貴族が多く通う学園で、これほど荒あらっぽい真ま似ねをする者は少ない。ローザリアは滅めつ多たにない経験に目を瞬またたかせる。

　しかもそれを行ったのが、王弟殿下であるなんて。

「……レンヴィルド様？」

　ローザリアの問いかけに、彼は答えない。ニコニコと微笑むばかりだ。

　けれどそれは、いつもの穏おだやかな笑みとは比べものにならないほど迫はく力りよくがあった。

「やぁ、ローザリア嬢。少々私に付き合っていただけるかな？」

　こめかみにくっきり浮うかぶ青筋を見て、ローザリアはただ小刻みに頷うなずいた。

　なぜ彼が猛もう烈れつに怒おこっているのか心当たりはないものの、大人しく従った方がよさそうだ。

　レンヴィルドに連行されたのは、歴史学の資料室だった。

　そういえば編入初日、アレイシスと内密の会話をするために利用した覚えがある。

　相変わらず雑多なもので溢あふれ返っているというのに、そのくせ閑かん散さんとした雰囲気。扉を閉めると生徒達の気配がすっと遠ざかった。

　彼は向かい合ってすぐ、額を押さえため息を吐つき出した。

「デュラリオンに恩を売ることに、こんな目的があったとは……。そうか、あのお茶会の時彼が持ってきた書類。あれは執しつ行こう部ぶへの推薦に関するものだったのか。何の役職にも就ついていないあなたに書類なんて、普ふ段だんならばおかしいと気付くはずなのに……」

　道中目まぐるしく思考していたのだろう。彼の愚ぐ痴ちめいた推論は留とどまるところを知らない。

「あの時言っていたポジティブキャンペーン？　とかいうのも、今思えばこのための布石だったのか。あぁもう、重なる疲ひ労ろうで判断力が鈍にぶっていたとしか思えない……」

「今も十分判断力が低下していると思いますけれど」

　従者も護衛もいない状態で、令嬢を密室に連れ込むなんて。もしも誰かに見られていれば、どんな勘かん違ちがいをされても反論できない状じよう況きようだ。

　レンヴィルドもようやくそこに思い至ったようで、一気に顔面を蒼そう白はくにした。

「本当だ……」

　それほどまでに精神が追い詰つめられているということなのだろう。

　ローザリアは気にしていないと微笑ほほえんだ。

「まぁ、わたくしとしても都合がいいですけれど。レンヴィルド様には、お訊ききしたいことが多々ございましたし」

　尋じん問もんされる立場から一転。

　形勢逆転とばかりに腕を組むと、冷静になったレンヴィルドが見るからに怯む。

「なぜ、使節の存在を黙だまっていたのですか？」

「う、」

　反応から、訊かれるだろうと予測していたことが分かる。

　それがなおさら癪しやくに障さわった。

「わたくしも、新たに講師となる人物が必要であることは承知しておりました。にもかかわらず、使節の存在を黙っていたなんて。何かしらの思惑があるのではと疑われても仕方のない状況であることは、理解しておられますわよね？」

　話している内に、ローザリアは少なからず憤いきどおっていることを自覚した。

　相談してくれればよかった。いい友人だと思っていたのは自分だけだったのだろうか。

　詰なじるようにひたすら無言で睨にらみ続けていると、レンヴィルドは陥かん落らくした。

「あなたに隠かくしごとはできないな。……本当に、色んな意味で」

　彼の苦く笑しように混じっているのは諦てい念ねんと、それだけではない何か。瞳ひとみに宿る感情は複雑すぎて、ローザリアには推おし量れない。

　だからただ、黙り込むしかなかった。

「この度たびの使節招しよう聘へいは土つち壁かべ技術を学ぶためという名目だが、陛下はこれを機にシャンタン国との友好関係を築きたいと考えていらっしゃった。ところが王宮内も、まだまだ一枚岩とは言いがたくてね」

「ということは、つまり──今回の一件は裏に反王制派がいたと？」

　レンヴィルドは以前の誘ゆう拐かい騒さわぎののち、革新的な提案をしたとして下級貴族達の心を掌しよう握あくしていたはずだ。

　そして穏おん健けん派の大半は陛下を支持している。

　国王の政策に真っ向から対立するそれなりの規模を持つ派閥といえば、反王制派以外にあり得なかった。

「反王制派は、どの階級にも少なからずいる。今回主犯として捕つかまった子し爵しやくもそうだ」

　レンヴィルドは否定も肯こう定ていもせずに続けた。

　それだけで、この根深い問題が本当の意味では解決していないことに気付く。子爵が捕まっただけでは、ただのトカゲのしっぽ切りだったのだ。

「彼らはとにかく、国の方針に反対すればいいと思っているような輩やからだ。当然今回の使節の招聘についても、必要のない経費を血税から捻ねん出しゆつするのは民意に反すると言い出した」

　貧民街の住民より王都民の方が数も多く、発言力がある。

　他人の苦労に共感できない者は悲しいことに一定数おり、反王制派の主張は全くのでたらめというわけでもなかった。

「それでも陛下は彼らを説得しようと努められたよ。シャンタン国との交易が盛んになる利点も挙げられた。それでも、彼らは文句を言いたいのさ。そもそも土壁の普ふ及きゆうなど必要ないと言い出す者まで現れだす始末」

　貧民街の生活水準向上のためにシャンタン国の使節を招いたのに、その大前提を覆くつがえそうとするのだから呆あきれてしまう。

　ローザリアも思わず苦々しい顔になった。

「彼らも、高位の人物を招けば黙らざるを得ないだろうと思った。とはいえ高位でありながら土壁技術に詳くわしい者などどれほど稀き少しようか。このままでは使節の招聘すら不可能なのではと危あやぶんでいる時、調査でシン殿下の存在を知った。私は使節の招聘と同時に、留学という形で殿下を招くことはできないかと考えた。最悪使節の方を断られても、殿下と友ゆう誼ぎを結ぶ価値は大きいからね。けれど思おも惑わくは外れ、シャンタン国は招聘には応じてくれたものの、シン殿でん下かの留学については梨なしのつぶて。使節を招く大前提であった土壁技術を学ぼうにも、それ自体が頓とん挫ざしてしまう恐おそれがあったんだ」

　そういった経けい緯いがあったならば、シンがセルトフェル邸ていで保護されていると知った時、彼がどれほど驚きよう愕がくしたか想像にかたくない。

　もしかしたらシンは、だからこそ使節団に紛まぎれ込むという暴挙に及およんだのだろうか。

　誰だれだって、決して良好な関係とは言えない国に自国の王子を行かせたくなどないはず。シンのレスティリア行きは、確実にシャンタン国内で一度退けられているだろう。

　けれど彼はどうしても諦あきらめられなかった。

　その方法がほぼ密入国のようなものであったことはともかく、そうまでしてレスティリア王国を訪おとずれてくれたことには感謝したい。

　事情を語り終えると、レンヴィルドはいたずらっぽく肩かたをすくめた。

「まぁ、シン殿下が来たところで、土壁技術の普及にどれだけ協力してくれるかは未知数だったのだけれどね。変わった方だという情報も入っていたから」

「変わった方であることは否定いたしません」

　突とつ拍ぴよう子しもない『好き』発言を思い出し、どっと疲つかれを感じる。

　ローザリアが他人の調子に巻き込まれることは本来とても珍めずらしいことだ。

「シン殿下は、お元気にしていらっしゃいます？」

　レンヴィルドは、ここでようやく心からの笑えみを浮かべた。

「元気にしているし、結構話していて面おも白しろいよ。彼は裏表のないとても優やさしい人だね。国同士の軋あつ轢れきは抜ぬきにして、土壁技術の普及に賛同してくださった」

　いい報告ができたからか、それとも親しい友人ができたためか。彼自身も嬉うれしそうだ。

　シンが根っからの壁愛好家で、壁が関かかわれば何でも安やす請うけ合いをしそうな人物であることをここで指し摘てきするのは野や暮ぼというものだろう。

「とにかく、シン殿下の招待には失敗してしまったし、使節の招聘自体が立ち消えになる可能性もあった。そのためわたくしには言い出せなかったと」

「本当に、申し訳なかったと思っている」

　潔いさぎよく謝罪するレンヴィルドに苦笑する。

　王族という立場上簡単に頭を下げるべきではないとヘイシュベルを諭さとした時、彼もその場にいたはずなのに。

「あなたは、本当に損な性格です」

　ローザリアは、優しい友人に不満をぶつけずにいられなかった。

「わたくしに一言、相談してくださればよかった。そうすれば、何か協力できたでしょうに」

　とはいえ、ほとんど役に立たないことくらい分かっている。

　屋や敷しきから出たことのなかったローザリアに貴族らしい人脈は皆かい無むと言っていい。

　絶対的な味方は、家族と従者と専属侍じ女じよのみ。

　友人と呼べる者も最近ようやく増えてきたところだ。

　だから、これが八つ当たりであることはローザリア自身よく理解していた。

「そもそも、シャンタン国からの船が王都郊こう外がいの港に到とう着ちやくしたというのは有名なお話です。隠す必要などはじめからございませんでした」

「そうか、そうだよね……って、一応秘ひ密みつ裏りに入港していただいたはずなのだけれどね……あなたならば仕方がないと、諦めてしまう自分がいるよ……」

「何でも言いたいことを言い合える。それが、友人というものなのでしょう？」

　その一言で、レンヴィルドのまとう雰ふん囲い気きが劇的に変わった。

　一いつ切さいの表情が抜け落ちたかと思えば、静かにローザリアを見み据すえる。先ほどと同じ、複雑な色合いの瞳で。

「……では、私も訊いていいかな？　なぜ執しつ行こう部ぶに入ろうと考えたのか」

　背中が、壁に当たる。

　ローザリアは、自分が後あと退ずさっていたことに気付く。

　それなのに、彼との距きよ離りが変わっていない。同じ分だけ詰められているのだ。

「あなたは執行部の仕事を、煩わずらわしいと思っていたはずだ。それが、なぜ無理やり当選するような真ま似ねを？」

「もちろん、誰にとっても過ごしやすい学園になるよう、よりよい環かん境きようづくりを目指していきたいからで……」

「建前はいい。執行部の仕事はくだらない雑用なんだろう？」

　以前皮肉った時は流していたくせに、意外にもしっかり覚えているようだ。

　ローザリアは旗色が悪くなっているのを感じながらも、動どう揺ようを見せずに答えた。

「いずれ、レンヴィルド様が会長を引き受けるのは目に見えておりましたから」

　レンヴィルドは黙だまって耳を傾かたむけている。

　たった一年で、彼はずいぶん大人びた。身長も伸のびたのか、こうして近付くと目線の違ちがいがはっきり分かる。瞳の強さも。

「来年にはこの学園を卒業してしまう親友と、なるべく一いつ緒しよに過ごしたいと思うのは、それほどおかしなことですか？」

　レンヴィルドが、ゆっくりと瞠どう目もくしていく。

　思ってもみない返答だったのか、無防備で幼い表情はいつもの彼に近い。

　そのままじっと動かなくなってしまったので、ローザリアは恐る恐る覗のぞき込んだ。

「……レンヴィルド様？」

　彼は絞しぼり出すように長々と息をつくと、壁にぐったり両手をついた。

　奇くしくも、ローザリアを閉じ込めるような形だ。

　さらに近付いた距離に内心ますます混乱する。

「……あなたはたまに、とてもずるいね」

「はい？」

　ゆっくり顔を上げるレンヴィルドの瞳ひとみを見て、ローザリアは自分がなぜこんなにも動揺しているのか分かった。

　感じているのは、明らかな不安。

　たとえ仲なか違たがいを起こしたとしても、レンヴィルドが手て荒あらな真似をするとは思わない。

　それを断言できるくらいには彼を知っている。

　ではこれは、何に対しての不安なのか。

　どこまでも澄すんだ緑の瞳が、ただローザリアだけを映している。

　完かん璧ぺきに隠かくされた感情。けれどそこに、穏おだやかとは程ほど遠とおい獰どう猛もうな熱がちらついている。

　それでいて、ひどくやるせない色をしているのだ。

　金色の長い睫まつ毛げがかすかに震ふるえている。何かを必死に押し殺しているかのように。

　……もしかしたらローザリアは、失いそうで不安なのかもしれない。

　誰より、この友人を。友人という関係性を。

　しかつめらしさを装よそおった顔が、ぐいと近付いた。
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「あなたは、カディオに恋こいをしているくせに」

「とんでもないことですわ」

「そうやって誤ご魔ま化かしている内に、逃にげ場を失ってしまうかもしれないよ」

「少なくともレンヴィルド様は、誠実な方だと信じておりますもの」

「どうかな？」

　彼は腕うでをどけてくれない。

　うまく息ができなくて、ローザリアは僅わずかに顔を背そむけた。

「……今ならまだ、寝ね不ぶ足そくゆえの失態で済みますわ」

　口にした途と端たん、カッと頰ほおが熱くなった。

　震えないよう細心の注意を払はらったにもかかわらず、どこか頼たよりなげな声になってしまったためだ。悔くやしさと羞しゆう恥ちがない交ぜになって込み上げる。

　レンヴィルドが、ふと表情を緩ゆるめた。

　無知な子どもを宥なだめるような優しい苦く笑しよう。

　あるいは、大切だからこそ、手加減をするような。

　体温が、そっと離はなれていく。

「これくらい脅おどせば、少しは懲こりたかな？」

「…………はい？」

　レンヴィルドの声の調子がガラリと変わったため怪け訝げんに思って振ふり仰あおぐと、彼は片頰を上げて笑っていた。珍しく意地悪げな表情に目が点になる。

「膨ぼう大だいな知識がありながら、あなたはひどく無防備になる時がある。外界を知らなかったのだし仕方がないことかもしれない。けれどこれからはそうも言っていられないと、知っておいてほしかったんだ。私達はそういう年とし頃ごろなのだからね」

　確かに周囲では日々縁えん談だん話が持ち上がっており、貴族でありながら憧あこがれや恋に浮うかれる男女も目にしている。ローザリアは、青春を謳おう歌かする生徒達を『薔ば薇ら姫ひめ』である自分には関係がないと遠巻きで眺ながめていた。ましてや『極ごく悪あく令れい嬢じよう』を好きになる奇特な者などいるはずがない。

　けれど、たとえ『薔薇姫』でも恋れん愛あい対象になり得るのだから警けい戒かい心しんを持つべきと、レンヴィルドは考えたのだろう。だから年長者らしく諭したと。

　真っ白になった頭にじわじわと理解が浸しん透とうすると、爆ばく発はつしそうなほど体が熱くなった。

　──裏で色々画策していたことへの意い趣しゆ返がえしだとしても、これはさすがに悪質だわ……っ！

　恥はずかしさと怒いかりで絶句するローザリアに、彼はさらに続けた。

「とはいえ先ほどの助言は本心だよ。悪い男に捕つかまらないためには、早めに素す直なおになるに限るからね。では、私はこの辺で。あなたも授業に遅おくれないようにね」

　レンヴィルドがにこやかに去っていったあとも、屈くつ辱じよくに震えるローザリアはしばらくその場から動けなかった。

　だから、彼が今どんな顔をしているかなんて、気にも留めていなかったのだ。
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　一日があっという間に終わってしまった気がする。

　特に学ぶことがないとはいえ授業内容も頭に入らないほど、資料室での出来事はローザリアにとって衝しよう撃げきだった。ルーティエにも日中散々心配された。

　フラフラと病人のように廊ろう下かを徘はい徊かいしたいところだが、今は周囲に注目されている立場なのでかろうじて顎あごを上げて歩く。

　何も考えずに歩いていたら、いつの間にか校舎裏にたどり着いていた。

　ルーティエに代わって呼び出しに応じていた経験が役立つなんて何とも奇き妙みようなことだ。

　周囲に気配がないことを確かく認にんすると、ローザリアは糸が切れたように座り込んだ。

「悔しい……」

　ただ、その一言に尽つきた。

　簡単に騙だまされてしまったことが悔しい。いつものように皮肉を返せなくて悔しい。

　そして、彼の囁ささやきや瞳の熱量を何度も思い出してしまう自分が何よりも悔しい。

　ローザリアは膝ひざを抱かかえ、背中を丸めた。

　頰が熱いのは怒りのせいだ。そうに決まっている。

「──ローザリア様？」

　馴な染じんだ声に顔を上げる。

　そこに佇たたずんでいたのは、カディオだった。

　校舎の向こうから明るい日が差し、彼自身が太陽そのもののように輝かがやいて見える。ローザリアの強こわばった肩かたから、ふと力が抜ぬけていく。

　思えばあの出会いからずっと、カディオの全すべてに心を揺ゆさぶられてきた気がする。

　それがなぜなのか、初めての経験だから自分自身分かっていなかった。揺らいでばかりで弱くなってしまったのかと、戸と惑まどい、何度も自問した。

　──けれど、今なら分かるわ。

　そう。あれはきっと、一ひと目め惚ぼれだった。

　ずいぶん捜さがしたのか、カディオはホッと息をついた。

「よかった。ここにいたんですね」

　呆ぼう然ぜんとしていたローザリアは、ようやく問いを口にした。

「カディオ様。なぜ、こちらに？」

　彼はゆっくり歩み寄りながら微笑ほほえむ。

「殿でん下かに言われたんです。ローザリア様の様子がおかしいから、捜してほしいって」

「レンヴィルド様が……」

　正直、今最も聞きたくない名前だ。

　意地悪な笑えみを思い出しかけ、ローザリアは口元が引きつりそうになるのを懸けん命めいに堪こらえた。

　同時に、この状じよう況きようを作り出したレンヴィルドの意図を察してしまう。カディオに対して素直になれとお膳ぜん立だてしているのだろう。

　素直になれば、本音を聞けるだろうか。

　そっと隣となりに腰こしを下ろす彼の柔やわらかな笑顔を見上げる。

「──カディオ様。わたくし、ずっと悩なやんでいることがありますの」

　心配していたこともあってか、カディオは即そく座ざに頷うなずいた。

「俺でよければ何でも聞くよ」

「ありがとうございます。やはりカディオ様は、頼りになりますわね」

　心持ち体を寄せると、彼は視線をうろうろさせながら僅かに距きよ離りを取った。

　ローザリアはすぅっと目を細める。

「それです」

「は、はい？」

「なぜ、そのようにわたくしを避さけるのですか？」

　カディオが分かりやすく硬こう直ちよくした。

　それだけで、甘い雰ふん囲い気きにならないよう意識的に避けられていたのだと分かる。

　ローザリアは誤魔化すことを許さず、じっと横顔を見つめ続けた。

「その、俺達は身分の差があるし、」

「男だん爵しやく家と侯こう爵しやく家では確かに家格の差が目立つかも知れませんが、わたくしは『薔薇姫』。それだけで価値は暴落いたしますので、むしろもらっていただけるならありがたいほどです」

「そんなふうに自分を卑ひ下げするのはやめてください。ローザリア様のことを思えば、もっといい人がいると思うし、」

「もっといい人、というのは具体的にどのような人物でしょう？　例えばわたくしは侯爵家の人間なので高い身分に魅み力りよくを感じませんし、経済的にも困っておりません。地位も富も名声も人によって価値が変動してしまうものですが、その辺りいかがお考えですか？」

「あの、ルーティエさんが前に言ってましたよね、新しい婚こん約やく者って。『乙女おとめゲーム』のようにあなたが破滅しなければいいと思ってたけど……もしかしたら登場人物である俺は、側そばにいない方がいいんじゃないでしょうか。あなたはゲームとは全然関係ない人と、幸せに……」

「わたくしが『乙女ゲーム』ごときに屈しないことは、あなただってよくご存知でしょう？」

「うぅ……」

　彼が繰くり出す言いわけを次々論破していくと、ついに黙だまり込んでしまった。

　ローザリアはアイスブルーの瞳ひとみをすうっと細めた。

「カディオ様、誤魔化さないでください。わたくしが聞きたいのは、あなたの気持ちです」

　覗のぞき込むようにしていた金色の瞳が見開かれる。

　どうやら、意図は正しく伝わったようだ。

　一いつ般ぱん的な見解ではなく、まして『カディオ・グラント』としてではなく。

　大切なのは彼の本心。

　カディオの表情が不意に歪ゆがんだ。

「……それでも、俺は駄だ目めだから」

　吐はき出されたのは彼自身を否定する言葉。

　思いがけず、ローザリアは黙り込んだ。

「ある日突とつ然ぜん知らない世界に放ほうり出された。同じように、いつか突然『カディオ・グラント』の人格が戻もどるかもしれない」

「それは、」

「絶対にあり得ないなんて誰だれにも断言できないはずだ！　だって、あり得ないことのはずなのに、俺はこうして違ちがう世界に転生してる……！」

　彼が声を荒あららげるのを初めて見たかもしれない。

　激情がほとばしったような、胸が締しめ付けられるような哀あい切せつ。

　ルーティエの話を聞いた時、何年経たとうと慣れることはないのだと、分かっていたのに。

　まして、カディオは転生しておよそ一年。日々は目まぐるしく過ぎるばかりで、生きることに必死になるしかなかったはずだ。

　辛つらさが紛まぎれるわけではないのに。

「……大切なものなんて、作れるはずがない。愛いとしいものなんて、なおさら──」

　確かに過去の『カディオ・グラント』に戻ることがないとは、断言できない。

　けれど彼は、たとえ永えい劫ごう戻もどることがないと確約があっても、誰の手も取らない気がした。

　まるで幸せになるのが罪のように。一生良心の呵か責しやくに苛さいなまれながら、独りで。

　込み上げる強い感情を吞のみ込もうとして、ローザリアの唇くちびるが戦慄わなないた。

　そんな悲しい生き方は許せなかった。

　閉じ込められたまま生きるはずだったローザリアを、解き放ってくれたのは彼なのに。

「……『何で我が慢まんする必要があるんでしょう？　自分の人生なんだから、好きに生きればいいと思いますけど』」

「！」

　カディオが目を見開く。

　思い通りの反応を得られて、ローザリアはいたずらが成功した子どものように笑った。

　そう、これはあの日彼からもらった言葉だ。

　運命に縛しばられて生きる必要はない。それは、カディオにも言えること。

「カディオ様。今度二人で、あなたのご実家に行ってみませんか？」

「えぇ…………ええっ!?」

　ローザリアの突然の発言に、カディオはギョッと体をのけ反らせた。

「それは、でも、」

「わたくしがついておりますから、きっと大だい丈じよう夫ぶですわ。もしも困ったことがあってもうまく対処いたします」

「あ、ありがたいですけど前も言ったように、もし本当の『カディオ・グラント』じゃないと疑われたら……」

「その時は、真実の愛に目覚めたとでも言っておけばいいのでは？　少しくらい人格が変わっていても、突然現れた婚こん約やく者に動どう揺ようしている間は気付かれないかもしれません」

「婚約者ー!?」

　ローザリアは丸め込むべく、ここぞとばかりに笑顔を作った。

「あら、いい案だと思ったのですけれど。未婚の令れい嬢じようが殿との方がたのご実家を訪問する理由など、それ以外に思い付かないでしょう？」

「そ、うなんでしょうか……」

　彼は段々思考が鈍にぶり始めているようで、うまくいけばこのまま押し切れそうだ。

　婚約者を名乗れば女性との噂うわさが絶えなかったカディオを変えてくれたと諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいされるだろうし、ローザリア的にも利点しかない。

　偽いつわりの婚約者から始めたって何ら構わないのだから。

　けれど、カディオは振ふり切るように首を振った。

「やっぱり、そんなふうにあなたを利用するなんてできない。あなただからこそ」

「利用なさって。どうかわたくしだけを」

「俺が言ったこと忘れたんですか？　俺がずっと俺でいられる保証なんて──……」

　悲観的なことばかり紡つむぐ唇に、ローザリアは人差し指をそっと押し当てる。

「例えば、今のカディオ様でなくなったとして。──このわたくしが、ただ傷付き泣き暮らすだけだと思いますか？」

　むしろどんな遊び人が相手であろうと、遊ぶ余よ裕ゆうなどないくらい心を摑つかんでみせよう。

　カディオの人格が変わったからといって逃にがすつもりは毛頭なかった。離はなれないで済む方法などいくらでもある。

　ローザリアはアイスブルーの瞳を細め、鮮あざやかに微笑ほほえんだ。

「怖こわがらないでください。少しずつ、あなたの人生を始めてみましょう。まずは、ご家族と向き合うところから」

　カディオの顔がくしゃりと歪むから、泣くかと思った。

　けれど彼は笑った。

　眉まゆ尻じりを下げ、唇を震ふるわせて。

　情けない顔がひどく愛しい。

　結局今回も素す直なおになることはできなかったけれど、いずれは想おもいを打ち明けたい。

　そうしてゆくゆくは、ルーティエにとってのアレイシス達のように、ここにいていいのだと安心させられる存在に。

　伝えたら彼はどんな顔をするだろう。

　愛しい笑えみを見つめながら、ローザリアは想像を膨ふくらませた。
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　選挙戦は、前評判通りローザリアが制した。

　さりげない親切を行うたび評価は右みぎ肩かた上あがり。

　元々が悪すぎたために、善良な者なら気にも留められないような行動さえ称しよう賛さんされる。

　微笑みかけるだけで、手を振り返すだけで。

　演えん壇だんに立ったローザリアは、一人一人の顔を確かめるように全校生徒を見み渡わたした。

「応おう援えんしてくださった皆みなさま、本当にありがとうございます。先ほどご紹しよう介かいいただきました、ローザリア・セルトフェルと申します」

　大きな拍はく手しゆが起こり、目を細める。

「この度たびわたくしは、庶しよ務むを拝命いたしました。執しつ行こう部ぶの一員として役員の皆さまを精いっぱい助け、仕事に対する重い責任を自覚しつつ、努力を惜おしまず職務をまっとうしていきたいと思っております」

　ローザリアの演説を聞きながら、それぞれ会計、書記に就任するアレイシスとフォルセが、演壇の袖そでで囁ささやき交かわす。

「いやもう、庶務の貫かん禄ろくじゃないだろ……」

「いっそ名前の変へん更こうを考えるべきではないかな？　主務とか、特別要務とか」

「大体何だよ、急に執行部入るとか」

「だいぶ前から根回しはしていたけどね。まぁ彼女のことだから、どうせ学園を裏から牛ぎゆう耳じりたいとかそういう理由だろう」

　彼らの隣となりではレンヴィルドと、副会長となるデュラリオンが苦く笑しようしている。

　ローザリアは就任演説を続けながら、義弟おとうとらにあとで仕返しすることを心に誓ちかった。

「学園をよりよい環かん境きようにしていくためには、この場にいる全員の努力が必要です。皆さまも、ご意見やご要望がございましたら、ぜひわたくしにぶつけてくださいませ」

　これほど大勢の前に立つことを、ローザリアは感かん慨がい深く思う。

　栄はえあるレスティリア学園の執行部に名を連ねるなんて、『薔ば薇ら姫ひめ』として籠かごの鳥で過ごしていた頃ころからは考えられない状じよう況きようだ。

　レンヴィルドの背後に控ひかえているカディオを、横目で視界に収める。

　暗幕の陰かげにいても分かる。彼はきっと、励はげますようにこちらを見守っているはずだ。

　想像するだけで背筋がスッと伸のびる。

　──わたくしはカディオ様に恋こいをして、強くなれたと断言できるわ。一人でいた頃よりも、恋を知らなかった頃よりも、ずっと。

「──それでは皆さま、ご静せい聴ちようありがとうございました」

　頭を下げ、再び生徒達を見渡す。

　そこには、作りものではない柔やわらかな微び笑しようがあった。




　　　　[image: くぎり]




　今日の放課後も、いつものお茶会の集まり。

　ローザリア達はこれから執行部の活動が始まって忙いそがしくなる。それまでの短いひとときを、今まで通り過ごすと決めていた。

　まだ談話室にはローザリアとルーティエ、そして使用人らしく気配を消して控えるグレディオールとミリアしかいない。

「そういえばローザリアさん。最近カディオさんとレンヴィルド様と、何かあった？」

　ルーティエの何気ない一言に、ローザリアは平静を装よそおえなかった。

　僅わずかな表情の強こわばりを見み逃のがさず、彼女はさらに追つい及きゆうする。

「やっぱり！　ちょっとぎこちないと思ってたんだよねー！」

「そんなに……分かりやすいかしら？」

「カディオさんはものすごく分かりやすいけど、ローザリアさんとレンヴィルド様に関しては勘かんみたいなものだよ！　他ほかの三人も全然気付いてないと思う！」

　やたらと嬉うれしそうにどや顔するルーティエだが、ローザリアとしては複雑だ。カディオが分かりやすいという点には激しく同意だが。

「他人には分からない違ちがいに気付くなんて、すごくない!?　何か親友っぽーい！」

「そういうものかしらね……」

　レンヴィルドとは、何ごともなかったかのように接している。

　時々必要以上に毒どく舌ぜつになってしまう場面もあるけれど、あっさり騙だまされからかわれたことをルーティエや義弟達には絶対知られたくなかった。ローザリアの沽こ券けんに関かかわる。

　彼自身があの日のやり取りに触ふれようとしないことに若じやつ干かんのうすら寒さを感じつつ、何とか平常通りにやっているといったところだ。

　カディオはカディオで、なぜか以前にも増してぎこちなくなっていた。

　話しかければ固まってしまうし、ほんの少し触れただけであからさまに逃げられる。

　どこか一線を引いているふうな時とはまた違った意味で、徹てつ底てい的に避さけられるようになってしまった。本音をぶつけ合ったはずがどうして悪化しているのか。

　円満な対人関係を築くのがこんなにも難しいことだなんて、ローザリアは知らなかった。

　──なぜああも極きよく端たんなのかしら。いっそ互たがいの爪つめの垢あかでも煎せんじて飲めばいいのに……。

　そうすればレンヴィルドの思考回路だって少しは分かりやすくなるし、カディオは貴族らしく本心を隠かくして振る舞まうことができるだろう。

　現実逃とう避ひぎみに考えていると、瞳ひとみをキラキラさせたルーティエが身を乗り出してきた。

「ねぇねぇ、何があったの？　もしかして恋バナ？」

「それは……」

　恋バナが何なのかは分からないが、どちらとの出来事も何となく言い出しづらい。

　答えあぐねたローザリアは、今回の騒そう動どうの顚てん末まつに全すべての責任を押し付けることにした。

「他国の王族が関わっているため今まで打ち明けることができなかったのだけれど、実はお忍しのびでいらっしゃったシャンタン国の王子殿でん下かが、王都で事件に巻き込まれてしまって。その解決にかなり尽じん力りよくしたからかしら、わたくし達全員、疲つかれが溜たまっているのかもしれないわ」

　ローザリアが持参した柚ゆ子ずと蜂はち蜜みつのジャムサンドクッキーを並べていたルーティエが、ふとその手を止めた。

「あれ？　お忍び……王子……シャンタン国……」

「ルーティエさん？」

　今さら驚おどろきを露あらわにする彼女に首を傾かしげる。

　ローザリアがシンを助けたことは、噂うわさとしてルーティエも知っているはずなのだが。

　呆ぼう然ぜんと動かなくなってしまった友人の、翡ひ翠すい色いろの瞳がじわじわ見開かれていく。焦しよう燥そうの色いろ濃こい顔はなぜか青ざめている。

「ロ、ローザリアさん……！　大変、私、思い出しちゃった！　今さらすぎるんだけど、シャンタン国の王子がお忍びで来るのは……」

　その時レンヴィルドがカディオを伴ともなって顔を出したので、会話が遮さえぎられるかたちになった。

「ごきげんよう。レンヴィルド様」

「やぁ。ローザリア嬢じよう、ルーティエ嬢」

　ローザリアは次いで、いつものようにカディオとも挨あい拶さつを交わす。

「カディオ様もごきげんよう」

　目が合った瞬しゆん間かんの、彼の狼狽うろたえようといったらなかった。

「こっ、ここここんにちは、ローザリア様！　あのその、今日はとてもいい天気ですね！」

「そうね。どんよりとした空模様ですけれど」

　カディオは視線を彷徨さまよわせながら、わけもなく右往左往する。その動作も壊こわれた人形のようにぎこちないし、このまま勢いで爆ばく発はつでもしてしまいそうだ。

　本当に、どんなに鈍にぶい人間が見ても明らかに何かありましたと言わんばかり。

　なぜサクッと次の段階へ進めないのかと考えてしまう、ローザリアの方こそおかしいのだろうか。恥はじらう乙女おとめのような姿を見ているとどうしても釈しやく然ぜんとしない。

　レンヴィルドも微び妙みような顔をしているから、なおさら居たたまれなかった。せっかく機会を作ったのにと言いたげだ。

　彼は仕事量が減ったことですっかり疲れの取れた顔をしているけれど、今日はどこかげんなりしているように見えた。用意した紅茶を、挨拶もそこそこに一気に飲み干す。

　ローザリアとルーティエは呆あつ気けに取られて言葉も出なかった。

　レンヴィルドが、じろりとこちらを見る。

「何か文句でも？」

「文句などございませんが、ずいぶんやさぐれていらっしゃいますわね」

「やさぐれたくもなるよ。会長の仕事を疎おろそかにしたくないからという理由で執しつ務むを減らしてもらったはずが、また仕事に追われる羽目になりそうなのだから」

　彼は憂ゆう鬱うつそうなため息をつくと、金きん髪ぱつを乱暴に搔かき混ぜた。

「今回の交流は、結果的に大成功だった。シャンタン国の使節達、そして不測の事態ではあったけれどシン殿下とも親しん睦ぼくを深めることができた。できすぎたくらいだ」

「と、おっしゃいますと？」

　成功したのに何が不満なのか。土つち壁かべ技術の向上や交易など、いいことずくめのはずだ。

　訝いぶかしむローザリアに、レンヴィルドは横目で視線を流した。

「今回の件を高く評価しているのはシャンタン国側も同様でね。さらに交流を深めるべく、シン殿下に加え第二王子、第四王子がレスティリア学園に留学することが決まったんだ。在学中彼らを歓かん待たいするのはもちろん……」

「執しつ行こう部ぶ、ですか」

「その通り」

　また忙しい日々に舞い戻もどりでは、やさぐれたくなるのも分かる。

　ローザリアにとっても他人ひと事ごとではないから、つい似たような表情になってしまった。

「しかも話はそれだけでは終わらない。彼らの留学に合わせ、何と特例でヘイシュベルの入学も決定したんだ。まだ十二歳だけれど、次代を担になう者達を交流させない手はない、とね」

「つまり王子殿下が合計四人、ですか……」

　あの個性の塊かたまりのようなシンの兄弟達と、純じゆん粋すいな憧どう憬けいが荒すさんだ心に眩まぶしすぎる未来のレスティリア国王陛下がやって来る。

　何とも面めん倒どうな予感しかしないが、レンヴィルドの口くち振ぶりから察するに決定事じ項こうのようだ。議会で決まったことならば簡単には覆くつがえせない。

　どんよりしていると、ずっと黙だまっていたルーティエが恐おそる恐るといった様子で口を開いた。

「やっぱり、プロローグだ……」

「プロローグ？」

　言葉の意味が分からず聞き返すと、彼女は悲ひ愴そうな顔を上げた。

「シャンタン国の王子の一人がお忍びでやって来る。それってプロローグ──『乙女ゲーム』続編の、始まりなの……！」

　しん、と談話室が静まり返った。

『乙女ゲーム』の、続編。

　そういえば、以前カディオからチラリと聞いた覚えがあるような。

　事情を知らない人間が聞けば、ただの妄もう想そうじみた発言だと判断するだろう。

　けれどレンヴィルドとカディオは、ルーティエが転生者だと知っている。

　彼女の困こん惑わくぶりを見ていれば気を遣つかえるような心境ではないことも分かるけれど、彼らは攻こう略りやく対象でもあるので微妙に気まずい話題だ。

　さりげなく話題を逸そらそうと口を開きかけたローザリアだったが、続く言葉はその場にいる全員にさらなる衝しよう撃げきを与あたえた。

「続編は、たくさんの王子様達と絆きずなを深めてく話だったと思う。もちろんこれまでの攻略対象達も登場してて、本編が友情エンドで終わった設定でそこからまた恋こいが始まってくの。でもおかしいの。続編って確か、ヒロインは執行部に入ってたはずなんだよー！」

　涙なみだ目めで訴うつたえるルーティエの肩かたに、ローザリアはそっと手を置いた。

　そして、それこそ大輪の薔ば薇らのような笑えみを浮うかべる。

「ルーティエさんが『乙女ゲーム』続編の知識を持っているなんて初耳だわ。とりあえず一度あなたの知りうる情報を洗いざらい聞く必要がありそうね」

「え。えっと、でもよく覚えてなくて……」

「頑がん張ばりましょう。もっと心身共に追い込めば、何かの拍ひよう子しに記き憶おくが甦よみがえるかもしれないわ」

「えぇぇええー!?　何か怖こわいこと言い出した！」

「──『乙女ゲーム』。とは何だ？」

　混乱しすぎて大おお騒さわぎする二人を硬こう直ちよくさせたのは、ここにいるはずのない声。

　ローザリアが振ふり返ると、なぜかそこにはシンがいた。

　いつものごとく気配を消していたのか、談話室に入り込んでいたことさえ気付かなかった。

　やけに疲ひ労ろう感かんを漂ただよわせたイーライを引き連れているため、ここに来るまで彼らの間でどのような押し問答が繰くり広げられたのかは大体お察しだ。見ればレンヴィルドも絶句している。

　気になるのは今の会話をどこまで聞かれていたのかだが、不用意に切り込めば墓ぼ穴けつを掘ほる羽目になるかもしれない。

　ローザリアはとりあえず、何ごともなかったかのように微笑ほほえんだ。

「ごきげんよう、シン殿下。ところで、なぜ学園に？」

「下見だ。俺だけは、元々この国に留学するつもりだったから、楽しみで待ち切れなかった」

　そういえば彼は、使節団に紛まぎれ入国した理由を『一足先に見てみたかった』からと語った。

　一足先に。それは、少しだけ先行するという意味だ。

　──シャンタン国の国王陛下は、勝手に留学する気になっているシン殿下のために、レスティリアと親交を持つ気になったのかしらね……。

　留学の話が消えても学園に侵しん入にゆうしてしまいかねない突とつ飛ぴさが、シンにはある。レスティリア王国から差し出された手を取る以外、あちらには選せん択たく肢しがなかったのだろう。

　案外使節団には、受け入れ環かん境きようが整っているかの確かく認にんという目的もあったのかもしれない。

「そうだったのですね……」

「だから、今度こそゆっくり口説ける」

「はい？」

　目の前に真っ赤な薔薇を差し出され、ローザリアは目を見開いた。

「レスティリアでは、意中の相手に花を贈おくると聞く。薔薇は嫌きらいか？」

「あの、嫌いというわけではないのですが……」

　つい歯切れ悪くなってしまったのは、贈られたのが大輪の薔薇であったためだ。

　ローザリア・セルトフェルが『薔薇姫ひめ』であることは、国内貴族にとって有名な話。

　だが呪のろいのような逸いつ話わは外聞が悪いため、他国にはほとんど知られていないはず。

　なぜ、シンは薔薇を選んだのか。そもそも数度ほど言葉を交かわしただけのローザリアをこうも真しん剣けんに口説こうとするのはなぜか。

　もしかしたら突飛さの陰かげに策士の顔を隠かくしているのではと、つい裏を疑ってしまう。

「レスティリア王国では、議会に女性は参加できないのだと、カラヴァリエ伯はく爵しやくから聞いた。女性が爵位を得ることは、極きわめて異例だとも。惜おしいと思ったのだ。君には、物事を動かす力があるし、何より国を思って行動できる。それは、得がたい才能だ」

　淡たん々たんと、けれど真しん摯しに紡つむぎ出される言葉に、ローザリアは困惑した。どうしても彼の言動に噓うそがあるとは思えない。

「その、ご評価いただけてとても恐きよう縮しゆくなのですが……」

「レスティリア王国で腐くさらせてしまうには、あまりにもったいない。君は、シャンタン国に来るべきだ。少なくとも、この国よりは開けている」

「えぇと……」

　シンの情熱的な攻こう撃げきを、体を張って遮さえぎったのはカディオだった。

　まるで咄とつ嗟さに動いてしまったと言わんばかりで、我に返ると途と端たんにオロオロし出す。

「あ、あれ？　すみません、俺、何で……」

　その時、ハラハラと事態を見守っていたルーティエが突然大きく手を鳴らした。

「あっ、思い出した！　何か見覚えがあると思ったら、そうだ、続編でローザリアさんの新しい婚約者として登場するシャンタン国の第三王子だ！」

　空気を読まない発言に、ローザリアだけでなくなぜかカディオとレンヴィルドまで凍こおる。

　談話室が異様な雰ふん囲い気きに包まれる中、最速で立ち直ったのは王おう弟てい殿でん下かだった。彼は胡う散さん臭くさい笑みを浮かべて進み出る。

「シン殿下。それ以上の勝手な振る舞まいは、たとえ友人であっても看過できませんよ」

　にこやかでありながらも不ふ穏おんな空気をまとう彼に、シンは心底不思議そうに首を傾かしげた。

「君に、何ができる？　思し慮りよ深く聡そう明めいで、道理に反したことはできないように思えるが」

「何とでも。権力も、たまには行使しないと鈍にぶってしまいますから」

　切れそうに鋭するどい視線を一いつ瞬しゆんだけ交こう錯さくさせるレンヴィルドだったが、なぜか彼の説教はローザリアにまで飛び火した。

「ローザリア嬢じようの対応にも問題はあるよ。あなたのことだから何か思おも惑わくがあるのではと勘かん繰ぐっていたのだろうけれど、こういった時は期待させるような隙すきを見せるべきではない」

「す、すみません……」

　笑みの迫はく力りよくに思わず謝ってしまったけれど、今最も重要なことは他ほかにあるはずだ。

　そう、まずはルーティエの尋じん問もんを続けるべきではないか。

「あの、レンヴィルド様。そんなことより……」

[image: ]

「そんなこと？　今、あなたはそんなことと言ったね？」

「あぁ、すみません。決して誤ご魔ま化かす意図があったわけでは……」

「そういう問題じゃない。自身の身の安全を『そんなこと』なんて言葉で片付けようという姿勢そのものが間ま違ちがっているんだ」

　お小言が本格化しそうな流れに辟へき易えきとしていると、カディオまでもが頷うなずきだした。

「そうですよ。ローザリア様は少し、無防備すぎると思います。男性に対してもっと危機感や警けい戒かい心しんを持つべきだと思います」

「私も賛成！　この先どんなことが起こるか分からないし、前もって注意するのは大事！」

「ルーティエさん、あなたもなの……」

　そこにルーティエまで加わって、ローザリアの旗色はどんどん悪くなる。

　親しい者達に𠮟しかられるという謎なぞの窮きゆう地ちに陥おちいっている主人を他人事のように眺ながめながら、グレディオールはポツリと呟つぶやいた。

「かの有名な大だい帝てい国こくの王が腹心に裏切られ殺される際に遺のこした言葉をなぞらえるとは、さすがローザリア様」

「なぞらえてないでしょうし、そもそもローズ様は殺されておりませんし」

　どうせ異世界の無む駄だ知識に違いないと、ミリアは同どう僚りようの不ふ謹きん慎しんさを小声で窘たしなめた。
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　ローザリアは週末、セルトフェル邸ていに帰っていた。

　賑にぎやかしい盛りを迎むかえ、緑と花に溢あふれた庭園を眺めながらリジクと紅茶を飲む。

　広大な庭の管理を担になっている庭師の仕事はさすがと言うしかない。

　昔は祖父の従者として辣らつ腕わんをふるい使用人達を鍛きたえていただけあり、老ろう齢れいであるにもかかわらず底知れぬ体力だ。

　窓の外を舞う蝶ちようをぼんやり目で追いながらも、ローザリアはため息をつかずにいられない。美しい庭を前にしながら、先日大騒ぎの末ルーティエから聞き出した『乙女おとめゲーム』についてつい考えてしまう。

　続編では、『ヒロイン』であるルーティエが執しつ行こう部ぶに在ざい籍せきしていたという。

　美び麗れいな王子殿下達や執行部員に囲まれてちやほやされているところに、国外追放されたはずの『悪役令れい嬢じよう』ことローザリアが隣りん国ごくの第三王子の婚こん約やく者という肩かた書がきを得て不死者のごとく舞い戻もどり、またもルーティエを痛めつけるというような展開らしい。

　ローザリアとしては、不死者呼ばわりされた上に再び『極ごく悪あく令嬢』への道を無理やり歩ませられ、一体人を何だと思っているのかと文句を言いたいところだ。人権はどこに。

　ルーティエは執行部に入っていないし、ゲーム通りに進んでいないから、とうにシナリオは変わっているのだと思っていたらしい。続編など始まらないと。

　だが実際、シャンタン国の王子殿下達の留学が設定通り決定してしまっている。

　現在執行部にはルーティエではなく、『悪役令嬢』であるはずのローザリアが入っている。この場合、彼女の言う『ヒロイン』とはどうなるのだろう。設定に沿っていないから、今後の展開も変わってくるのだろうか。

　考えねばならないことは山積しているというのに、留学生を受け入れる準備や交流計画立案など、現実的にも忙いそがしい。

　目まぐるしい日々に頭が痛くなりそうだ。

　木き苺いちごのマカロンをひとくちで頰ほお張ばっていたリジクが、嚥えん下かしてから口を開いた。

「何を悩なやんでいる？」

　次いですかさずチョコレートのマカロンを放ほうり込む祖父に、ローザリアはため息をつく。

「一体どのように説得すればお祖じ父い様さまが甘いものを控ひかえてくださるか、わたくしはいつもそればかり考えております」

「ならば考えるだけ時間の無駄だ」

「まぁ。控える気はないとおっしゃいます？　ある日突とつ然ぜん頭の血管がプツリと切れてしまっても、お祖父様は人生に一いつ片ぺんも悔くいはないと言い切られるのですね。可愛かわいい孫達を遺していくことになったとしても」

　あくまで笑え顔がおのまま問うと、リジクは途端に渋しぶい顔になる。まるで突然菓か子しが不味まずくなったとでも言いたげな表情。

「お前は本当に本当に、底意地が悪い」

「全すべては血のなせる業わざでしょうね」

「その上ああ言えばこう言う……」

　リジクは軽口をいなすと、急に真ま面じ目めな顔になった。

「お前は外に出るようになって、ずっと生き生きするようになったな。こうして土産みやげを受け取る側になったことも、実に感かん慨がい深い」

　白い皿に並べられた色とりどりのマカロンは、ローザリアの手土産だ。

　目を細める祖父に穏おだやかな笑みを返す。

「……お祖父様。もしもわたくしが留学したいだなんて言い出したら、お祖父様は、賛成してくださる？」

　他愛たわいのないたとえ話のつもりで振ふると、彼は意外にも真しん剣けんに返した。

「むしろ『薔ば薇ら姫ひめ』の伝説がない国外の方が、ローザリアには過ごしやすいかもしれないな。だが、実現するには国内貴族の反対意見を抑おさえる必要がありそうだ」

『薔薇姫』がもたらす危険を信じきっている貴族達は、もちろん反対するだろう。

　それをきっかけに外交問題に発展しては困るし、そもそもドラゴンはレスティリア王国の礎いしずえとされているのだから万が一怪け我がでもされてはと戦せん々せん恐きよう々きようだろう。

　そういった反発をいかに封ふうじていくべきか想定しているのか、リジクの鋭い眼光に迫力がありすぎる。だがローザリアと目を合わせると、不意に柔やわらかな表情になった。

「誰だれが何と言おうと、お前には自由に生きる権利がある。俺は、自ら踏ふみ出す選せん択たくをしたお前を、誇ほこりに思っているぞ」

「お祖父様……」

「そうでなくとも大切な忘れ形見だ。息子むすこ達も、きっとローズの幸せを祈いのっている」

　リジクの厳しい顔は、亡なき父に少し似ている。

　父はいつも締しまりのない顔をしていたけれど、表情を引き締めると迫力があった。

　──最近、頻ひん繁ぱんに両親の面おも影かげに触ふれている気がする……。

　幼おさな馴な染じみだったという二人。彼らはいつも互たがいを、そしてローザリアを想おもっていた。

　朗ほがらかな笑みを思い出せば、いつの間にかローザリアも笑っていた。

「……ありがとうございます。お祖父様」

　リジクは小さく笑うと、話を戻した。

「それで、本当に留学したいのか？」

「いいえ。むしろ留学など突然決まれば受け入れる側にとって迷めい惑わくでしかないことが、今回身に沁しみて分かりましたから」

　面めん倒どうな『乙女ゲーム』続編の登場人物達なんて、極力接せつ触しよくしないに限る。執行部として関かかわらざるを得ないなら、せめて交流は最低限だ。

　重いため息をつくと、祖父は眉み間けんにシワを寄せた。

「ローザリア、お前は留学生の世話係くらいで悩むような神経をしていないだろう。何をそんなに難しい顔をする？」

　失礼すぎる評価はともかく、真剣にローザリアを思ってこその発言だと分かるから、静かに見つめ返した。

『乙女ゲーム』の存在については、祖父に話していない。

　悪役令嬢として破は滅めつするはずだったなんて、打ち明けてもいい気分はしないだろう。

　ローザリアは完かん璧ぺきな笑みを作ると、取り皿の上のマカロンを見下ろした。

「こちらのマカロンの複雑な味わいに感心しておりました。生き地じの部分に練り込まれたピスタチオの青みのある香こうばしさとなめらかなホワイトチョコレートのこくが融ゆう合ごうし、華はなやかでありながらとろける味わいと……」

「白々しすぎるぞ、ローザリア」

　半眼で指し摘てきするリジクに、半眼を返す。

「お祖父様相手に真面目な言いわけをしたところで、意味がないですもの」

　何と誤ご魔ま化かしても見み抜ぬかれてしまうと思えば、頭を使うだけ労力の無駄だ。

　口先だけでなくマカロンを堪たん能のうしていると、リジクはソファに背を預けた。

　ため息をつきながら、同じくピスタチオとホワイトチョコレートのマカロンを手に取る。

「……意地っ張りなローズ。困った時は、必ず頼たよりなさい」

　吐と息いきに乗せられた言葉に、マカロンを味わいつつこっそり笑みを浮うかべた。

「おいしいでしょう？」

「あぁ。だがこちらの木苺のマカロンも中にレモンソースが入っていてなかなか……」

「それはシトラスソースですわよ、お祖父様」

　菓子の品評をあれこれ言い合いながら、ローザリア達は穏やかなひとときを過ごした。
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　リジクと別れ、ローザリアは自室で一人紅茶を飲んでいる。

　カラヴァリエ領から始まった今回の騒そう動どう。

　レンヴィルドは、デュラリオンから推すい薦せんを受けて選挙戦に臨のぞむためだと思い込んでいたけれど、関わったのにはもう一つ理由があった。

　八年前のローザリアの罪。

　グレディオールとの出会いは八歳の頃ころだった。

　以来、何が楽しいのか分からないけれど仕えてくれていた。

　何百年と眠ねむり続けていたため世情に疎うとかった彼が、少しずつ人間らしい生活に馴な染じみ始めていた、そんな時。

『薔薇姫』という危険を排はい除じよすべし、と唱えた者がいた。

　それなりに歴史のある伯はく爵しやく家の当主だった。

　当時は過激な動きも多く、わざわざリジクに直じか談だん判ぱんに来る者もあった。

　既すでに政治の中ちゆう枢すうを担になっていた祖父は、その分政敵も多方面にいた。不満を持つ者達からすれば、忌いまわしい『薔薇姫』は恰かつ好こうの標的だった。

　かの伯爵はセルトフェル邸ていに何度も訪おとずれていたらしいが、ローザリアはそのことを全く聞かされていなかった。

　いつもリジクが手早く追い払はらってくれていたためだ。

　だがその日は、伯爵がいつもより粘ねばった。

　折悪しく、ローザリアも書物庫へ向かっていた。

　二人が行き合ってしまったのは、不幸な偶ぐう然ぜんとしか言いようがない。

　突然知らない男性から憎にく々にくしげに見下ろされる。

　ローザリアは咄とつ嗟さに状じよう況きようが理解できず、動けなくなった。

　何も知らなかったから。排除すべしとの声が上がっていることも、それを訴うつたえる者が屋や敷しきを訪れていたことも。

『災さい厄やくを招く化け物め！　貴様など、滅ほろびればいい……！』

　男性がそう叫さけんで手を振り上げた時も、馬ば鹿かみたいに突つっ立っていた。

　幼子に躊躇ためらいもなく振り下ろされる、凶きよう器きのように大きな手。

　それは、呆ぼう然ぜんとしている間に消えてなくなっていた。

　手だけじゃなく、腕うでも、体も。憎ぞう悪おに歪ゆがんだ恐おそろしい顔も、全て。

　ローザリアも、制止すべく駆かけ寄っていたリジクも、目を見開いた。

『──ご無事ですか、ローザリア様？』

　男性が忽こつ然ぜんと消えた場所に立っているのは、いつも通り無表情なグレディオール。

『…………今、のは……』

『あれは、排除いたしました。何度も屋敷に足を運ぶほどの執しゆう念ねんは、ローザリア様にとって害悪であると判断しました』

　震ふるえる声で問うと、彼は淡たん々たんと答える。

　そこには怒いかりや悪感情さえなく、まるで羽虫を潰つぶした程度の熱量。

『排除って……どういうこと？　どこか別の場所に移動させた、とかではなく？』

『存在そのものを抹まつ消しようしたんです。あれは以前から、少々煩わずらわしかった』

　グレディオールの答えに全身が震えた。

　ドラゴンである彼も、およそ二年で人間の暮らしに溶とけ込み始めていた。

　けれど、根本的なことを分かっていなかったのだ。

　邪じや魔まだからといって、殺してはならない。そんな当たり前の道理さえ。

　消えてしまったものを元に戻もどすことはできない。

　のちに、伯爵は行方ゆくえ不明とされた。

　当時はリジクを疑う者もいた。伯爵が『薔ば薇ら姫ひめ』の排除を叫んでいたことは有名で、そんな人物がセルトフェル邸に寄ったのを最後に足取りが摑つかめなくなったのだから。

　けれど、文字通り消されてしまった伯爵を殺した証しよう拠こなど、出てくるはずもない。

　真実を知っているのはローザリアとリジク、そしてグレディオールだけ。

『私は知っているぞ！　私の友人は、お前に殺されたんだ！　あの男が突とつ然ぜん行方をくらますなんて考えられない！　お前は、人殺し──……！』

　今回の黒幕であった子爵は、伯爵と親交があったのだろう。だからこそあれほど『薔薇姫』を忌み嫌きらい、憎悪に瞳ひとみを燃やしていた。

　ローザリアの後こう悔かいは、グレディオールを側そばに置くと決めたのに制せい御ぎよしきれなかったこと。

　伯爵と、彼に関わる者達の運命をねじ曲げてしまったこと。

　それはローザリアが負うべき咎とがだった。

　一生、消えない罪。

「──ローザリア様、こちらを」

　横合いから、湯気の立つ紅茶を差し出される。

　音もなく近付いてきたのはグレディオールだ。見れば、ローザリアの持つティーカップはすっかり冷たくなってしまっている。

「……ねぇ、グレディオール。あの時わたくしが言ったことを、覚えている？」

　ローザリアは彼の金緑の瞳を見上げ、儚はかなく微笑ほほえむ。

　答えなど欲ほつしていない。独白のような問いだった。

　けれど彼は、全すべてを察したように首しゆ肯こうする。

「私のあやまちを、諭さとしてくださったのはローザリア様です」

「『自らを厭いとう人間を残らず消していけば楽になれるとは、決して思えないの。それは、運命に負けたのと同義なのよ』。今にして思えば、青あお臭くさい綺き麗れいごとね」

　あの日、消された男性の名は、ディエム・カラヴァリエ。

　カラヴァリエ女伯爵の亡なき夫であり、デュラリオンの実父。

　今回、執しつ行こう部ぶ入りを目もく論ろ見み、デュラリオンに恩を売りたかったのも本当だ。

　けれどローザリアは、カラヴァリエ家が関わっていることに気付いたから、あえて事件に首を突っ込んだ。

　デュラリオンとレイリカに立て続けに遭そう遇ぐうしたことで、何かあると関連付けて。

　罪が償つぐなえると思ったからではない。償えたとも思っていない。

　これは、ただのお節せつ介かいとして。

　ローザリアは、拭ぬぐえぬ苦い記き憶おくと共に瞳を閉じる。

　振ふり返ってみれば、あの日が決定的な分かれ道だったように思う。

　ローザリアのために一人の命が失われた。大人びた子どもだったとはいえ、柔やわく幼い心にはひどく衝しよう撃げき的だったのだ。

　あれ以降、より色々なことを諦あきらめるようになった。

　自由になりたいというささやかな願いも手放した。欲することすら罪のように思えたから。

　紅茶の苦みが引いていくのと入れ替かわるように、目ま蓋ぶたの裏に笑え顔がおが浮かんだ。

　燃え立つ赤毛に褐かつ色しよくの肌はだ。不器用でひた向きな優やさしさ。

　何もかもが目映まばゆく、焦こがれるように心が引き上げられていく。

　銀色の睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳を、ゆっくりと開いた。自然と上がる口角に気付き、ローザリアは吐と息いきを漏もらす。

　光に満ちた世界。気の合う友人。あの頃とは取り巻く全てが違ちがっている。

　変えてくれたのはカディオだ。

「グレディオール、今のわたくしならばあなたにこう言うわ。『罪悪感や苦しみが付きまとう人生なんて願い下げ。わたくしはね、圧あつ倒とう的な幸せを手にしたいの』」

　ローザリアは冷めた紅茶を一息にあおった。

　口内に広がる苦みを確かに嚙かみ締しめる。

「そのためにはやはり──恥はじも外聞もなく、全てをなげうってでも、カディオ・グラントを必ず手に入れるわ」

　まだ彼と出会ったばかりの頃、従者達にした宣言。けれどローザリアの胸にあの時のような打算はない。

　切に心が望むから、摑み取るだけ。

　勝ち気な眼まな差ざしを向ければ、グレディオールは珍めずらしく口こう端たんを持ち上げた。

「……あなたはどこまでも、あなたらしい」

　共犯者めいた笑みを見届け、ローザリアは気分よく新しい紅茶を受け取った。








あとがき









　こんにちは、あるいは初めまして。浅あさ名なゆうなと申します。

『悪役令れい嬢じよう？　いいえ、極ごく悪あく令嬢ですわ２』をお手に取っていただきありがとうございます。

　続編を出せたのも応援してくださったみなさまのおかげです！　ありがとうございます！

　また、コミカライズも原作にない面おも白しろさがあるので、併あわせてよろしくお願いします！




　駆かけ足になりますが、謝辞を。

　今回もたくさんお世話になった担当様。台風で近所の川が決壊した時はご心配のメールをくださいました。とても励はげみとなりました。

　一巻に引き続きイラストを担当してくださる花はなヶが田た様。先生のイラスト本当に大好きです。読者様より一足早く拝見できることは、大変恐おそれ多くも楽しみの一つです。

　校正様、書店様、この本を出版するにあたりご尽力くださった皆みなさま、そして読者様。

　本当に本当にありがとうございました！


浅名ゆうな　　


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「聖夜の贈り物　─ローザリア的クリスマスの解釈─」







　寒さが厳しくなり、年末がいよいよ迫ってきた頃。

　談話室の暖炉の前でゆったりと紅茶を飲んでいたローザリアは、ふと顔を上げた。

「そういえばカディオ様。あなたが元々いた世界では、今頃の時期に『クリスマス』という祭事が執り行われるとか」

　ルーティエ達はこの寒空でも元気に街へと出かけているため、今日の談話室にはカディオとレンヴィルドしかいない。

　彼がいた前世の世界について一度ゆっくり聞いてみたかったので、これは絶好の機会だ。

　部屋の隅に立っていたカディオが、懐かしそうに頰を緩めた。

「グレディオール殿から聞いたんですか？　ローザリア様は色んなことを知ってるんですね」

「確か聖人の誕生日で、それを免罪符に飲めや歌えやのお祭り騒ぎをなさるとか」

「いや身も蓋もない言い方だな！　心から祝ってる敬虔な信徒もちゃんといますからね！」

　にわかに騒がしくなる中、読書をしていたレンヴィルドが興味深そうに話に交ざった。

「聖人の生誕を祝うのかい。レスティリア王国にはない文化だね」

　レスティリア王国では、偉人が亡くなったとされる日が祭日として一般的だ。例えば建国の祖とされるレスティリア女王が永眠した日は歴史の中で語り継がれ、今では知らぬ者がいないほど有名な祭日となっている。

　カディオも言われてようやくといった様子で手を叩いた。

「そういえば、この国では誰の誕生日も祝わないですよね」

「平民は祝っているのではないかしら？　貴族は様々な可能性を考え、生まれた子どもの誕生を公表しないしきたりとなっています。正確な誕生日を知るのは身内のみですわね」

「あぁ、幼児の死亡率が高いからですね。俺がいた国でもそう言われてました」

　そういった側面もあるけれど、何より政敵に狙われやすいためだ。生々しい理由を優しい騎士に聞かせまいと、ローザリアは口を噤むことにする。

「前世では聖人とか関係なく、誰でもお祝いしてもらってましたよ。誕生日は家族や大切な人と過ごすのが定番でしたね。ケーキやごちそうを食べたり、『生まれてきてくれてありがとう』という意味を込めてプレゼントを贈ったり」

「生まれてきてくれてありがとう、ですか。とても素敵な考え方ですね」

　そう思える相手がいることも、思ってもらえることも。

　外の世界を知ったからこそ重みを持って胸に響く。

　ローザリアはカディオと視線を交わし、温かく微笑み合う。

「ちょっとしたプレゼントを友人同士で交換し合う、という楽しみ方もあるそうですわね。音楽に合わせてプレゼントをぐるぐると回し、止まった時に手元にあるものが自分のもの。誰に何が当たるかは最後まで分からないと」

　それほど高価なものじゃないというのが重要な条件だ。どんなプレゼントの内容でも、金額次第では友人同士の戯れとして笑って受け流せる。

「へぇ、なかなか面白い趣向だね」

　レンヴィルドの言葉に、ローザリアはここぞとばかりに笑みを返した。

「わたくしもぜひ一度試してみたいと思っておりましたの。今度の休日をクリスマスとして、この場にいる三人でやってみませんか？」

　乗り気になる若者組に対し、年長者は慎重な姿勢だ。

「構いませんけど、あくまでちょっとしたものでないと困りますよ。主に俺が」

　カディオは男爵家の出身だし、近衛騎士団に所属しているからには薄給ということはあり得ない。それでも難しい顔をしている理由は、相手が王族と侯爵家のためだろう。

　ローザリアは、彼を安心させるようにしっかりと頷いた。

「そこに関しては問題ございません。『安価な昼食相当のプレゼントであること』と、グレディオールから聞き及んでおります」

「その例えにも若干不安がありますけど……まぁ、間違ってはいないのか？」

　なぜかカディオの憂いは晴れなかったが、こうしてにわかクリスマスの決行が決まった。




　　　　◇　◆　◇




　そうしてあっという間にやって来た休日。

　窓の外には白い雪がちらつき、中庭も校舎もうっすらと雪化粧をしている。

　ローザリアによって確保された最も広い談話室では──総勢二十名からなる音楽隊が妙なる音色を奏でていた。

「こ、これは一体……」

「プレゼント交換のために楽団を雇いました。小規模ながら演奏には定評がございますのよ」

　やり切った笑顔で答えると、カディオが不意にくずおれた。

「まず生演奏っていうのが想定外……いや、音楽を再生させる端末なんかないって、思い至らなかった俺が馬鹿だったんだ……」

「カディオ様、何を打ちひしがれておりますの？」

　首を傾げるローザリアだったが、すぐに理由に行き着いた。

「あの、やはり『サンタクロース』なる方を手配していないことが、気になります？」

　グレディオールから聞いた、クリスマスになると現れる謎の老人だ。

「真っ赤に染まった衣装に身を包み、何の見返りもなく世界中の子ども達にプレゼントを配り歩く方、ですわよね。カディオ様の世界の文化を馬鹿にする気は毛頭ございませんけれど、意図が分からず何だか不気味に思えてしまって……」

「間違ってないけど微妙にニュアンスがおかしいしサンタ可哀想……というかグレディオール殿って、ローザリア様におかしな知識を植え付けて楽しんでる節がありません……？」

　カディオの悲愴な呟きは、次々に運び入れられ始めた料理の前に消し飛んだ。

　濃厚な海老のビスク、パプリカときのこのグリル、牡蠣のアヒージョ。

　ほうれん草と鴨肉のソテーにはマスタードが添えられており、辛いものが苦手なレンヴィルドにも食べやすいよう工夫されている。じっくり炙った牛肉は岩塩と胡椒のみの味付けで、それゆえ素材のよさが際立っていた。他にも帆立を贅沢に使ったグラタンなどなど。

　甘いものが好きなカディオのためにスイーツも各種取り揃え済みだ。

「いや、ケーキとごちそうとは言いましたけど！」

　震える声で叫ぶカディオの瞳からは、既に光が消え失せていた。

「事情を説明しましたら、お祖父様も面白がって食材の手配を協力してくださいましたの。これらはわたくしが私費で準備いたしましたので、遠慮なさらず召し上がってくださいね」

「私費って……ローザリア様が一体どのように稼いで……？」

「それは乙女の秘密です」

　鉄壁の笑顔で跳ね返すと、彼はついに反論を諦めた。

　やり取りを見守っていたレンヴィルドが、代わって進み出る。

「ローザリア嬢。準備を任せきりにしてしまって、すまなかったね」

「この程度のことですから、全く問題ございませんわ。どこかの誰かさんは執行部から仕事を押し付けられて随分お忙しそうでしたし」

「捉え方は自由だけれど、押し付けられているというより頼りにされているのではない？」

「あら前向きですこと、ウフフ」

「ハハハ、あなたに比べればね」

　挨拶代わりに皮肉の応酬を繰り広げる隣で、カディオががっくりと項垂れた。

「こんなにも緊張を強いられるクリスマスは初めてだ……」

　素晴らしい演奏を聴きながらごちそうを楽しみ、食後の紅茶で一息をついた頃。いよいよ本題であるプレゼント交換の時間だ。

　椅子を円状に向かい合わせると、美しい調べに合わせてプレゼントを回していく。

　元々多人数で交換するための手法なのだろう。三人しかいないローザリア達も、自ら用意したものが当たらなかっただけ運がよかった。

　音楽が止んだ時、膝の上に残ったプレゼントを見下ろすカディオはほとんど涙目だった。

「どこが、安価な昼食相当のプレゼント……？」

　彼の手元には仰々しい箔の押された箱がある。開くよう促すと、中からこの辺りでは珍しいルーペが出てきた。虫食いだらけの古い文献を紐解く際には重宝しそうだ。

　ローザリアはレンヴィルドに非難の視線を向ける。

「北方のローザンランド王国で最も大きな商会の箔……。レンヴィルド様ったら分かっておりませんのね。こういった場合、希少価値の高い取り寄せ品は敬遠されがちなのですよ」

「そうかい？　値段でいえばそれほどではないのだけれど……」

「こんなこと言ったら失礼ですけど、本当にどっちもどっちですからね!?」

　そう叫びながらカディオが指を差しているのは、レンヴィルドが持つ箱から出てきた銀細工の懐中時計。用意したのはローザリアだ。

「あら、わたくしまで間違っておりました？」

「やはりね。私もさすがにルーペ程度では安価すぎて、プレゼントとして成立しないのではと危惧していたんだ」

「違います、普通はもっと値段も内容も素朴なものを交換するんです！　例えば俺が持ってきたお菓子の詰め合わせとか！　というかそれだって万が一に備えて奮発してますからね!?」

　ローザリアは、ちゃっかり手に入れていたカディオのプレゼントを見下ろす。かぼちゃのマフィンやドライフルーツたっぷりのパウンドケーキなどが入った、焼き菓子の詰め合わせだ。

　食べたらなくなってしまう点は非常に残念だが、彼からもらえるものならば何でも嬉しい。これを得ることができただけでもクリスマスを行った価値はあると内心ニコニコだった。

　それでもカディオは色々気になるらしく、情けない顔で自らの正当性を主張した。

「安価な昼食とは、あくまで庶民の感覚が必要なんですよ！　前に王都の屋台で食べたくらいが一般的な価格です！」

「なっ……」

　ローザリアとレンヴィルドに衝撃が走る。

　屋台で買った飲食物は、どれも驚くほど経済的だった。

「あんなにお安く……？　どうしましょう、それではお菓子くらいしか買えません……」

「待ってくれローザリア嬢。つまり、それが答えなのでは？　クリスマスとは元来──安価なお菓子を贈り合う日である、と」

「なるほど。理に適っておりますわ」

「あぁもう俺の今までの説明全部無意味！」

　ローザリア達は、賑やかなクリスマスを門限いっぱいまで楽しんだ。




　カディオは、レンヴィルドが用意したルーペを家宝にすると豪語していた。

　来年は彼のプレゼントをもらう立場ではなく、贈る立場を確保しようと密かに決意するローザリアだった。
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